
    
      



    

  
    
      



    

  



























    
      



    

  
    
      ＭＦ文庫Ｊ

あまとう！３

七瀬甘るりは不在につき

二階堂紘嗣



    

  
    
      口絵・本文イラスト●▽（さんかく）



    

  
    
      Contents



　　　　１章

「あなたのこと認めたわけじゃありませんから」

　　　　２章

「きみは青空の青さを知らない」

　　　　３章

「もしも、タイムマシンがあったら、おれは」

　　　　４章

「おれが歌詞を？」

　　　　５章

「おまえうたえよ」



    

  
    
      「ん、あれ？　お兄ちゃん？」

　メイド服姿の千ち早はやが、もそもそと起きあがった。ふああ、とあくびをし、ちっこい手で、目をがしゅがしゅとこすっている。

「ごめん、寝ちゃってたみたい」

　葉は山やま家次女、葉山千早は言った。くくった髪が、ぴょこ、ぴょこ、と動く。

　おれはこの状況に頭が追いついていなかった。美み鈴すず会長と手錠でつながれたりして、散々な目に遭ったばかりだというのに、おれに心の休まる時間はないのか？

「おまえ、なにしてんだよ。学校は？」

　千早は、現在中学一年生だ。ヨコハマで両親と暮らしている。

　その千早がなぜここにいる？

「お母さんに合カギ借りてきたの。ちゃんと学校いったよ。そのあときたの」

「てか、なんだよ、その格好？」

　メイド服なんてまんがとかでしか見たことない。もふっと膨らんだ袖そでをしていて、胸あてのない腰から下のエプロン姿、フリルのついたカチューシャを頭にのっけている。

「あ、かわいいでしょ、これ？」

　千早はおれのふとんの上でぴょんと立ちあがり、くるりとまわって見せた。身長は由ゆ亜あとどっこいどっこいくらいだ。

「これ、手芸部の課題でつくったの。大作でしょ？」

　千ち早はやは自慢げな顔をおれに向けた。

「へえ、おまえ手芸部なのか。すごいけど、なんでメイド服？」

「お兄ちゃんのお世話をするためだよ！」

「そッスか」

「ねえ、かわいい？」

　目をキラキラさせながら千早が言う。

「ああ、うん、かわいいかわいい」

「むぅ、なんか心がこもってない」

「でも、父さんが見たら泣くんじゃないか？」

　真ま綾あやはあんなだし、おれはこんなだし、父は千早をめちゃくちゃ大事にしている。「父さんは千早がいれば真綾も一いつ樹きもいらないよ」といつだか言っていた。よく考えるとひどいことを言っている。

「べつに大丈夫だったよ。デジカメでいっぱい写真撮ってたし、お帰りなさいませご主人さま、って言わされたし」

「今度帰ったら、あのおやじに鉄てつ拳けん制裁をくわえることに決めた」

　娘になにさせてんだ。

「そうだよ、お兄ちゃん！」

　ぐいっと千早がおれににじり寄る。おれはその気迫に圧倒された。

「どうした、妹よ？」

「お兄ちゃん、なんでゴールデンウィーク帰ってこなかったの？」

「いや、めんどかったから」

「めんどかったって、お兄ちゃん、ダメだよそんなの。せめて電話くらいしてよ！」

「電話？　なんで？」

「近況報告とか！」

「べつに報告するようなこととかないし」

　千早は、おれの返答が気に入らなかったらしい。ほっぺたをぱんぱんに膨らませる。

「お姉ちゃんに聞いたもん。お兄ちゃん、軽音楽部に入ったって」

「ああ、まあ、入ったけど」

　答えると、千早は驚いた顔をした。

「そんなのありえないもん。前世の罪によって呪のろわれてるんじゃないかってくらい音痴のお兄ちゃんが、音楽とかやるわけないもん」

「いろいろと心境の変化があったんだよ」

　細かく説明するのもしんどいので、おれはそう答えた。

「そういや、由ゆ亜あとも一緒に部活やってるんだ」

　部活と言っても、今のところゴミ拾いとかくらいだけど。

　千ち早はやは、むむむ、と目を細める。

「なんだよ？」

「お兄ちゃん、彼女できたんでしょ？　その子のために入部したんだ。いやらしい」

「バカ、違ちげえよ」

「女の勘でわかるんだから」

「はずれてるってばよ」

「彼女じゃなかったとしても！　お姉ちゃん言ってたもん。お兄ちゃんが女の子たちと仲良くしてるって。不潔！　バイキンマン！」

　真ま綾あやのやつめ、なにをどう伝えてるんだ。

「友達だってばよ」

「お兄ちゃんに友達なんかできるはずないもん！」

「おい、待て。それはどういう意味だ」

「そうか、友達ができるはずのないお兄ちゃんに彼女なんてできるわけないよね。ってことは、女の子につきまとってるの？　逮捕されちゃうよ、お兄ちゃん！」

「なんでそうなるんだ！」

「お兄ちゃん、陸上部辞めてから、まんがとホラー映画ばっかり見るあぶないおたくになっちゃったの、あたし、知ってるもん。いつか、変な事件とか起こすんじゃないかって、心配で心配で」

「大きなお世話だ」

「手当たりしだい女の子に手をだすなんて最低だよ、お兄ちゃん！」

「おまえの想像力のほうが最低だよ！」

「えいっ！」

「うが」

　妹に顔面を蹴けられた。おれはふとんの上でばふんと倒れる。

「もう、おまえ、なにしにきたんだよーっ」

「とにかく、女の子と仲良くするのは禁止だからっ！」

　千早は謎なぞの宣言をした。



    

  
    
      

１章　「あなたのこと認めたわけじゃありませんから」



　さて。

　土曜日である。学校はお休みである。

　本当に梅雨なのか疑わしいほどキレイに晴れている。いつもならおれが朝食を用意するところなのだけど、今朝は千ち早はやがつくってくれた。

　千早のやつ、昨夜は泊まっていったのだ。ふとんはおれのを貸してやった。なので、おれは毛布にくるまって、廊下で寝た。

「一緒に寝ればいいのに。お兄ちゃんなら、あたし、ぜんぜん嫌じゃないよ？」

　メイド服から、おれのジャージに着替えた千早はそう言ったが、そんなわけにもいかなかった。中一の妹と一つのふとんで寝るとかありえない。

　おかげで朝起きたら首や腰が痛かった。全身が重たい感じだ。あと鼻水がでてくる。風邪ひいたかな。ま、平気だろ。

　丸テーブルの上には、ピザトーストとサラダが並んでいた。

「お、なかなか美う味まそうじゃん」

　えへへ、と照れ笑いする千早は、朝からメイド服を着ている。もしかして、それしか服持ってきてないんじゃないよな？

「あれ、一いつ樹き、あんた今日どっかでかけるの？」

　仕事が休みの真ま綾あやは、起きたときの爆発ヘアのまんま、もしゃもしゃとトーストをかじっている。だるんだるんになったスウェットを着ていて、見るからにだらしないが、こんな姉でも職場では美人でとおっているらしいから、世の中はなにかが間違っている。

「まあ、ちょっと」

　と、おれは返事をした。おれは真綾と違って、すぐにでもでかけられるよう着替えている。

「あたしとデートするんだもんね！」

　千早がはしゃいでいた。にこにこしながらおれを見あげてくる。

「いや、違うし」

「え、なに、どゆこと、お兄ちゃん？」

「先約があるんだ。悪いけど、町をぶらつきたいなら姉さんといってくれ」

「ダメだよ、そんなの！　お兄ちゃんはあたしと遊ぶんだもん！」

「また今度な」

「あ、女の子だ！」

「人のことを指でさすな」

「なに、一いつ樹き、甘あまるりちゃんとデート？」

　真ま綾あやものってくる。ピザトーストのチーズが伸びる伸びる。

「誰だれそれ？　甘るりって誰それ？　ねえ、誰なのそれ？」

　千ち早はやがうるさい。

「違うっつうの。軽音楽部入ったから、そろそろ、ギター買わなきゃなんないんだよ。だから、今日はみんなで楽器屋見にいくんだ」

「あんた、ギター弾ひくんだ。想像できないわ」

　真綾はぺろりと朝食を平らげた。

「じゃあ、あたしも一緒にいく。甘るりって人と会う」

「勘弁しろよ」

「どうして、お兄ちゃん？」

「妹同伴とか恥ずかしいだろ」

「由ゆ亜あちゃんにも会いたいのに」

「ダメだ」

　千早はぶすっとフグみたいに頬ほおを膨らませた。



　とっとと朝食を済ませ、おれは家をでた。もちろん、千早は家に置いてきた。電車にのって、待ちあわせしている駅へ向かう。

　待ちあわせ時間までには十分余裕があった。

　と、思っていたのに、改札をでたところには、すでに到着している人物が二人。

　一人は七なな瀬せだ。

　大きな安全ピンがついたチェックのスカートに、パーカーをあわせていた。パーカーのフードは猫耳みたいになっている。ヘッドフォンを耳に当てていた。

　もう一人は由亜だ。

　黒いゴスロリ・ワンピースを着ていて、背中のちっこいリュックからコウモリみたいな羽が生えていた。

　二人は二メートルくらいの距離をあけて、つーんとすまし顔で立っている。まるで、他人のように。

　この二人が先にくるなんて考えてなかったから、うっかりしていた。七瀬と由亜は、あんまり仲がよくない。二人きりでは会話もないらしい。呆あきれたやつらだ。

　しかし、この二人は非常に目立つな。とおりすぎる男子という男子が、一度は二人に視線を向けているのがわかった。

　おれは足早に二人の前まで駆け寄った。

「おーい」

　七なな瀬せと由ゆ亜あが同時におれに顔を向けた。

「あ、一いつ樹き」「あ、葉は山やま先輩」

　二人は同時に言った。とたんに、由亜のほうが、ぎょっとした顔で七瀬を見やった。そして、すぐにおれに向き直る。にゅっと腕を伸ばし、おれの胸ぐらを掴つかんだ。

「ちょっと、なんですか今のっ！」

「なにって、なにが？」

「甘あまるり先輩が、葉山先輩のことを『一樹』と呼んでいました。下の名前で！　地球崩壊の前触れですかっ？」

　おれは七瀬のほうを見る。七瀬はちょっとだけ顔を赤くしていた。ヘッドフォンは耳からはずして、首にかけている。

「江口という呼び名をあらためただけだろうが。むしろこれで正しい」

　そう答えたおれも、ちょっと顔が熱い。

　由亜は口をへの字に結んでいる。

「そんなことはべつにどうでもいいだろ」

　と、おれは話をそらした。由亜の手をふりほどく。

「それより、嬉うれし野のさんは？」

「ま、まだみたいよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　七なな瀬せが答える。さらさらの髪の毛を耳にかける仕草をした。

　おれは腕時計を見た。あと五分ほどで待ちあわせ時刻だ。まあべつに、おれらが早く着いただけで、嬉うれし野のさんが遅刻というわけじゃない。

　由ゆ亜あはまだ納得していない顔をしていたが、それは無視することにした。

　休日なのでおれたちのほかにも、待ちあわせをしている人が大勢いた。小学校の低学年くらいの子供たちがばたばたと駆けていく。

「あ、そうだ、由亜。今、千ち早はやがうちにきてるんだ」

　ふと思いだしたおれは、由亜のおでこをぐりぐりしながら言った。

「え、千早ちゃんがですか？」

　由亜はおれの手をはたき落とす。

「ああ、なんか知らんけど、手芸部でつくった衣装を見せびらかしにきたんだよ。おまえにも会いたいって言ってたから、時間あったら、あとで寄ってくれよ」

「千早ちゃんって誰だれ？」

　ずいっと、七瀬がわりこんでくる。

「ああ、おれの妹だよ」

「え、きみの脳内にしかいないんじゃなかったの？」

「実在妹だって言っておいただろ」

「ふーん。あたしも会ってみたいかも」

　なんて話をしていたら、改札から人がぞろぞろとでてきた。

　その中から、

「……ご、ごめんなさいっ」

　嬉野さんが息を切らしながらやってきた。白いフレアスカートに、上はレース襟のカットソーをあわせている。カバンを肩から斜めがけにしているため、胸が微妙に強調されていた。

　いや、べつにそんなとこばかり見てたわけじゃないよ？　ほんとだよ？

　そして、当然のようにホッケーマスクをかぶっている。

「……着る服、迷ってたら、家でるの、遅くなっちゃって」

　どんな服着てても、そのマスクがぜんぶ台無しにしちゃうけどね、と思ったが、それは心の中にしまっておく。

「ぜんぜんへーきよ。むしろ、時間ぴったり。じゃ、いこっか」

　七瀬が先頭切って歩きだした。由亜もそれにつづく。カバンから生えているちっこい翼がぱたぱたと揺れた。

　ふー、と息をついた嬉野さんは、顔をあげる。おれと目があった。

「私服でも、やっぱホッケーマスクは健在なんだね」

「……あ、う……ごめんなさい」

　嬉うれし野のさんは、しゅん、と肩を落とした。

「謝んなくていいけど」

「……あ、あの、この服、おろしたて、なんだけど、どう、かな？」

　途切れ途切れに、嬉野さんは言った。

「よく似合ってると思うよ。うん、かわいい」

　女の子の服を褒めるというのは、ちょっと照れる行為だ。おれは頭をかいた。

　ただ、ホッケーマスクがなければもっとよかったのにとも思ったけど。

　そのとき、嬉野さんは、びくんっ、とからだを震わせた。それから急に、あたりをきょろきょろと見まわしはじめる。

「どうかした？」

　あまりにも挙動不審だったので訊たずねてみた。

「……え、あ、うん」

　嬉野さんの返事はどうも歯切れが悪い。

「まさか、またなんかの気配とか？」

　こないだは、美み鈴すず会長の尾行に感づいた嬉野さんだ。戦士の助言は聞いておいたほうがいいだろう。おれも周囲を見まわす。しかし、美鈴会長の姿もなかったし、これと言って知りあいの顔も見当たらなかった。

「……今、一瞬、誰だれかの強い視線があったような気がしたんだけど」

「強い視線？」

「なにしてるの？　いくわよ？」

　七なな瀬せに促されたので、嬉野さんとおれもその話題はそこまでにして、ショッピングモールへの道を急いだ。



　土曜日のため、モール内はけっこう混雑していた。おれたちは、エスカレーターで上の階にあがり、楽器屋へ向かった。

「ねえ、きみ、いくらくらい持ってきたの？」

「幼いころからお年玉とかで貯ためつづけた貯金から四万ほど。足りるかな？」

「よゆー、よゆー」

　ギターのコーナーに向かう。色とりどりのギターがディスプレイされていた。それなりに高い買い物だし、失敗できない。なんだか緊張してきた。しかも、おれはギターに詳しくないから、どんなのを買えばいいのかさっぱりわからない。

「なあ、おれ、まったくの素人なんだけど、どんなのがいいわけ？　初心者がギター選ぶときの注意点とかないのかよ？」

　七なな瀬せに訊きいてみる。

「まあ、実際のところ、どれでもいいんだけどね」

「あ、そうなの？」

　ギターを大きくわけると、アコースティックギター（通称アコギ）とエレキギター（通称エレキ）の二種類となる。それくらいはおれだって知っている。

　おれが購入するのはエレキのほうだ。

「見てわかるとおり、形は様々。ざっくりわければ、バイオリン型のレスポール・タイプとストラップピンがつきだしたストラトキャスター・タイプにわかれるわ」

　七瀬が父親から受け継いだのがレスポールで、おれが以前、由ゆ亜あに借りたのがストラトキャスターだ。

　由亜が持ってるのはブランド品の高いやつらしいけど、素人のおれにそんな高価なものは必要ない。アジア圏内で生産されている安価なコピーモデルで十分だと七瀬は言った。

「どっちがいいんだ？」

「どっちがいいとかはない」

「じゃあ、どうやって選べばいいんだよ」

「だから、どれでもいいんだって。たとえば見た目とか」

「見た目？」

「好きなミュージシャンが使ってるから、自分も真ま似ねしたいとかでいいのよ」

　そんなもんなのか。わりとミーハーだな。

「あとは、そうね。ちょっと手、見せてよ」

　七瀬がおれの左手をとって、しげしげと観察する。女の子に手を触られるって、男子的にはちょっと嬉うれしいのだが、そんなことは顔にださないように努める。

「なんなんだ？」

「生命線が短いわね。運命線が途中で途切れている。ああ、ダメだこれは」

「ひどい」

　由亜もおれの左手を覗のぞきこむ。

「金運線もダメですね。将来性がまるでありません」

　嬉うれし野のさんまでも、おれの左手を見つめる。

「……け、結婚線が……ない」

　七瀬がぽんとおれの肩に手を置いた。

「独居老人になっても元気でやっていくのよ」

「憐みの目で見るな！　おれの手相なんかどうでもいいんだよ」

　おれはみんなから自分の左手を奪いかえす。

「冗談だってば。きみの手って、やっぱり大きいわよね」

　七なな瀬せが自分の左手をぐっぱっ、ぐっぱっとやった。

「それがどうした」

「コードを押さえるとき、手が小さいとなんだかんだで不利なのよ。だから、手が小さい人が買うときは、できるだけネックの厚みが薄いものを選ぶんだけど、きみならどれでも平気そうね」

　おれは由ゆ亜あをちらりと見た。

「なんですか？」

「おまえも大変なんだな、と思って」

　由亜はふんと鼻を鳴らした。極細の長い髪をうしろへ払う。

「ストラトがオールマイティでいいかな。好きな色とかある？」

　ストラトキャスターのコピーモデルとひと口に言っても、色のバリエーションは豊富だ。

「じゃあ、この黒いのとかカッコいいかな」

「なるほど、エリック・クラプトン気どりというわけね」

「プランクトンがどうした？」

　おれが首を傾かしげると、七瀬も由亜も、顔をくしゃっと歪ゆがめる。

「今、世界中のギタリストたちを敵にまわしましたよ、葉は山やま先輩。殺されますよ」

「なんだよ」

「……あのね、エリック・クラプトンっていう世界的な名ギタリストがいるんだけど、その人が使っていた黒いストラトキャスターは『ブラッキー』っていう愛称で呼ばれてて、すごく有名なんだよ。オークションでは一億円くらいの値がついたんだから」

　嬉うれし野のさんが説明してくれた。七瀬のレス子もそうだけど、ギタリストってのは、自分のギターに名前とかつけるのか。おれもなんか名前つけたほうがいいのかな。

「すいませーん。これ、試奏したいんですけど」

　七瀬が手をあげて店員さんを呼ぶ。

　なにそれ？　と、七瀬に小声で訊たずねると、ギターというのは、言えば試しに弾ひかせてくれるものなのだと教えてくれた。

「はい、喜んでー」

　テレビで見た居酒屋さんみたいな返事をして、お店のお兄さんがやってきた。七瀬と由亜を見て、一瞬足をとめ、嬉野さんを見て一歩後退した。それでも笑顔を絶やさなかったのは接客のプロだなと思う。髪が長くて、ピアスをいっぱいつけているその店員さんはディスプレイされているギターを手にとり、小型のアンプとつないで、チューニングもしてくれた。アンプから音が溢あふれる。

「はい、どうぞ」

　と、おれにギターをわたしてくれる。おれはそれをおそるおそる受けとった。ギターというのは、やっぱりけっこう重い。

「んじゃ、ちょっとＧ押してみてよ」

　七なな瀬せの指示どおり、Ｇを押さえてみる。こうだっけ？　あれ、こうかな？　おかしいな、前にＧのパワーコードってやつを習ったのだけど……。

「Ｇってどんなだっけ？」

　ずびし、とチョップをふりおろされた。

「忘れんな」

　と、そのときだった。

「お兄ちゃんをいじめないでくださいっ！」

　七瀬とおれの間に割りこむちっこい影。

「げ、千ち早はや」

　どこに隠れていたのか、千早が勢いよく飛びだしてきておれの前で両手を広げている。薄手のカーディガン（たぶん真ま綾あやのだ）を羽織っているが、メイド服のまんまだった。

「おまえ、なにしてんだよ」

「お兄ちゃんのことが心配でついてきたの」

　さっき、嬉うれし野のさんが感じた視線の主は、千早だったようだ。つくづく嬉野さんのソルジャーとしてのスキルの高さを痛感する。完全に実戦向きの能力だ。って、まあ、それはどうでもよくて。

　七瀬はちょっとびっくりした顔をして、でも、それからふわりと表情を緩めた。

「わあ、かわいい！　なに、この子、きみの妹？　なんでメイド服着てるの？」

「ああ、悪いな。なんかついてきちまったみたいだ。ほれ、ちゃんとあいさつしろよ」

　おれがそう促すと、千早はおれをふりかえって、ぶすっと頬ほおを膨らませた。

「やだ」

　とか言う。

「なんでだよ？」

「この人、お兄ちゃんに意地悪したから」

「意地悪って、おまえな」

「お兄ちゃんは心の弱い人だもん。ちょっとのことですぐに心が折れちゃう、ダメダメ人間だもん。打たれ弱い現代の若者代表だもん。だから、あたしが守ってあげるんだもん。あたしがしっかり養ってあげるから、将来、お兄ちゃんがニートになっても大丈夫だよ！　安心して、お兄ちゃ、ふわっ」

　おれは力説する妹のほっぺたをぐにぐにとひっぱった。

「なにするの、お兄ちゃん、ひどいよ」

　という趣旨のことを、千早はふがふがしながら言う。

「おまえのほうがひどい」

「いえ、千ち早はやちゃんの言うことももっともだと思います」

　そこで、ずい、と由ゆ亜あが前にでてくる。ぴよぴよ、とコウモリ羽が動いた。

「葉は山やま先輩はメンタルが弱い。甘あまるり先輩は意地悪。学会でも定説となっています」

「どこの学会だよ。真面目まじめな顔しておかしなこと言ってんなよ」

　千早は由亜に向けて親指を立てて腕をつきだし、由亜も同じようにした。この二人はむかしから仲がよいのだ。

　千早はおれの手から逃れ、「それにこの人」と、今度は嬉うれし野のさんのことを指さす。

「怖いお面かぶってるし。なのにお兄ちゃん、この人のこと、かわいいって褒めてたし」

　さっきの聞こえてたのか。地獄耳だな。

「昨日、あたしに言ったときはおざなりだったのに！」

「いや、それはな」

「胸が大きければいいんだ、お兄ちゃんは！」

「でかい声で言うなよ、誤解を招くじゃないか」

　嬉野さんは恥ずかしそうに胸のあたりを隠した。

「女の子ばっかりはべらせて、不潔だよ、お兄ちゃん！」

「はべらせてとか言うな」

「いいじゃない、いいじゃない」

　七なな瀬せがおれの肩をぽんと叩たたく。

「お兄ちゃん思いの妹さんで」

「あなたが甘るりって人ですね？　あなた、お兄ちゃんのなんなんですか？　どういう関係なんですか？　お兄ちゃんに馴なれ馴なれしすぎなんですけど？」

「どういうって、あえて言うなら、そうね、ダース・ベイダーとルーク・スカイウォーカーの関係ね」

「誰だれですか、それ」

　親子じゃないか。

「もしくは、目玉おやじと鬼太郎の関係ね」

　親子じゃないか。



　　　　　◆◇◆◇◆



　アンプ（これがないとちゃんと音がでない）とエフェクター（これを使って、ギターの音をわざと歪ませる）は、由亜がお古を貸してくれるらしい。おれはギターとピックと予備の弦、それからチューナー（こいつで音程を調節する）とやらを購入した。

　終わったんでしょ、早く帰ろうよ、とおれの腕をひっぱる千ち早はやをなだめて、おれたちは修学旅行のための買いだしもした。

　これには千早だけではなく、一年生の由ゆ亜あも「えー」と、不満を顔と声にだした。

　七なな瀬せと嬉うれし野のさんはよくわからないこまごましたものを買い物カゴの中につっこんでいた。おれは、これと言って必要なものもなかったので、コピー機で保険証のコピーだけした。旅行の前に担任の小こ波なみ先生に保険証のコピーを提出しなくてはならないのだ。向こうで、けがをしたり、病気になったときに必要となる。

　七瀬と嬉野さんの買い物も終わり、そのまま昼ごはんを食べる流れとなった。フードコートのあいている席を陣どり、おのおの好きな食べ物を購入する。

　七瀬と嬉野さんは甘ったるそうなクレープを、由亜はサンドイッチを、おれはラーメンを買ってきた。

　ただ、千早の前にはなにもなかった。ちんまりと座っているだけだった。

「あれ、千早、おまえなにも食べないのか？」

「あたし、今、ダイエット中だからいらない」

　まだぶすっとしてる。メイド服のふわひらスカートをきゅっと掴つかんでいた。

「中学生がダイエットとか言ってんなよ。どうせ、おこづかいほとんど使っちゃって、余裕がないんだろ？　仕方のないやつめ。おれが五〇〇円を恵んでやる。これからは兄を崇あがめ奉たてまつれよ」

「違うもん！　ヨコスカまで交通費がかかったんだもん。帰りの分もあるし。月々の出費はちゃんと計算してるから、ここでむだに使っちゃいけないの。だから気にしないで」

　家計簿をつける主婦みたいだ。

「気にするって」

　みんなが食べてるのに、一人だけ昼なしとか気まずいじゃないか。

「ほれ、五〇〇円で食べたいの買ってこいよ」

　交通費だって、あとで真ま綾あやがだしてくれると思うぞ。

「そんなのダメ。お兄ちゃんを養うのはあたしの役目だもん」

　それ、本気なのか……。

「じゃあ、おれのラーメン、半分食べるか？」

　千早は一瞬、湯気の立つラーメンに目をやったが、すぐにそっぽを向いた。頭にのっけてるふりふりカチューシャがその勢いで動いてしまい、直している。

「いらない」

「変な意地張るなよ」

　千早はしっかり者ではあるのだが、一度こうと決めると融通のきかないところがある。

「それなら、あたしのクレープは？　食べかけだけど」

　ひょい、と七なな瀬せがクリームたっぷりのクレープを千ち早はやの前に差しだした。

「あなたの施しは受けません」

　と、千早はにべもない。

「でもさ、あたしちょうどスタンプたまったところなのよね。これでクレープ一つタダなの。この生クリームプリンとは、べつの味のも食べたいから、もらってくれたら助かるんだけど？」

　七瀬はうさぎの鼻先に、にんじんでもつきつけるみたいに、千早の前でクレープをちらつかせた。千早は唇をうにゅうにゅと波立たせる。おれのほうをちらりと見あげた。

「もらっとけば？」

「敵の施しは受けないの！」

「でもほら、上杉謙信も武田信玄に塩を送ったって言うじゃない」と、七瀬。

「あれはつくり話だそうですよ。高校生なのにそんなことも知らないんですか？」

　とげのある口調で千早は言った。

「じゃ、しょうがない。はい、きみにあげる、あーん」

　七瀬はおれのほうにクレープを向けた。あーん、て。恥ずかしかよ。

「にゃっ」「あっ」

　と、由ゆ亜あと嬉うれし野のさんも反応した。

「ダ、ダメ！」

　千早も言った。

「それなら、あたしがもらいます！」

「あら、そう？　ありがとう」

　千早はむすっとした顔で七瀬からクレープを受けとり、その顔のままで食べはじめた。

　もしゃもしゃ、もしゃもしゃ。

「あなたのこと認めたわけじゃありませんから」

　あくまで強気な口調だったけど、口の横に生クリームをつけていたから迫力はない。

　おれも麺がのびてしまわないうちにラーメンをすする。七瀬はもう一度クレープ屋に戻り、新しいクレープをスタンプカードと交換して戻ってきた。

　昼時ということもあってかなり人が多い。迷子のアナウンスが流れている。そういや、むかし、由亜と千早とおれで迷子になったことあったな、と思いだす。懐なつかしい。

　おれらの席のそばをとおりすぎる客は、一度はこちらに視線を送っていた。

　七瀬と由亜だけでも目立つのに、ホッケーマスクをかぶった少女と、カーディガンでは隠しきれないメイド服少女が同じテーブルを囲んでいるのだ。なにかのコスプレとでも思われているのかもしれない。

　千早だって、わが妹ながらそれなりにかわいいし。

　おれはクレープを頬ほお張ばる妹の横顔をこっそり見つめた。

　今はまだ、お兄ちゃん、お兄ちゃん、と言ってくれているけれど、いつかは千ち早はやも嫁にいってしまうのだろう。ああ、そんときは相手の男がどんなにいいやつでも、どんなに高収入の男であっても、一回は反対しておこう。それで千早に恨まれてもいいのさ。それがおれの役目なのだから。

「ねえ、きみ、大丈夫？」

　七なな瀬せが言った。

「ん、なにが？」

　七瀬に目を転じると、なにやらジト目でおれを見てる。

「なんか娘を嫁にやる前のお父さんみたいな顔してたわよ？」

「……な、なんでもない」

　おれはずるずるとラーメンをすすった。



「そういえば」

　昼ごはんを食べ終わったところで、由ゆ亜あがカバンの中からなにかをとりだす。

「さっき、こんなの配ってました」

　二つ折りになっているチラシである。由亜がちんまい指でそれを広げた。どれどれ、と覗のぞいてみる。

「第二回ヨコスカのど自慢大会？」

　第二回ということは一回目もあったらしい。

「へえ、知らなかったわ。こんなのやるのね」

　チラシによると、すぐ隣の公園でおこなわれるカラオケ大会らしい。ローカルテレビ局主催で、優勝者には豪華賞品とも書かれていた。審査員はテレビ局の偉い人と、おれは知らなかったけど、けっこう有名な音楽プロデューサーの人。司会進行はテレビ局のアナウンサーとお笑い芸人だった。

「開催日時は……今日じゃない！　しかも、もうすぐはじまるわ！」

　七瀬がぱっと顔をあげておれを見た。

「よし、参加するわよ！」

「おお、いってこい。客席から応援してるよ」

「バカね。きみも参加するに決まってるじゃない」

「は？　おれが？　なんで？　嫌だよ」

「文化祭のときは、きみが《キャラメルアンデッド》のメインボーカルとしてステージに立つのよ？　今のうちから人前でうたうのに慣れておかなきゃ」

「いやいや、無理だって」

「まだ申しこめるみたいよ、急ぎましょ」

　七なな瀬せはおれの服をぎゅっと掴つかむ。

「いや、ちょ、待ってくれ」

「はなしてくださいっ！　お兄ちゃん、嫌がってるじゃないですかっ！」

　おれは千ち早はやを見た。わが妹ながら頼もしい。今は味方をしておくれ。

　しかしそこで、由ゆ亜あが千早の肩にぽんと手を置いた。

「千早ちゃん、今は葉は山やま先輩の勇姿を見届けてあげようじゃありませんか」

　言いながら、由亜のほっぺたがぷくぷくしていた。笑いを堪えているのだ。

「でも、お兄ちゃん、あんなに嫌がってるのに……」

「ここだけの話ですが、葉山先輩はマゾなんです。いじられるのが好きなんです。大勢の前でうたうなんて最高のご馳ち走そうなんですよ」

「……は、葉山くん、そうだったの」

　嬉うれし野のさんは軽く信じかけている。

「違うよ！」

「お、お兄ちゃん……あたし、知らなかった……」

「違うよ！」



　というわけで無理やりエントリーさせられた。名前と年齢、自己ＰＲ、うたう歌を選んで用紙に記入する。これは、一応、同意書もかねているらしい。ローカル番組の特集コーナーで放送されるそうだ。うたっている自分の姿がテレビに映るかもしれないと考えるとまったくもってゾッとしない。

　人前で披露できる歌なんておれにはない。苦肉の策として、「およげ！　たいやきくん」という歌を選んだ。小さいころ、真ま綾あやがこれをうたいながら、よくたいやきを食べていた。おれの分も奪って食べていた。

　下は小学生から、上はおじいちゃんおばあちゃんまで、参加者の年齢層は幅広い。みんな特設会場横に建てられた受付テントのそばで、時間までぶらぶらしている。

　エントリーした順番は、おれたちの中では、由亜、おれ、七瀬となった。それぞれ、二七番、二八番、二九番という順だ。参加者だけで四〇人くらいはいる。あとは参加者の家族や友人、ただの興味本位といった見物客が五、六〇人ほど。全員あわせるとそれなりに人が集まっている。

　嬉野さんは、

「……わ、わたしはやめとくよ、演奏抜きだと恥ずかしいし」

　と辞退した。ドラムを叩たたきながらでなければ、人前にでるのは難しいようだ。

　千早も、

「あたしも見てる」

　と参加はしなかった。

「なら、おれも」

　そう言ったのに、おれだけ却下された。なんでだ。

　時間になるとアナウンサーとお笑い芸人がステージ上に現れて、第二回ヨコスカのど自慢大会ははじまった。うまい人もいれば、へたな人もいる。人前でうたうのは、誰だれでもやっぱり恥ずかしいのだろうけど、うたい終わったら、清すが々すがしい顔でステージからおりていく。おじいちゃんが熱く演歌をうたえばみんなで拍手を送り、小さな子供がたどたどしくうたえば温かな気持ちになった。

　が、自分の番が近づいてくると、心臓がばくばくと速くなった。異様にのどが渇く。

「ああ、手汗がやばい。なんか寒気もする」

　そんなこんなのうちに、

『さて、つづいてはエントリーナンバー二七番。県立ヨコスカ高校一年生、鳳ほう仙せん花か由ゆ亜あさん』

　由亜の名前が呼ばれた。

　由亜はスタッフにマイクを渡されると「よっしゃ」と気合いを入れてステージにつづく階段をのぼる。そのままステージ中央に立った。

『お、軽音楽部のみんなと参加だそうですね。うたう曲は……これは難しい。ALIアリ・ PROJECTプロジエクトで『聖少女領域』！』

　司会者の合図で、やたら荘そう厳ごんでドラマチックなイントロが流れる。

　由亜は極細の長い髪をさっと払い――、

　うたいはじめた。

　甘く、透きとおるような声が会場に響く。

　その瞬間、ぞわっと鳥肌が立った。

　ほかの参加者がいかにも「カラオケ的」であったのに対して、由亜のそれは、「ショー」と呼ぶに値するものだった。

　楽器を持ってるわけでもないし、ダンスするわけでもないのに、小さな仕草のすべてが観客を魅了する。ふりふりの変な服、っていつも思ってた由亜のゴスロリ・ワンピースが計算された衣装のように思えてくる。甘美な歌詞と曲調にぴったりだった。

　小柄な由亜が今は大きく見える。

　曲が終わると、由亜はスカートをちょんとつまみ、膝を折るような仕草で一礼した。最後までやりとおしたって感じだ。

　うたい終わると機械が自動で点数を表示させる。いわゆるカラオケボックスにあるのと同じ仕組みだ。由亜は九〇点という高得点を弾はじきだした。

「おおお」

　今までにないくらい大きな拍手と歓声があがる。誰だれだ、あの子、かわいくない？　という声があちこちから聞こえた。

　由ゆ亜あはつんとすました表情で階段をおり、こちらに戻ってきた。

「アリプロを選曲するとはなかなかやるわね」

　七なな瀬せの言葉に、由亜は勝ち誇ったように、ふん、と鼻を鳴らした。

「甘あまるり先輩には負けません。ほんとは得点だって、もっといけるはずだったんです」

　それからおれへ視線を向けてくる。

「次は葉は山やま先輩の番ですよ」

「今のステージの次とか、ハードル高いなあ」

　不安で仕方がない。

「大丈夫よ」

　ぽんと七瀬がおれの肩にパンチをした。

「どうせ、誰もきみの歌なんて期待してないんだから。いや、むしろ期待どおりに大恥かいてくればいいわ」

「そのとおりだろうが、そんなふうに言わなくてもよくないか？」

「ふむ」

　とか言って、七瀬はどっからかマジックペンをとりだした。きゅぽっとフタをはずし、おれの額に手を伸ばす。

「って、なにしやがる！」

「だいじょーぶ、だいじょーぶ。おまじないよ。それに前髪で隠れるから遠くの人には見えないって」

「『肉』とか『目』とか書くなよ？」

　七瀬がおれのおでこになにか書く。そうしている間、七瀬とおれの距離はすごく近くなる。甘い香りがした。ステージにあがる緊張とまざって余計にドキドキする。

　はいできた、と七瀬は言った。

「妹ちゃんにカッコいいとこ見せてあげなよ、お兄ちゃん」

　七瀬はにぃと笑って、おれの背中を押す。



　がっちん、がっちんに固まったまま、おれはステージにあがった。

　前にゲリラライブをやったときもそうだけど、めちゃくちゃ緊張した。腹式呼吸とかってのも頭からふっ飛んでいた。

「お兄ちゃーん」

　千ち早はやが、子犬がしっぽをふるみたいにして手をふっていた。

　その隣に嬉うれし野のさんもいた。ホッケーマスクをかぶっているから遠目でも目立つ。おれの購入したストラトキャスターは嬉野さんに預かってもらっている。

　千ち早はやは七なな瀬せには噛かみついていたが、嬉野さんとはどうなのだろう？　困らせてないといいんだけど。いや、ひとの心配なんてしてる場合じゃないな。

　由ゆ亜あの次だったから、観客もまだ、ざわざわしている中でのスタートだった。

　結果だけをお伝えしよう。

　おれの「およげ！　たいやきくん」は、ひどいものだった。

　点数？　四三点だよ。

　おれ自身、自分の歌に期待なんてしてなかったから点数なんてどうでもいい。なんとかうたいきったので、早くステージからおりたかった。

　そのせいで転んだ。

　いらないところでひと笑いゲットしてしまった。

　無様極まりない。

　人体自然発火しそうな中、おれは慌てて階段をおりる。

「ドンマイ、ドンマイ」

　七瀬が言った。

「ドジっ子属性をこんなところで発揮してしまうとは……。次、七瀬の歌、楽しみにしてるよ」

　そう言うと、七瀬はちょっとだけ不満顔をした。

「どうした？」

「べつに……」

　変なやつだな。

　おれは人ごみをかきわけて、嬉野さんたちのところへ戻る。

「……お疲れさま」

　嬉野さんがねぎらってくれた。

「本日ワーストワン確実の歌だったけどね」

「……そ、そんな。けっこう、よかったよ。うん。海水に浸つかって、ふやけたたいやきの感じがよくでてたと思う！」

「褒められてる気がしない」

「はう」

「ねえ、お兄ちゃん、なにそれ？」

　千早がおれの袖そでをひっぱった。

「え、なにが？」

「おでこのとこ」

　千ち早はやは自分のおでこを人差し指でくにくにする。

「ん、ああ、なんか七なな瀬せがおまじないだって」

　そういえば、確認してなかったけど、なんて書いてあるのだろう。

「おまじない？　漢字で一文字『殺』って書いてあるけど」

「…………。もう、いいよ。次は七瀬だ」

　おれはステージのほうをふり仰いだ。

『さてさて、つづいてもヨコスカ高校軽音楽部からの参戦だ。エントリーナンバー二九番、七瀬甘あまるりさん。どうぞ』

　七瀬がステージ中央に現れる。由ゆ亜あの次がおれだったので若干の落胆が会場に広がっていたが、七瀬の登場で空気が変わった。

　その堂々とした立ち姿だけで、すでに絵になってる。

『曲はアヴリル・ラヴィーンの大ヒット曲「sk8ter boiスケーター・ボーイ」！』

　元気のいいイントロが流れ、

　マイクを握り締めた七瀬は、うたいだす。

　アップテンポの洋楽ロックは、七瀬の独壇場だ。

　メロディとからみあう英語の歌詞。

　ちょっと鼻にかかった甘やかな声。

　あっ、と思った。

　あっ、すげえ、と。

　由亜のときはみんなその完成度の高さに圧倒された。

　七瀬の場合はちょっと違うかもしれない。

　一緒になって飛び跳ねたくなる。

　七瀬はみんなをのせるのがうまいんだ。

　これは才能だ。

　七瀬がすごく楽しそうだから、みんなも巻きこまれて楽しくなる。リズムを刻みながら足踏みしたり、手拍子をしたり、前のほうの女の子たちは両手をあげてジャンプしてたりする。ロックなんて普段は聴かないような年配の人たちも曲にあわせてからだを揺すっていた。

　ステージの七瀬もうたいながら、その場でジャンプする。長い黒髪と猫耳フードが揺れる。チェックのスカートがふわりと翻って、男子どもは「おお」とちょっとどよめく。

　間奏になると「イエイ」と、七瀬は腕をふりあげた。人差し指と小指を立てて、親指、中指、薬指を折りたたんだ「きつね」の顔だけ潰したみたいな指の形、メロイックサインとかいうやつをやっている。闇なるものを見つめるロックな心意気を表すサインなんだとか。

　何人かが真ま似ねして「イエイ」とメロイックサインをかえす。

　温かい雨みたいに歌がふってくる。目に見えないそれに、からだが揺さぶられる。

　ふと、おれは隣の千ち早はやに目をやった。

　千早は「すごい」と呟つぶやいていた。いや、それはうそで、七なな瀬せのよく響く歌声のせいで、千早の呟きなんか、おれには聞こえていなかった。ただ、口が「すごい」という形に動いたのは見えた。

「あいつ、すごいだろ？」

　おれは千早に言ってみたけど、それもやっぱり千早には聞こえなかったみたいだ。

　歌が終わり、会場は割れんばかりの拍手に包まれた。司会進行のお笑い芸人も、アナウンサーもすぐに次の進行に移れないほどだった。

　表示された点数は――。



　　　　　◆◇◆◇◆



　参加者のすべての歌が終わった。

　その後、三位から順位発表がおこなわれた。機械が表示した点数にくわえて、審査員の点数が加味されて順位が決まるのだそうだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　正直な話、おれは七なな瀬せと由ゆ亜あが優勝、準優勝とかっさらっちゃうんじゃないかなと思っていた。でも、二人とも三位内にも入らなかった。

　優勝したのも準優勝したのも、地元の合唱団に所属している人だった。確かにうまくて、点数も九七点、九六点と高得点をだしていた。三位は最年少参加者の小学一年生の女の子で、恥ずかしそうにしてお米券をもらっているのを見て、誰だれもが好感を持った。

　ちなみに、七瀬は九三点だった。会場の盛りあがりは一番だったのだけど、審査員はそのへんを特別に評価したりはしなかったようだ。

「あー、楽しかった」

　七瀬は参加賞のスカレーちゃん（ヨコスカ海軍カレーのキャラクターでカモメの水兵さん）のストラップをもらって満足したらしい。ぐいーっと伸びをした。

「あのっ」

　千ち早はやがそんな七瀬の正面に立つ。

「なに？」

　千早は怒ったような顔をしている。くしゃっとメイド服のスカートを握りしめた。千早は、すぐには口を開かなかった。しばらくそのままじっとしていた。七瀬もそんな千早を少しの間眺めていた。

　やがて、千早は口を開いた。

「あなたの歌、すごいと思いました。うまく言えないけど、なんかオーラみたいなの感じました。不本意だけど……か、感動しました。だから……えっと、つまり……」

　がばっと千早は頭をさげた。結んでいる髪の毛がぴょこんと揺れた。

「生意気言ってごめんなさいでしたっ」

　言って、すぐに顔をあげる。

「あなたなら、お兄ちゃんを任せられるかもしれません。お兄ちゃん、ほんとダメダメの根性なしだし、むっつりスケベだし、外がい反はん母ぼ趾しだけど、悪い人じゃないんです。要領が悪いだけなんです。あと詰めが甘いだけなんです。それと」

「おまえはおれを貶おとしめたいのか」

　千早がしゃべっている途中でやめさす。うしろから千早の口を塞ふさいだ。

「もごもご、もごもご」

「通訳すると、お兄ちゃんはいい人です。これからも仲良くしてあげてください、だ」

「もごもご、もごもご」

「ふむふむ。どうやら千早はもう帰るらしい。おれもここらで帰ることにするよ。今日はサンキュな。家でギターいじってぎゃあああああああああああ」

　がぶっと指を噛かまれた。

「お兄ちゃん、なに勝手に話進めてるの！」

「うるさい、バカ」

「兄が失礼しました」

　千ち早はやはもう一度、今度はみんなにぺこりと頭をさげる。

「これからもきっと皆さんに迷惑かけると思います。でも見捨てないであげてください。腐った根性叩たたき直なおしてあげてください。お願いします」

「できた妹さんじゃない」

　七なな瀬せが言うと、

「よく言われます」

　はきはきした声で千早は答える。

「おまえらな……」

「お兄ちゃん、これからは心を入れ替えて、まっとうな人間になるんだよ？」

「もう、おまえはとっとと家、帰れよ」

　おれはもう一度、千早を捕獲しようと試みるが、千早はするりとおれから逃げた。

「言われなくても、もう帰るもん」

「え、あ、そうなの？」

　明日は日曜だし、もう一日くらい泊まっていくのかと思っていた。

「あたしだってヒマじゃないもん。お兄ちゃんが心配だったから様子見にきたのに、ぜんぜんそんな必要なかったみたいで、バカみたい」

　千早は「いー」と顔を歪ゆがめた。それから由ゆ亜あに「ばいばい」と手をふり、七瀬と嬉うれし野のさんに頭をさげる。

　おれは頭をがしがしとかいた。

「それじゃあ、おれもここで。途中まで千早を送ってくよ」



　ほかの三人とわかれた。のぼりの電車に乗りこみ、千早と並んで吊つり革かわに掴つかまる。千早は小さいから、吊革に掴まるために、腕をぴんと伸ばしていた。

　車内もけっこう混雑していた。背負っているギターが乗客にぶつかりそうで、おれはギターのソフトケースをおなかのほうに抱えるようにした。

「そういや、おまえ、嬉野さんと二人で待ってたとき、変なこととか言わなかっただろうな？」

　嬉野さんはデリケートなのだ。七瀬に言ったみたいに責めたりしてたのなら、あとで謝っておかないと、とおれは思った。

「べつに。なんで、お面かぶってるんですかって訊きいてみたけど」

「いきなり核心に迫ったな」

　嬉野さん、大丈夫だったかな？

「むかし、嫌なことがあったんだって。でも最近は、はずせるように努力してるって」

　おれは千ち早はやを眺める。

「けっこうちゃんと会話できてたんだな」

「素顔も見せてってお願いしたら、見せてくれたよ？」

　おれは単純に驚いた。

「まじで？」

「あの人かわいいね。お兄ちゃんのタイプだったなあ。胸も大きいし」

　千早はしかつめらしい顔をして、腕を組んだ。電車が揺れて、すぐに吊つり革かわに掴つかまり直す。

「ねえ、お兄ちゃんは、あの三人の中の誰だれ狙ねらいなわけ？」

「なに言ってんだ、マセガキめ」

　ぴんと鼻の頭を指ではじいてやる。

「うにゃ……もう」

　千早は鼻のてっぺんを撫なでる。

「お兄ちゃんがどういうつもりか知らないけど、気もないのに女の子にかわいいとか言わないほうがいいよ？」

「おまえ、それ、どういう意味だよ？」

　嬉うれし野のさんのこと言ってるのか？

「お兄ちゃんの鈍感」

「なんだよ」

「嬉野さんは庇ひ護ご欲をそそるし、由ゆ亜あちゃんはツンツンしててからかいたくなるし、七なな瀬せさんはしっかり者って感じだよね。ひっぱっててくれそう。お兄ちゃんにはどの娘があうのかな」

「そういうんじゃないっての」

「お兄ちゃんは彼女ほしくないの？」

「そうは言ってないだろ」

「いつまでも、あたしがお兄ちゃんお兄ちゃん言ってると思ったら大間違いなんだよ」

「なんの話だ？」

「あたしがお兄ちゃんのお世話してあげるのだって、有効期限がついてるんだから」

　千早はメイド服のスカートをちょんちょんと払った。

「優しさは図書カードと同じなんだよ、お兄ちゃん。最初から使える度数が決まっていて優しさの種類によって減り方も違うの。あたしがお兄ちゃんにかまってあげてるのは優しさなんだからね」

　生意気な中学生め。

「それはあと何回分くらい残ってんだ？」

「それは秘密」

　ヨコハマ駅まで辿たどりつき、おれは千ち早はやとわかれた。改札をとおらず、くだり電車に乗り換える。帰りは座ることができた。

　ギターを抱きかかえたままうとうとしていたら、今度は終点駅まで着いてしまった。終点なので、乗り換える必要もない。なんだかなあ。

　おれは妙な夢を見た。はらわたが煮えくりかえりそうになる、例の夢。ずいぶん、久しぶりに見たような気もする。最近、おれはあの夢を見なくなっていたのだ。

　ただ、今日見たのは、いつもとちょっと違っていた。

　おれを囲む、たくさんの目と、笑い声。

　そこに現れる彼女。

「きみがピンチのときは助けにいくよ」

　彼女は言った。



    

  
    
      

２章　「きみは青空の青さを知らない」



「うわ、こりゃダメだわ」

　真ま綾あやが半笑いで言う。

　半笑いって。

「熱、三八度もあるよ」

　頭が朦もう朧ろうとした。顔は熱いのに、寒気がする。鼻水がとまらず、目はしょぼしょぼし、立ちあがると足はふらついた。最悪だ。

「ぶえっくちっ、うう……」

「風邪だよ、風邪。こりゃ、諦あきらめるしかないね」

「平気だし……着替える」

「無理だっつってるだろ」

　真綾がちょんと人差し指でおれをついた。それだけでおれはよろける。

「バカな……」

　そう。バカな、である。

　なにせ、今日から修学旅行なのだから！

　千ち早はやが帰った翌日から、なんかダルいなーとは感じていた。思うに、金曜日の晩に毛布一枚で、床に寝転がって寝たのがいけなかったのだ。しかも「病は気から」とか言って、おれは日曜、月曜と、普通にすごした。おれは風邪なんかひいてない、と自己暗示にかければ大丈夫だと思ったのだ。その結果、風邪が悪化した、という次第である。

「熱さましをくれ。あとは気合いでなんとかする」

「仕方ないなー」

　真ま綾あやはぽりぽりと頬ほおをかき、そんなふうにぼやいた。

　そして、次の瞬間には、おれはもう、気を失っていた。



　目覚めると、午後三時をすぎていた。なにをどうやっても完全に間にあわない時刻だった。もうみんな北海道に到着しているころだろう。

「む、無念」

　おれは自分のふとんに寝かされていた。どうやら真綾に技をかけられ、そのまま寝てしまったらしい。完全にやられた。起きあがろうとするが、力が入らず、からだがぐんにゃりする。

「姉さん？」

　呼びかけるが返事はない。

　もそもそと寝がえりをうって、うつぶせになる。寝て起きたら、らくになってるかもと思ったが、ぜんぜんそんなことはなかった。ぜえ、ぜえ、と喘あえぎ声が口からこぼれる。

　枕まくら元もとになにやらいろいろ置いてあった。二リットルのスポーツ飲料のペットボトルとコップ、それからケータイと書き置き。

　まず、真綾の書き置きを見やる。

『仕事イク　寝テロ』

　電報みたいな文章だ。電報なんて知らんけど。

　のどが渇いていたので、ペットボトルを抱きかかえる。室温で生ぬるいはずなのに、おれのからだがほてっているせいで、ほんのり冷たく感じて気持ちがよかった。が、フタを開けるのに難儀する。力が入らないせいだ。

　なんとかフタをはずし、コップに注そそいで飲んだ。

　ひと心地ついて、ケータイを開けてみた。

　すると、四件もメールが届いていた。

　最新のメールは美み鈴すず菫すみれ子こ会長からだった。

『件名：‥風邪ですって？

　本文：‥甘あまるりから葉は山やまくんが風邪をひいて旅行は欠席だと聞いたのだけれど、調子はどう？　お大事に。美鈴菫子』

　生きてます。ありがとう。そちらこそ足は大丈夫？　気をつけて、と打って返信した。

　次のメールは洋よう平へいだ。

『件名：‥（non title）

　本文：‥なに風邪ひいてんだよ。ウケる。あれだな、日ごろのおこない保存の法則だな』

　無視することにした。

　その前は嬉うれし野のさんからだった。

『件名：‥大丈夫ですか？

　本文：‥風邪で欠席と聞いたけど大丈夫ですか？　安静にして早くよくなってね。メールもきっと辛つらいよね。ごめんなさい。お土産買ってきます。お大事に』

　頭がガンガンするけど、まあ、なんとか無事。お土産期待してる、とメールを送った。

　最初に送ってきていたのは七なな瀬せだった。

『件名：‥なにやってるのよ

　本文：‥体調管理くらいちゃんとしなくちゃダメじゃない。熱とか平気なの？　ちゃんと食べて早く治すように。南な雲ぐもちゃんとお土産は買ってってあげるから、なんか希望があったらメールして。じゃ』

　生きてます。じゃがポックルと白いバウム「TSUMUGIつむぎ」をよろしく、と打ってるうちに鼻水と涙がでてきた。切ねえ。

　鼻をかんで、ふとんから起きあがる。スポーツドリンクがからだにいきわたったのか、なんとか立てるには立てる。

　かなり汗をかいていた。服を着替えよう。たんすのひきだしを開けて、ジャージと下着をとりだす。それから、着ているスウェットを脱ぐ。うまく動けず、てこずった。

「くそ」

　呟つぶやいた声がかれている。われながら情けないことこの上ない。

　と、まさにそのときだった。

　ガチャガチャ、ガチャガチャ、と玄関のほうから、ドアのカギがはずされる音が聞こえてきた。

　真ま綾あやが早めに仕事を切りあげてきてくれたのかもしれない。

　普段はしょうもない姉だが、いざというときには頼りになる。

　ドアの開く音がして、そのまま廊下をとすとすと歩いてくる。しゃわしゃわと、ビニール袋がこすれる音もした。なにか食べ物を買ってきてくれたのだろう。

　それから、おれの部屋のふすまが開けられた。

「葉は山やませんぱ……にゃっ！」

　真綾じゃなかった。

　由ゆ亜あだった。

「ああ、おまえか」

　由ゆ亜あは顔を赤くする。

「早く服着てくださいっ！」

「ん？　ああ……」

　頭がぼんやりしていて忘れていた。おれ、着替えている真っ最中だった。

「力が入らん。手伝って」

「甘えんなです！」

　枕が投げられ、おれはよけることもできず、顔面で受け止めた。そのまま、ぼふんとふとんに倒れた。

「うわああ、葉は山やま先輩！」

　由亜が慌てた様子で駆け寄ってくる。

「ダメだ、もう立てない」

「こんなに弱っているなんて」

「おれの屍しかばねを越えてゆけ」



　由亜は真ま綾あやに頼まれて、放課後おれのところにきてくれたのだそうだ。カギも真綾から預かってきたらしい。今はキッチンに立って、おかゆをつくってくれている。

　おれはジャージに着替え、またふとんの中にもぐっていた。ふすまを開けっぱなしにしているので、制服にエプロンをつけた由亜のうしろ姿が見える。

　ホワイトアスパラみたいな細い脚、右のニーソックスだけぺろんとたれさがっていた。鼻歌なんかうたっていて、ちょんと結んだ髪の毛がひょこひょこと動いている。

「あんま食欲ないんだけど」

「ダメです。ちゃんと食べないと死にますよ？　あと、市販の風邪薬も買ってきました。ごはん食べたら飲んでください」

　寝転がっていると、ブーン、とケータイが鳴った。

　メールを受信している。七なな瀬せからだった。

『件名：‥さっぽろスイーツ

　本文：‥うまうま』

　写真が添付されていた。特大のパフェの写真だった。

「ちっ、満喫しやがって」

　おれの舌打ちが聞こえたらしく、由亜がキッチンからこちらへやってくる。

「メールですか？　誰だれからですか？」

「七瀬から」

　由亜はおれのケータイを覗のぞきこむ。「おお」と感嘆の声をあげた。

「これは食いでがありそうですね」

　じゅるり、と由ゆ亜あは口もとを拭ぬぐった。

「ところで、熱はどうです？」

「わかんね」

「どれどれ」

　由亜は髪をかきあげ、おでこをこつんとおれの額にくっつけた。

「お、おい……」

　由亜と顔が近すぎて、おれは慌てた。でも、からだの自由がきかず、されるがままになった。ドキドキするけど、これは風邪のせいなのか。

「まだ熱ありますね」

　おれの額からはなれ、由亜は言った。キッチンのほうで、ぱこぱこと鍋なべのフタが音を立てる。由亜は立ちあがって、そちらに戻っていった。

　呪じゆ縛ばくからとかれたみたいに、おれはため息をついた。と、それが合図だったみたいに、またケータイが鳴る。

　今度は嬉うれし野のさんからのメールだった。

『件名：‥今、札幌です

　本文：‥具合はどうかな？　こちらは空気もからりとしていて、すごしやすいです。さっぽろテレビ塔にのぼりました。少しでも雰囲気をと思って、写真添付します』



    

  
    
      



    

  
    
      　さっぽろテレビ塔にある、テレビ父さんというゆるいキャラクターのモニュメントの前で記念撮影をしたようだ。

　嬉うれし野のさんはひざ丈のジーンズに、白いもふっとしたパーカーを着ていた。その嬉野さんの肩を水泳部の宮みや村むらさんが抱いている。ホッケーマスクのせいで、嬉野さんの表情は見えない。でも、わざわざこの写真を送ってきたってことは、友達と仲よく観光できてるってことなんじゃないかな、と思った。

　おれはティッシュボックスをひき寄せ、ずず、と鼻をかむ。

「葉は山やま先輩、できましたよ」

　由ゆ亜あはお盆に、おかゆと水、風邪薬をのせて、おれの部屋に入ってきた。おれはからだを起こして、お盆を受けとる。おかゆからは湯気があがっている。由亜はおれのそばにちょこんと座った。

「おかゆは余分につくっときましたから、夕飯もあっためて食べてください」

「ああ、サンキュ」

　おかゆをレンゲでちょっとずつすくって口に運んだ。

「美お味いしいですか？」

「んー、悪い。舌がマヒしてて、正直味わかんない」

「でもまあ、食べられないよりいいです。早く治してください」

　おれは由亜の顔をまじまじと見た。

「おれは今、熱で幻でも見ているのだろうか？」

「どゆことですか？」

「由亜がおれに優しい」

　由亜はちょっとだけ不機嫌そうな顔をしたが、すぐにとりすました表情になる。

「葉山先輩、あ、いえ、アイドルの写真を傾けてスカートの中を覗のぞきこもうとする葉山先輩が早く元気になってもらわないと、いじめがいがないですから」

「そーですか」

　弱々しくおれは返事する。

　由亜は唇をとがらせた。

「葉山先輩の無駄なツッコミも、なければないで寂しいですね」

「そう言ってもらえて嬉うれしいやら、悲しいやら」

　せっかくつくってくれたのに、残念ながら、おれの食欲は回復せず、すべて食べ切ることはできなかった。由亜が買ってきてくれた風邪薬を飲み、冷えピタもおでこにはって、横になる。

「なあ、由亜。おまえ、早く帰ったほうがいいかもしれないぞ？」

「なんでですか、由ゆ亜あが邪魔なんですか？」

「じゃなくてさ、今までぼうっとしてて気づかなかったけど、風邪うつるかもしれないだろ？　おまえまで寝こんだりしたら悪いし」

　由亜はじっとおれの顔を覗のぞきこんだ。大きな目が、ぱち、ぱち、とまばたきをくりかえす。髪の毛を結んでいるリボンが揺れた。こないだ猫に盗まれた黒いリボンをまたしている。

「どうした？」

「いえ、べつに。葉は山やま先輩が眠ったら帰ります。カギはかけて、真ま綾あやお姉ちゃんにかえしておきますし」

「まあ、それならいいけどさ。あと、どうでもいいけど、そのリボン、もうけっこうヨレてるじゃないか。やっぱ新しいのに替えろって」

「お気に入りなんです」

　七なな瀬せのレス子をボロいなんて言ってられないぞ。

「まあ、いいけど」

　おれは目を閉じる。

　しばらくすると、由亜がちっこい手で、おれの頬ほおをつつんだ。甘いヴァニラのような香りがした。

「あーそれ、気持ちいい」

　由亜の手はひやっこかった。それはおれの体温が高いからで、由亜の手が特別冷たかったわけでもないのだろうけど。

「なんか、おまえ、今日はほんと優しいじゃん」

「べつにふつーです」

　由亜はおれが聴いたことのない、英語の歌をうたいはじめた。子守歌がわりだったのかもしれない。しばらくそれを聴いていた。なんとなく静かな湖が思い浮かんだ。風もなく、波もなく。ゆっくりと、ゆっくりと、意識が、し、ず……ん…………で
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　本当のことを言うと、由亜のリボンのこと、覚えてないわけじゃない。

　だって、あのリボン、おれがプレゼントしたものなのだから。

　ただ、ちょっと、うしろめたい思い出ではある。



　あの人は教育実習生だった。

　覚えてるのはそれだけで、今じゃ顔も名前もはっきりとは思いだせない。ちょっと小こ波なみ先生に似ていたかもしれない。

　小学五年生か、六年生のときのことだった。

　おれはクラスメイトと派手にケンカをした。相手を殴りもしたし、相手から殴られもした。きっかけはなんだったかな。それもよく覚えていない。

　あの人がとめてくれた。いっぱい叱しかられた。

　でも、それがきっかけでおれはあの人に好感を持った。

　生意気な小学生に懐なつかれて、あの人も迷惑していたことだろう。

　とはいえ、教育実習の期間なんてそう長いものじゃない。おわかれの日がきた。

　おれはあの人のために、おこづかいで買えるものをプレゼントしようと考えた。

　それで手に入れたのが、そう、あの黒いリボン。あの人は大人のくせに、いつも髪の毛をリボンで束ねていたのだ。

　でも結局のところ、おれは勇気がでなくて、あの人にリボンなんてプレゼントできなかった。ゴミ箱に捨てても、そのまま部屋に置いておいても家族に見つかるかもしれないと考えた当時のおれは、紙の袋に入れたままのリボンをランドセルの底のほうに封印した。いつかタイミングを見て、どこかで処分しようと思った。

　それでおしまいなら、ちょっぴり苦い初恋の思い出にでもなったんだろうけど。



「ねえ、一いつ樹き」

　小学校から帰ると、母がおれに言った。

「由ゆ亜あちゃん、風邪で寝こんでるらしいの。あんた、ちょっとお見舞いにいってきてあげなさいよ」

「えー、なんで、おれが？」

　べつに家が近いわけではなかったし、正直言って、めんどくさいとおれは思った。

「真ま綾あやは部活で忙しいし、千ち早はやを一人でやるのは心配でしょ？　お母さんはお夕飯の用意もしなきゃならないし、あんたヒマじゃない」

「ヒマじゃないよ」

「なにかあるの？」

「宿題、とか」

　テレビとか。まんがとか。

「いいから、ほらいってきなさい」

　母に促され、おれは渋々ながら引き受けることにした。

「これ、お見舞いの品。ちゃんと渡すのよ」

　それで、ふと思いだしたのだ。

　リボンのことを。

　そして、思いついた。リボンの処分方法を。

　そうだ、由ゆ亜あにあげてしまえばいい。

　ナイスアイディアだった。どうせいらないものだ。捨てるよりはあげたほうがいい。憧あこがれの女の人にプレゼントできなかったという理由を知られるより、病気で弱っているいとこへのお見舞いってことにしたほうがずっといい。

　電車に揺られて、おれは鳳ほう仙せん花か家に向かった。



　鳳仙花のおばさんに母から渡された見舞いの品を渡し、おれは由亜の部屋にいった。あんまり長居をすると風邪がうつるかもしれないから、ちょっとだけ、という条件つきで。

　由亜はベッドの中でうんうんとうなっていた。おでこに濡ぬれたタオルをのっけていた。

「大丈夫か？」

　小さく声をかけたら、

「……ぁ、一いつ樹き、お兄ちゃん」

　由亜は咳せきまじりの声で答えた。

「きて、くれたの？」

　由亜の部屋はおれの部屋よりも大きくて、ぬいぐるみや人形なんかが飾られていた。加湿器が作動していて、外よりちょっと湿度が高かった。

「まあな。どうだよ、調子は？」

　おれはベッドのそばまで寄って、由亜の顔を覗のぞきこんでみた。

　由亜の大きな瞳ひとみは熱のせいか潤んでいた。ほっぺたはほんのり桃色で、小さな唇から、ぜえぜえ、と荒い息がこぼれていた。

「あ、あんまり、見ないで」

　由亜はかけぶとんをひっぱって、顔を半分隠した。その拍子に、おでこにのっけてたタオルが落ちたので、おれはそれを拾って、おでこにのせ直した。

　由亜のおでこは熱かった。

「弱ってんなー」

「うん、ぼんやりする。来週のピアノ発表会までに治さなきゃ。練習、できないし」

「ふーん」

「一樹お兄ちゃんも見にくる？」

「ああ、いくいく。家族でいくことになってる」

　由亜は、ぱちぱち、ぱちぱち、とまばたきをした。

「由亜、がんばるね」

「その前に治せよ」

「うん」

　由ゆ亜あは弱々しく頷うなずいた。

　と、そこで、おれはリボンのことを思いだした。カバンの中にしまっていたのをとりだして、由亜の顔の前に持っていった。

「ほれ、これ」

「なあに？」

「おまえにやるよ」

「リボン？」

　呟つぶやき、由亜はこほこほと咳せきをした。

「由亜に？」

「そ」

　由亜の髪の毛をちょんとつまんで、おれはリボンで結んでやった。

「これ、つけてれば元気になるぞ、うん」

　おれはまったくもって、てきとうなことを言った。

　そこに鳳ほう仙せん花かのおばさんがやってきた。おばさんは「そろそろ帰ったほうがいいわ」とおれを促した。部屋をでるとき、由亜がおれを呼んだ。

「一いつ樹きお兄ちゃん、ありがと。由亜、これ、大切にするね」

「おう、早く元気になれよ」



　以来、由亜はおれと会うときはいつもあのリボンで髪を結ぶようになった。ピアノの発表会でもそうだった。あれをすると緊張せずに演奏ができるのだそうだ。

　鳳仙花のおばさんはおれに「あの子、すごく喜んじゃって」と言い、母は「あんたもなかなか気のきいたことするじゃない」と感心し、真ま綾あやは「色気づきやがって」とおれをなじった。

　最初はなんとも思ってなかった。

　でも、由亜のピアノ発表会のあとで、ファミレスで食事したときに、おれはあることに気づかされた。

「由亜は一樹くんからもらったリボンが、すっかりお気に入りだな」

　鳳仙花のおじさんが言った。

　由亜はこくんと大きく頷いた。

「うん。だって、一樹お兄ちゃんが由亜のために買ってくれたんだもん」

　どうってことのないそのひと言に、胸が潰れるように痛んだ。だって、それ、由亜のために買ったものじゃなかったんだ。そのリボンを選ぶとき、おれの頭の中にあったのは、由亜の姿じゃなかったんだ。リボンをつけて笑っていたのは、本当は由亜じゃないはずだったんだ。おれはただ、リボンをうやむやのうちに処分しようとしただけで……。

「ね？　ね？」

　と、満面の笑みを浮かべる由ゆ亜あに、おれはもうなにも言えなくなってしまった。真ま綾あやはそれを照れているとでも勘違いしたらしくて、「ちっ、色気づきやがって」と毒づいていたけど。

　わざわざ真相を話して、由亜を傷つける必要もないだろうと思って、この話はしていない。いや、本当はただ、話すことで由亜に嫌われるんじゃないかと、おれはびびってるだけなのかもしれない。

　ひよ子といい、リボンといい、おれは由亜にうしろめたいことばっかりだ。

　ああ、そうだ。

　風邪が治ったら、由亜にお礼を言うため、新しいリボンを買おう。今度は、ちゃんと由亜のことを思い浮かべて、由亜のために買おう。似合うやつを。



　目が覚めると、由亜はもういなかった。かわりに真綾が帰ってきていた。

「お、目が覚めたか。ほれ、もっぺん熱はかってみ」

「ん」

　体温計で熱をはかってみると、朝よりはさがっていた。まだ、頭は朦もう朧ろうとしたし、からだの節々も痛かったけど。

　由亜がつくってくれたおかゆをまたちょっと食べる。おなかの中があったまって、おれはほっと息をついた。
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　月曜日。

　おれは遅めに登校した。

　わざとである。

　三泊四日の修学旅行から帰還したみんなには共通の思い出がある。しかし、おれにはない。なんにもない。風邪は木曜日くらいにはほとんど治っていたのだけど、だからって途中参加できるでもないし、雨もふってたし、おれは家でおとなしく、弾ひけもしないギターを触ったり、真綾の本棚から伊い藤とう計けい劃かくの『虐殺器官』を借りて読んだりしてすごした。

　そんなわけだから、いそいそと学校へいったところで、今、最もホットな話題についていくことができないのだ。

　だったら、疎外感を少しでも和らげるために、遅く登校するにかぎる。

　案の定、二年生の階はなんとなく浮ついていた。

　実に不愉快である、という顔でおれは廊下を進む。

　すると、

「あら、葉は山やまくん、おはよう」

　われらが《氷の女王》こと、美み鈴すず菫すみれ子こ会長に声をかけられた。廊下の向こうから歩いてくるところだ。すっかり夏のよそおいである。半はん袖そでの上に紺色のベストを着ていた。旅行中はどうだったのか知らないけど、もう松葉づえはついていなかった。おれの前で立ちどまり、切れ長の瞳ひとみでおれを見あげる。

「ああ、美鈴さん。おはよ」

「具合はもういいの？」

「まあ、なんとか」

「残念だったわね」

「べつに、ぽっかり休みができたおかげでゆっくりできた」

　そう答えると、美鈴会長はほんのちょっぴり頬ほおを緩めた。いや、美鈴会長はあんまり笑ったりしないし、口調もフラットだから、それはおれの勘違いかもしれない。

「ちょうどいいわ。はい、これ」

　不意に、美鈴さんがなにかをさしだした。ふわりと甘い花の香りがする。

「男の子だから、食べ物のほうがよかったのかもしれないけれど、きっと甘あまるりたちが買ってくるでしょうし、これは、わたしからのお土産」

「え、いいの？」

　ラベンダーのポプリだ。香り袋とか、サシェとか呼ばれる小さな布の袋に入っていた。

「部屋に置いてもいいし、たんすの中に入れてもいいし。香りがいいだけじゃなくて、気持ちを落ちつける効果もあるから、勉強もはかどるわ」

　美鈴会長の手からポプリを受けとる。すごくいい香りがした。

「ありがとう」

「どういたしまして」

　それから、美鈴会長はおれが背負っているものに目を向けた。

「それ、葉山くんのギター？」

「ああ、うん。一応」

　自分のギターを持って登校というのも今日がはじめてだ。なんとなく誇らしくもあるから不思議だ。はじめて戦場にでる兵士はこんな感じなのだろうか。いや、それとはやっぱり違うか。

「本格的に練習はじめるのね」

「みたい」

「文化祭でライブをやるのでしょう？　楽しみにしてるわ」

「期待を裏切らないようがんばります」

　美み鈴すず会長からもらったラベンダーのポプリはすごくいい香りがした。強すぎることもなく、心が安らぐ感じだ。せっかくなのでギターのソフトケースの中に入れることにした。



　美鈴会長とわかれ、教室に入ると、洋よう平へいがおれのとこにやってきた。

「よお一いつ樹き、体調はどうだ？」

「うるさい、黙れ、死ね」

　せっかくラベンダーで柔らかくなった心が一瞬で荒すさんだ。

　しかし、おれの罵ば倒とうを洋平はさらりとかわす。

「いやあ、やっぱこっちはじめっとしてるな。北海道は空気がさらりとしてたよ」

「ホッカイドー？　ああ、あれな、イトーヨーカドーの系列な」

「なに、バカ言ってるのよ」

　そこへ、七なな瀬せが顔を覗のぞかせた。珍しくパーカーを着ていない。さすがに暑いのかもしれない。

「もう風邪はいいの？」

「おかげさんで」

「うん、まあ、あたしのおかげよね。そんな気がしていたわ」

「定型文のやりとりだろうが」

　おれが病床に伏せってる間、七瀬は遊んでただけじゃないか。

「ちゃんとギター持ってきたのね。感心感心……ん？」

　七瀬は、すんすん、と鼻を鳴らす。

「なんだよ？」

「花の香りがする」

「ん？　ああ、ついさっき、美鈴会長からお土産もらったんだ。ラベンダーのポプリ」

　七瀬は唇をむにゃっと曲げた。

「ん、どした？」

「べつに」

　その割に顔は不機嫌そうだ。

「あたしだって、頼まれたものとはべつにちゃんとお土産買ってきてあげたわよ。はい、これ」

　七瀬は謎なぞの物体をおれにさしだした。

「なにこれ？」と、おれ。

「どれどれ……ん？」

　おれだけじゃなくて、洋平も七瀬の手にあるものに首を傾かしげる。

「Astronomical Toilet Paper」

　七なな瀬せは言った。

「あすと……なんだって？」

「アストロノミカル・トイレットペーパー」

　確かにそれは、いわゆるトイレットペーパーであった。

　なぜに？

「北海道大学の総合博物館で買ったの。開けると、紙に図説が印刷されていて、天文学が勉強できるという優れものよ」

　なぜに？

「どう、嬉うれしい？」

　七瀬は目をきらきらさせながらおれに訊たずねてくる。

　実に感想に困る代物だ。

「とりあえず、おれの表情から読みとれ」

　とだけ言っておく。

　すると七瀬はまた唇を曲げた。

「なによ、ネタに決まってるでしょ。つまんないリアクションね。もっと、おもしろいこと言いなさいよ」

「相変わらずの理不尽っぷりだな」

　ネタだったとは。油断がならない。

「はい、こっちが本物のお土産」

　つづいて渡されたのは、ガチャガチャのカプセルだった。おれの手の上でころんと転がる。

「なんだよ、これ？」

「さっぽろテレビ塔の展望台にあるテレビ父さん神社のおみくじよ。札幌観光のアドバイスが書いてあるんだって。まだ未開封だから」

　洋よう平へいはげらげらと笑っている。

「どう、嬉しい？」

「次に札幌にいくときの参考にでもするよ」

　不機嫌な声でかえすと、またも七瀬は不満顔をした。

「まだ本調子じゃないみたいね。これもフリよ。ギャグはかぶせていくのが基本でしょ？　わかってないわね。次のがほんとのお土産に決まってるじゃない」

「なんだそうだったのか、七瀬のセンスを疑って悪かった」

「そうよ、すべてきみが悪いのよ。地球温暖化とか増税とか」

　そこまではおれ一人のせいじゃないと思うけど。

「はい、これ」

　さしだされたのは、「熊くま出没注意」と書かれた黄色いＴシャツであった。牙をむきだしにして吠ほえる熊の顔が妙にリアルだ。

「おお、七なな瀬せ、ナイスだ！　これ、カッチョいい！　こういうのを待っていた！」

　おれがそう告げると、七瀬は今日一番の不満顔を見せた。

「この、ネタ潰しめ！」

「え、あれ？」
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　ぬるーっと、昼休みになった。なんとなーくダレた雰囲気の漂う教室をあとにして、七瀬とおれは軽音楽部の部室、第二視聴覚室へと向かっていた。

　二年生ってのは、ちょうど中だるみの時期だとよく言われる。新入生のような緊張もなく、三年生のように受験や就職の準備もない。六月も後半に入れば、じめっとした日が多くなるし、くわえて先日の修学旅行は爽さわやかな北海道だったわけだ。そりゃ、こっちに戻ってきたらダレるだろう。

　ところが、そこは七瀬甘あまるりである。おれの隣を月面でも進むみたいに軽やかに歩いている。そのテンションについていけてないおれは、自然と歩みが遅くなる。

「もう、しゃきっとしなさいよ。なに妖よう怪かい人間みたいな顔してんのよ」

「そんなに顔色悪いか、おれ？」

「というか、とけちゃってる」

「熔よう解かい人間か」

　知ってるのか、七瀬？　そういうタイトルのホラー映画、実在するんだぜ？

「この先は、修学旅行の浮かれ気分を捨てて、文化祭に焦点を絞っていくんだからね」

「修学旅行の浮かれ気分なんて、おれにはないんだ、残念ながらな」

　家で寝てたからな。

　うなされてただけだからな。

「まずはギターの練習ね。課題曲を決めましょう。音痴も直さないと。忙しくなるわ。ねえ、一いつ樹きはどんな曲が好き？」

　急に下名前で呼ばれ、おれはちょっとどぎまぎする。こいつ、わりとちょくちょく、「一樹」とおれを呼ぶ。おれのほうはいまだに「甘るり」と呼べてないのに。

「えーと……」

「なによ、あたしが焼いてあげたＣＤ、ちゃんと聴いてないの？」

「聴いた聴いた。あと、嬉うれし野のさんからピロウズのＣＤ、借りたりもした」

「ピロウズか、南な雲ぐもちゃん好きだもんね。よいチョイスだわ」

「たださ、どれもこれも、おれにはギターできそうもないし、そもそも、うたえそうもないんだけど」

　グリーン・デイだって相当難しかった。

　ああいうのは、初心者がいきなり手をだしていいものじゃない。

「きみはジミー・ペイジにでもなりたいの？」

「誰だれ、それ？」

「レッド・ツェッペリンってバンドのギタリスト。超絶うまい」

　確か七なな瀬せからもらったＣＤにもそのバンドの曲が何曲か入っていた。気がする。ボーカルの声が高くて、これはぜったいうたえないなと思った記憶がある。ギターもうわんうわんとうねっていて、カッコいいのかもしれないけど、おれにはやっぱり無理そうだ。

「なんの話だよ？」

「誰もきみに期待なんかしてないってこと。きみはジミー・ペイジじゃない」

　七瀬はおれを指さした。

「ある意味期待されてる感じだな」

　マイナスの意味で。

「べつに歌がうまければいいってわけじゃないし、演奏がうまいからって心に響くわけじゃないのよ。３スリーコード弾ひければロックができるってのがパンクだし。前も言ったけど、音程どおりにうたえることが正しいわけじゃない」

「あのさ、文化祭のライブってのは、おれもでなきゃいけないのか？」

　ふと思って、おれは言った。

「なによ、急に」

「思うんだけどさ、おれ抜きで、三人ででたほうがいいんじゃないか？」

　七瀬がギターを弾きながらうたう。由ゆ亜あはベースで、嬉うれし野のさんがドラムだ。

「そんなのダメよ。みんなででるんだから」

　おれは頭をがしがしとかいた。

「おまえがロック好きなのはわかってる。でも、人前でやる目的ってなんだ？」

　恥ずかしいじゃないか。

　町でギター弾いてうたっている人をたまに見かける。ああいう人は、プロデビューを目指していたりするんだろうか？　誰かに聴いてもらう意味ってなんだ？　なにか伝えたいことでもあるんだろうか？　だとしたら、おれは人前に立つ資格はない。おれには歌や演奏で伝えたいことなんてないのだから。

　が、

「だって、そんなのめちゃくちゃ楽しいでしょ？」

　七瀬は言った。

　言い切った。

　おれから目をそらしもしない。

「部屋で一人でギター弾ひくより、誰だれもいない原っぱでうたうより、誰だれかと一緒に演奏したいし、誰かの前でやりたいじゃない。音楽ってそういうものでしょ」

「でも、誰かの前でやるとジャッジを受けることにもなるぞ？」

　反論してみる。

「それは楽しいばかりじゃないだろ」

「それはそのとおり。ジャッジを受けて傷つきたくないって人も多いわよ。その気持ちもわからなくはない。でも、そんなのやっぱつまんないじゃん」

「勝負してるってわけか？」

「勝負？　うーん、ちょっと違うかな」

　七なな瀬せは腕組みをして首を傾かしげる。長い黒髪がさらりと肩から流れた。

「挑戦とか？」

「挑戦かあ」

　おれはこないだのカラオケ大会のことを思いだした。七瀬は本当に楽しそうだったし、七瀬を見てる観客も楽しそうだった。

　でも、それは、やはり七瀬がうまいからで、おれのときは、おれも観客も楽しくはなかった。

　だとしても、うまさだけでもないだろう。それだけなら、七瀬より合唱団に所属していた人たちのほうが会場は盛りあがったはずだ。

　七瀬がかわいいから？

　それもゼロではないはずで。しかし、それだけで片づけるのはどうしたって無理で。

　じゃあ、なんなんだ、と考えると、よくわからなくなる。

　組んでいた腕をほどき、七瀬はぽんと手を叩たたいた。

「たとえば、きみが吸血鬼だったとする」

「いきなり話が飛んだな」

「きみは純血のヴァンパイア。生まれてから一度も太陽を見たことがない」

　まあ、七瀬の突拍子もない話はいつものことだし、嫌いじゃない。

「それで？」

　おれは七瀬を促す。

「きみは青空の青さを知らない。失恋した日に見た夕焼けを知らないし、徹夜明けで見た目にしみる朝日も知らない。雨上がりの虹にじとも永遠に出会うことはない。だから、あたしはうたうの。きみに空の青さを教えるように、失恋した日の夕日を教えるように、目にしみる朝日や、雨上がりの虹を伝えるように」

　つまり、そんな感じ、と七なな瀬せは言った。

「あたしが楽しいと感じたことを、キレイだなって思ったことを、悲しいなって涙したことを歌に託して、誰だれかと共有したいのかも。うん」

「今の、なんだか歌みたいだったぞ」

　おれがそう指摘すると、七瀬はちょっと顔を赤くした。恥ずかしさを取り繕うように笑い、でもさ、と七瀬はつづけた。

「きみが期待を裏切ってくれるって、期待してるから」



　　　　　◆◇◆◇◆



　ギターの楽譜には通常の五線譜（五本の線が横にひかれててオタマジャクシがのってるあれ）の下に、ＴＡＢタブ譜という六線譜が書いてある。

　なんで六本なのかと言うと、それはギターの弦が六本だからだ。そうだ。

　タブ譜の上から順番に一、二、三弦と並び、一番下が六弦となる。で、五線譜ならオタマジャクシが書いてある部分に、数字が書いてある。たとえば三弦の線のところに「７」とか数字があると、これは三弦の七フレットを押さえろ、という意味らしい。楽譜の読めないおれには助かる。



    

  
    
      



    

  
    
      　ちなみに、フレットっていうのは音程を決める金属のバーのことで、実際に音をだすときは、フレットとフレットの間を押さえる。

「細かい記号はおいおい覚えていけばいいわ。曲を聴いて、押さえるところを知れば、自然と指が覚えていくから」

　あとはひたすらコードの練習、練習、練習である。左手の指がじんじん痺しびれた。

　部活の前半はギター。

　後半は歌の練習をさせられる。滑舌をよくする方法とか、はっきり発音する訓練とか。

　七なな瀬せ、由ゆ亜あ、嬉うれし野のさん、三人がかりでおれを指導する。七瀬がキーボードを弾ひきながら指示をだし、由亜がおれにダメだしをして、嬉野さんがちょっと褒めてくれるという役割分担までできていた。

　過酷であった。



「……一日ですぐにうまくなるものじゃないから」

　おれの隣を歩く嬉野さんが、げっそりしているおれをいたわってくれた。

　いつもの帰り道。日が傾いて濃紺に染まった空、さわさわと枝葉を揺らす風。けっこう遅くまで練習していたんだなと実感する。

「とてもじゃないけど、文化祭までに、人前で演奏できるレベルに到達するとは思えないよ」

　おれは、よくこのレベルでグリーン・デイの「マイノリティ」なんてやろうと思ったものだ。思いかえすだけで切腹したくなる。おれは、大きくため息をついた。

「嬉野さんは、ドラムはじめたの、高校からだよね？」

「……うん」

「最初はどんなだった？　ほかの楽器やろうとは思わなかった？」

「……最初は、わたしも、ダメダメだったよ？」

「そうなんだ」

「……わたしが軽音楽部入ったときは、まだ部員もそれなりにいたときで、軽音楽部って言ったら、花形はやっぱりギターだから、ドラムって人気ないんだよね。それで足りなかったから、わたし、ドラムやってみたの」

　嬉野さんは七瀬に誘われて、軽音楽部に入った。おれと同様に初心者だ。

「……はじめたばかりのころは、手と足とがうまく動かなかったかな」

　ドラムは手でスティックを握って叩たたくだけではなくて、足でもペダルを踏んでバスドラムというやつを鳴らす。

「……ちょっと気を抜くと、足がとまっちゃうし、足に集中すると、手が乱れちゃう」

「なるほど。ギターと歌を同時にやるのが難しいのに似てるね」

「……でも、慣れるよ。はじめからできないって思わないほうがいいよ」

「でもさ、嬉うれし野のさんもそうだし、七なな瀬せも由ゆ亜あも演奏と歌、ちゃんと両方できるじゃないか。そばでうまい人がいると、おれのへたさが際立って感じられるし、正直、三人の足をひっぱってるとしか思えないんだ」

　外灯がおれたちの進む先を照らしている。光がうしろに遠ざかると、嬉野さんとおれの影は前に長く伸び、次の外灯に近づくと、うしろへ消えていく。

「……それって大事だよ。葉は山やまくんはちゃんと基本の形を聴きとることができるんだよ。まだ、それを表現する能力が追いついてないだけで」

　そんなものなのかな。

「あー、『マトリックス』で、トリニティが瞬時にヘリの運転ができるようになったみたいになりたい」

　嬉野さんが苦笑する。ホッケーマスクをかぶってるから、もちろん、表情は見えないけど、そうとわかった。

「……それ、たぶん、おもしろくないよ」

「そうかな？」

　一瞬でなにもかもパーフェクトにできたら、便利だろうなと思うけど。

「……そうだよ。それに、葉山くんが『スケット・ダンス』みたいにカッコよく演奏してるところとか、想像できないし」

「言うじゃないか」

　あはは、と嬉野さんは笑った。でも、すぐに笑い声をひっこめる。そして、急にその場で立ちどまった。

「……あの、あのね、葉山くん」

「ん、なに？」

「……あのね。えっと、えっと……実は、葉山くんに、その、もういっこ、お土産買ってきてて」

「え、そうなの？」

　すでに、おれは最初にお願いしていたお土産のほかにも、いろいろもらっていたのだけれど。

「……うん」

　カバンの中から小さな紙の袋をだして、おれにくれる。

「なんだろ、開けていい？」

　嬉野さんはもじもじしながら、こくんと頷うなずいた。

　中からでてきたのは、小さなストラップだった。青を基調にしたガラスの玉がついている。

「……これ、あの、とんぼ玉って言ってね、小樽でつくったの」

「嬉うれし野のさんの手づくりなんだ？　ありがとう」

　おれは早速、ケータイのストラップにした。

　とんぼ玉というのは、色つきのガラス棒をバーナーで温めてとかし、芯しんとなるべつの棒にからませて玉にしたものらしい。二色のガラス棒をつかって、マーブル模様にするのだそうだ。おれのは青と白だった。空の色だ。

「大事にするよ」

「……う、うん」

　お互い照れる。そのせいで、しばらく無言になった。

　そのまま駅につづく道をちょっと歩いて、ふと思った。

「嬉野さんは、どんな気持ちで演奏するの？」

「……演奏するときの気持ち？」

「嬉野さんは、演奏するときなら人前にでても平気なんでしょ？　ひとに見られても、演奏中ならそんなに気にならない。普段となにが違うのかなって、ちょっと思って」

　嬉野さんとおれは、とことこと歩きつづける。竿さお竹だけ屋の車がゆっくりと横をとおりすぎる。

「……わたしは」



    

  
    
      



    

  
    
      　ちょっと間を置いてから、嬉うれし野のさんは答えた。

「わたしは、ダイエットのことなんか忘れて、ケーキバイキングに挑むような気持ちでドラム叩たたくよ。セーブしちゃったら、つまらないでしょ」

　至言である。



　　　　　◆◇◆◇◆



　さて、その翌日のこと。

　事件は起こった。いや、事件はすでに起こっていた。

「なあ、おい、一いつ樹き」

　朝のあいさつもそこそこに、洋よう平へいが言った。

「なんだよ？」

「おまえ、知ってるか？」

「なにを？」

「七なな瀬せさんのことだよ」

「七瀬がどうした？」

　洋平がスマホをポケットからとりだして、いじりだす。

「なんだよ、自慢か？　おれはスマホユーザーですというアピールか？」

「そんなんじゃねえって、ほれ、見てみろよ」

　洋平は動画サイトを開いて、おれにさしだす。

　おれは、これ床に叩きつけたら壊れるかなと思いながら洋平からスマホを受けとった。

　動画を再生させる。

　見覚えのある光景。

　聞き覚えのある歌。

「あっ」

　そこに映っているのは七瀬であった。七瀬がマイクを持ってうたっている。

　そう、これは先日の「第二回ヨコスカのど自慢大会」の映像だ。

「へえ、こんなのアップされてるのか」

　でも、主催者はローカルテレビ局だし、サイトのアカウントもそこのものだ。違法ではないと思う。参加するときも、番組内で放送してもよいと同意書にサインした。七瀬は優勝こそ逃したけれど、会場は大盛りあがりだったし、この場面を流すというのは当然だろうと思った。七瀬だって、注目されるのは嫌いじゃないだろう。おれの映像だったら最悪だけど。

「いやあ、七瀬、すごいな」

「すごいのはそんなとこじゃないって。再生回数見てみろよ」

「ん？」

　洋よう平へいに言われたとおり、おれは動画の再生回数を数えてみる。

「いち、じゅう、ひゃく、せん……まん……じゅうまん……」

　たった一週間前のできごとだ。

　たった一週間で七なな瀬せがうたっているその動画は、軽く二〇万回以上も再生されていた。

「しかもだ」

　と、洋平は言う。

「コメント見てみろよ」

　動画の下のほうにはユーザーのコメントがあげられている。日本人のコメントが多いけど、英語圏の人のコメントもちらほらとまじっていた。

　ほとんどが、七瀬の歌のうまさや、容姿を称賛するコメントだ。

　その中に一つ、気になるコメントがあった。



『噂うわさだけど、大手音楽事務所のサンライズ・レコードがスカウトしてるらしいぞ』



　まじで？



    

  
    
      

３章　「もしも、タイムマシンがあったら、おれは」



　確認しようにも、七瀬はいつまで経たっても登校してこなかった。

　ホームルームが終わっても、授業がはじまっても。

　七瀬の席はぽつんととり残されたまま。

　試しに電話もしてみたけど、留守電につながるだけで、七瀬は電話にでなかった。

　七瀬が学校に現れない。

　それがまた噂に拍車をかけることとなった。

　この事件は二年六組内におさまらず、学校中に広まっているらしかった。噂の美少女を一目見ようと、ほかの学年の生徒も二年六組にやってくる。そもそも、ネットのニュースではちょこちょこ話題になっていたらしい。

「あのうたってる美少女は誰だれだ？」という具合に。

　おれはぜんぜん知らなかった。

　昼休みになると、由ゆ亜あと嬉うれし野のさんがおれのところまでやってきた。軽音楽部で集まっているとどうしても目立ってしまうので、すぐに第二視聴覚室に移動する。

「甘あまるり先輩、どうなってるんですか？」

　どこか険しい顔をして由ゆ亜あは言った。

「わからん。電話してもでないし」

「……わたしも、電話したけど、通じなかった」

「っていうか、なんで由亜じゃなくて、甘あまるり先輩なんですかっ」

　由亜はその場で地団駄を踏んだ。

「いや、知らんけど。ただ、七なな瀬せがほんとにデビューするとかになったら、それはすごいよな」

「……そうだよね。甘るりちゃん、かわいいし、歌もギターもうまいし、ほんとにプロになったらすごいよね」

　そこで、嬉うれし野のさんは、とあるカナダのアイドルの名前をあげた。その人は、動画サイトで人気がでてプロになったミュージシャンらしい。七瀬もそういうことになるかもしれない。

「由亜のほうがかわいいのにっ。歌もギターも負けてないのにっ」

　七瀬は音楽が大好きだ。実力もある。

　今回、そこにチャンスがくわわった。七瀬が将来、ミュージシャンとして活動したいという夢を持っているのだとしたら、これはまたとない機会だ。

　この大事件にくらべたら、軽音楽部の文化祭ライブなんて小さなイベントでしかないな、ということに急に気がついた。

　昼休みは、そんなことばかり話していたので、結局、ギターの練習も、歌の練習もできないまま終わってしまった。

　それは授業がはじまってからも同じで、油断するとすぐに七瀬のことを考えてしまった。おかげで、しばしば黒板の文字をノートに写しそびれた。

　七瀬がデビュー。そんなことになったら、今までみたいに気軽に話せなくなったりするのだろうか。忙しくなれば学校とかもこれなくなって遠い人になってしまうのだろうか。

　いやいや、ちょっと待て。

　たった一日学校にこなかっただけじゃないか。

　よく考えれば、まわりが騒いでるだけで、七瀬の口から具体的な話を聞いたわけじゃない。あのネットのコメントだって疑わしいものだ。

　おれらが騒いでどうする。

　本当は、こんなのなにかの勘違いとか、単なるデタラメなんじゃないか？

　七瀬が学校にこなかったのだって、おれが修学旅行にいけなかったのと同じで、風邪かもしれないじゃないか。偶然、こんなふうに騒ぎになってるときに重なったってだけで。

　動画の再生数がすごいのは事実だ。そういうのがきっかけで人気アイドルになった人もいるんだろう。でも、やっぱり、みんながみんなじゃない。今だけ盛りあがっても、それはそれだけなんじゃないだろうか。

　噂うわさにふりまわされて、結果、おれが練習の手を抜いてたみたいなことを七なな瀬せに知られたら、きっと怒られるに違いない。

　昼休みはぜんぜん練習できなかったから、放課後はちゃんとやろう。せっかくギター買ったんだし。と思って、第二視聴覚室に向かった。六月の空気はたっぷりと水分を含んでいて、肌に貼はりついてくる感じがする。

　第二視聴覚室のドアを開けると、嬉うれし野のさんが先にきていた。

　よくわからないけど、嬉野さんは机の上にチロルチョコでピラミッドをつくっていた。が、おれが部屋に入った瞬間に、ピラミッドを崩した。ばらばらとチロルチョコが床に転がり落ちる。

「なにしてんの、嬉野さん？」

　嬉野さんはしゅっと立ちあがり、ずんずんと歩いてくる。よく見るとなんかおかしい。いや、嬉野さんはいつもちょっとおかしいにはおかしいんだけど、それとは違くて、なんか変だ。っていうか、服装も髪型も嬉野さんじゃない。顔にかぶってるのも見慣れたホッケーマスクじゃなくて、おもちゃのちゃっちいやつだった。

　嬉野さん（偽）は、おれの前に立ち、

「よかった」

　と言った。声の調子も、嬉野さん（真しん）とは違った。

　この声は――。

「……おまえ、ひょっとして七瀬か？」

　嬉野さん（偽）は、安っぽいお面をはずした。やっぱり七瀬だった。

「なにしてるの？」

　おれは訊たずねる。

「隠れてた」

「なぜにマスク？」

「校内でこの格好してると、南な雲ぐもちゃんだと勘違いしてくれるから。これで、南雲ちゃんの犯行時刻にアリバイをつくることも可能だわ」

「嬉野さんを犯罪者にするなっての。てか、なんで隠れてたんだよ？」

　訊ねると、七瀬はへなっと眉まゆをたれさげた。

「きみ、例の話聞いてる？」

「例の話って、つまり、例の話だろ？　聞いてるもなにも校内で今一番旬しゆんな話題だよ。あれって、ほんとなのか？　おまえ、サンライズ・レコードにスカウトされてるってまじなわけ？」

　しばし間を開けてから、うん、と七瀬は頷うなずいた。

「おまえ、ほんとすごいなっ！」

　思わず、七なな瀬せの手をとっていた。七瀬の手はすべすべで、おれよりも小さい。

「おめでとう！」

　でも、七瀬は浮かない顔をしている。

「あ、悪い。つい」

　おれは慌てて七瀬の手をはなした。

　それでもまだ、七瀬の表情は晴れなかった。

「なんだよ、嬉うれしくないのか？」

「なんかよくわからなくて。実感ないの」

　細い声で七瀬は言う。

「話をしてきたんじゃないのか？」

「一度、会って話をしたいって電話で言われたけど。詳しいことはちゃんと会って話したいって。頭こんがらがっちゃって、授業でる気がしなかったの」

「そういうものなのか」

「そうよ。だから、べつになにかが決まってるわけでもない」

「でも、これから中身のある話をするってことだよな。すげえじゃん！」

　七瀬は、おれのにょろにょろうなぎのぼりのテンションに反比例して、依然として低空飛行をつづけている。

「って、おまえ、のり気じゃないのか？　なぜに？」

　七瀬はうーんと言って、チロルチョコを拾いあげた。銀紙をむいて、中のチョコを食べる。もこもこ、と頬ほおが動いていた。甘いチョコの香りがする。

「たとえば、あたしが自作の曲を録音して、それをレコード会社に送って返事があった」

「ん？　……うん」

　頷うなずいてはみたけど、なんの話だ？

「たとえば、あたしがオーディション会場で審査員たちに絶賛されて、ぜひうちでデビューしてほしいと言われた」

　七瀬はたとえを列挙していく。

「たとえば、《キャラメルアンデッド》は、ヨコスカでは人気のあるインディーズバンドだった。ライブハウスで観客を呼べるような。噂うわさを聞いてやってきた偉い人が、あたしたちの音楽に惚ほれこんだからデビュー」

「そのたとえ話はどこに着地するんだ？」

「今回の話って、あたしが積極的に動いた結果じゃないのよね」

「棚からぼたもちだと？」

「そ。だから、あたしとしては、寝耳に水みず樹き奈な々なというか」

「まったく動揺が感じられん発言だけどな、それ」

「あたしは、なんて言うか、道を歩いてたら、きび団子をあげるから一緒に鬼退治にいきませんかって勧誘された気分なわけ」

「かなりの悪徳勧誘だ。ついてったらやばい。舞まい子こさんはなんて言ってるんだ？」

「大いに悩め、若者よ、って」

「器がでかいな」

「お父さんなら賛成してくれたかな。若いころはミュージシャン目指してたし。ううん、逆に反対したかも。どっちかな」

　七なな瀬せの亡くなった父親をおれは知らない。一度写真で見たことがあるだけだ。あの人は七瀬の背中を押すのか、それともひきとめるのか。

「で、おまえは降ってわいた話に戸惑い、大いに悩んでいるわけか」

「そういうこと」

　七瀬はおれから目をそらす。また、チロルチョコを食べた。もこもこ、もこもこ、と頬ほおが動く。

「きみならどうする？」

「おれなら？」

「参考までに」

「おれなら舞いあがっちゃうけどな。よっしゃ、ラッキー。おれの時代がきたな！　って」

「単純」

　七瀬は「訊きいたあたしが悪かった」と、ため息を吐きだす。

「おっしゃるとおりで」

　まったくそのとおりで。

　おれは一度、窓の外を見た。青空に、白い雲が浮かんでいる。

「あのさ」

　と、おれは言った。

「夢の話とかするのは恥ずかしいんだけどさ」

　と、前置きする。夢を話すのが恥ずかしいってのはどうしてなのだろう。叶かなわないって知ってるからだろうか。傷つかないための予防策なんだろうか。リアリストであれば、ロマンチストよりも上位でいられるからだろうか。よくわからない。

「七瀬がプロになりたいっていう夢があるなら、これってやっぱりチャンスだろ？　だったらやってみればいいんじゃないかな。棚ぼた、上等ってさ」

「プロになりたいって気持ち、ないわけじゃないわよ。だからチャンスって言えばそうだけど、でも、やっぱり違うって言うか……自分でもよくわかんなくて……」

　それに、と七瀬は言う。寒いわけでもないだろうけど、手をさすっていた。

「これは、ぜったいに内緒よ？　あたし、たぶん、ジャッジを受けるのが、怖いのかも」

　七なな瀬せの発言とは思えなかった。いっぽうで、七瀬らしいとも思えた。ぜったい揺るがないのが七瀬だし、でも、どこかで揺らぐのが七瀬だ。

「ねえ、もしも、音楽やるの楽しくなくなっちゃったら、どうしよ？」

　七瀬は神妙な顔をしている。窓の外から野球部が校舎周りをランニングするときのかけ声が聞こえてきた。

「おれはさ、七瀬が活躍するとこ、見てみたいよ」

　そう言ってから、やっぱり照れくさくて、おれは頭をかく。

「おれにできるアドバイスはそんくらいだよ。無責任かもしれないけど。おれ、七瀬がうたってるとこ見ると、自分もなにかはじめたいなって思うよ。ただ、なにやればいいのか見つかんないんだ。すげえもどかしい。たぶん、おれと同じように感じるやつ、いっぱいいるよ。勇気……違うか。元気……これでもないな。わかんないけど、七瀬の姿に、なんか背中押してもらえる気がする」

　費やした言葉で、七瀬になにを伝えられただろう。自分でもわからない。

「おれに言えるのはそれくらい」

　七瀬はしばらく返事をしなかった。おれは沈黙に耐えかねて、チロルを食べる。

　あまっ。

「きみ、ほんとにあたしがうたってるとこ、見てみたい？」

　少しして、七瀬が口を開いた。

「見たいよ。おまえ、カッコいいもん」

「カッコいい？」

「ああ。だから、堂々と闘ってほしいって思う」

　七瀬は自分の長い髪を撫なでた。ちょっと顔が赤い。

「おれは、おまえのこと応援してる」

「そっか」

「そうだ」

「そうまで言われたら、がんばらないわけにはいかないわね」

　七瀬は今までの弱気を吹き飛ばすように一つ頷うなずいて、ぐにっとこぶしをつくる。

「うん、ありがと。なんかやる気がみなぎってきた。そうよ、迷うなんてあたしらしくないわ。うん！」

　七瀬はひまわりみたいな笑みを浮かべた。

「今ならランドマークタワーでも、東京スカイツリーでも、通天閣でもなぎ倒せそうな気分！」

「ほどほどにしておけよ」

　日本中のタワーが破壊されたら、犯人はこいつだ。

「あたし、やってみる！」

「ああ」

「海賊王にあたしはなる！」

「それは違う」

　おれは七なな瀬せを見つめた。意志の強そうな眉まゆ、ふくっとした形のいい唇、丸みをおびた柔らかそうな頬ほおと、つんととがったあご。長い黒髪が光を浴びて天使の輪をつくっていた。

　不意に、おれの口からついてでる。

「なあ、七瀬――」

　が、ちょうどそこに由ゆ亜あと嬉うれし野のさんがやってきた。

　おれはそれでなにも言えなくなってしまう。おれは今、なんて言おうとしたんだろう。

　もう思いだせない。

　七瀬は二人に事情を説明した。嬉野さんは自分のことのように喜び、由亜は「なんで甘あまるり先輩だけが」と、むくれていた。

　その様子を眺めながら、ふと、おれは自分のことを考えてみた。

　自分の将来のこととか。

　現在、ただの高校二年生。これと言って特技はない。むかしは走ることって答えてたけど、今はそれほどでもない。

　おれの将来。たとえば一〇年後。

　おれはなにしてる？

　バンドやってる？　会社で働いてる？　フリーターだったりして。

　まったく、なんのリアリティもなかった。

　七瀬には偉そうなことを言ったけど、でも、おれになにか誇れるような将来の夢があるわけじゃない。アドバイスだって？　そんなのは、まんがとか映画とかからの借り物だ。

　おれの言葉じゃない。

　七瀬の背中を押すだけ押して、おれにはなにもなかった。

　ああ、と思う。

　美み鈴すず会長がかつて七瀬に嫉しつ妬としたみたいに、

　おれは今、七瀬が眩まぶしい。



　　　　　◆◇◆◇◆



　七月に入って、セミの鳴き声がちらほらと聞こえるようになった。

　暑い。

　二学期制だからと言ってテストがないわけじゃない。実力テストとやらが実施される。じんわり汗をかくものだから、解答用紙が腕にはりつくわ、あごからしたたった汗のせいで問題用紙がにじんで読みとれないわで大変だった。

　実力テストが終わってしまえば、学校は緩やかに夏休みモードへとシフトしていく。授業は短縮日程になり、球技大会がおこなわれる。うちの高校の球技大会にはサッカー、バレー、卓球の三種目があり、おれはサッカーに参加したけど、二年六組の男子チームは一回戦で早々に敗退した。

　うちの女子のバレーチームが二年一組チームと対戦だったので応援にいってみたら、相手チームに嬉うれし野のさんがいた。

　バレー部もびっくりの、凄すさまじいバックアタックをきめていた。華麗にジャンプし、ばちん、とボールを叩たたきこむ。体操服がめくれあがって、おへそが覗のぞいた。

「なっぐっもっ！　なっぐっもっ！」のかけ声に、嬉野さんは恥ずかしそうにしていた。

　修学旅行以降、嬉野さんもクラスでうまくやってるみたいだった。

　由ゆ亜あは卓球に参加していた。

　ちっこいからだをちまちま動かして、ピンポン球を弾はじきかえす。知らなかったが、由亜は卓球がうまかった。マイラケット持参だったらしい。男子の観戦率が高く、休憩中に飲み物をさしいれられていた。

「いいご身分ですこと」

　と、おれが声をかけると、

「あら、葉は山やま先輩ではありませんか。由亜の応援にきてくれたんですか？　嬉うれしいです」

　猫なで声で答え、由亜はにっこりと笑った。

「気色わるっ」

　クラスではここまで猫かぶってるのか、と思った。

　その後、近所のコンビニまで昼食を買いだしにいくと、その途中で美み鈴すず会長にでくわした。そのとき、美鈴会長に、七なな瀬せのことを訊たずねられた。

「甘あまるりはきてる？」

「いや、今日は休んでる」

　あの放課後以来、七瀬とはあんまり話をしていない。放課後になると事務所が運営するスタジオで、ひたすらレッスンの日々なのだそうだ。そのせいで、部活にはこられなくなってしまった。

「レッスンってなにするの？」

　と、訊きけば、

「踊ったり、うたったり、劇をやったり」

　という答えが返ってきた。

　踊る七なな瀬せというのはちょっと見てみたかった。でも、七瀬に「やってみて」と言うと、へにゃへにゃといい加減に手を動かすだけでちゃんと見せてくれなかった。

　夏休みにはアクターズスクールにも通わされるらしい。プロとしてデビューする方向に動いているが、それでいきなりＣＤ発売、とかではないのだそうだ。

　結局、うちのクラスは二四クラス（三学年・各八クラス）中、一七位だった。

　まあ、そんなものさ。



　そのまま、ぬるっと夏休みに突入した。打ちあわせでもしていたみたいに、一斉にセミが鳴きだす。おれはひとまず、実家に帰ることにしていた。

「夏休みなんて学生しかないんだよ」

　と、真ま綾あやはぼやいていた。仕事の都合でお盆まではお休みではない。ので、おれ一人での帰省だった。

　おれは実家のクーラーがきいた部屋でごろごろしてすごした。実家に帰ったからといって、することなどなにもない。置いてきたまんがや小説を読みかえしたりするくらいだ。

　千ち早はやはそんなおれに馬乗りになり、遊びにいこうとうるさい。さすがに家ではメイド服なんて着ていなかったので安心する。

「ねえ、お兄ちゃん、どっか遊びいこ」

「えー？　めんどい。暑いし」

「お兄ちゃん、転がる石にはコケは生えないんだよ。今のお兄ちゃんはコケむしてるよ！」

「コケむしてるか」

「むしてるよ！　むしまくってるよ！」

「耳元でわめかないでくれ」

　うるさいので、千早をつれて水族館にいった。なにが悲しくて高校二年生にもなって、妹と水族館デートをしなくてはならないのだ。なんて思っていたけれど、館内は涼しかったし、水槽の中をゆらゆら泳ぐ魚を眺めるのはそれなりに楽しかった。

「おまえ、手芸部は？　夏休み中はなにもしないの？」

　千早は白いワンピースに麦わら帽子をかぶっていた。ザ・夏の少女という格好である。

　おれの問いかけに、千早はふっふっふっ、と不気味な笑みをつくった。

「なんだよ？」

「今、大作を制作中なんだよ」

「そうかい、そうかい」

「もっと、興味を示してよ、お兄ちゃん！」

　と、千早はむくれた。

「お兄ちゃんこそ、ギターうまくなった？」

「いくつかコード弾ひけるようになった」

　問題は、コードチェンジ（曲の進行に従ってコードを変えていくこと）がうまくできないことだ。そして、これは大問題だ。

　水槽の中では、食いでのありそうなタラバガニがのったり、のったりと歩いていた。

「タラバガニって、カニじゃないんだってな」

「うん、ヤドカリの仲間なんだってね。おいしそうだね」

　とか、どうでもいい話をする。

「ちゃんとライブまでに弾けるようにならないとダメだよ。あたし、お姉ちゃんと文化祭見にいくからね」

「え、いいよ、こなくて。はずいし」

「お兄ちゃんの晴れ舞台だもん、見ないわけにはいかないよ。由ゆ亜あちゃんもでるんでしょ？」

「まあ、そりゃな」

「甘あまるりさんは？」

「あいつは……」

　七なな瀬せは文化祭のライブにでられるんだろうか？　あんなに楽しみにしていたのに。

　でも、今はそれどころじゃないだろう。七瀬は今、自分の夢を叶かなえるために闘っているわけだ。それとくらべたら、たかが学校の文化祭だ。優先順位が違う。七瀬を応援すると言った手前、あいつの手を煩わせるような真ま似ねはできない。

「てか、おまえ、甘るりさん呼ばわりとか、ずいぶん親しげだな」

「メアド交換したんだもん」

　得意そうに千ち早はやは胸をそった。

「え、そうなの？」

「南な雲ぐもさんともたまにメールしてるよ」

「知らんかった。女子ってそういうやりとり早いな」

「お兄ちゃんが学校でなにかやらかさないかと、あたしは心配してるんだよ。だから、逐一報告してもらってるの。悪いことはできないよ、お兄ちゃん」

「はいはい、そうかよ」



　　　　　◆◇◆◇◆



　まるまる一週間、実家ですごしたおれは、ヨコスカに戻ってから、今度は軽音楽部の夏合宿に参加した。といっても、どこかに遠征するのではなく、学校の敷地内にあるセミナーハウスに寝泊まりする。男子はおれ一人なので一階の和室を、嬉うれし野のさん、由亜、そして顧問の小こ波なみ先生は二階の洋室を使用した。七なな瀬せはいない。



　合宿初日。

　学校に寝泊まりするとはいっても、活動場所はいつもどおり、第二視聴覚室である。暑いのなんの。

「さて、葉は山やま先輩」

　七瀬がいない今、部を仕切るのは嬉うれし野のさんの役目なのだと思っていたのだけど、なぜか知らないが、由ゆ亜あのやつがでかい顔をしていた。自分は偉そうにイスの上に立ち、おれは床に正座させられた。足がしびれる。

　由亜は変なドクロのＴシャツを着て、下は制服のスカート。ニーソックスは右だけぺろんとたれさがっている。

　白くて細いふとももと、小さな膝ひざ小こ僧ぞうがおれの目の前にある。

　小波先生が用意してくれた旧式の扇風機が「いやあ、まいっちゃうよね」というように首をふっていた。

　由亜のスカートの裾すそがひら～りと揺れる。

「由亜と南な雲ぐも先輩のたゆまぬ努力により、葉山先輩も、まあ、ちょっと歌とギターが上達しました。ちょっとですけど」



    

  
    
      



    

  
    
      　由ゆ亜あは親指と人差し指でちっこい「Ｃ」をつくって、「ちょっと」を強調する。「Ｃ」っていうか、ほとんど「Ｏ」だ。

「まだぜんぜん人前で披露できるレベルには到達していません。駄だ菓が子し歌か詞し。文化祭ではきちんとステージにあがってもらいます。甘あまるり先輩亡き今――」

「勝手に七なな瀬せを殺すなよ」

　ツッコミを入れると、由亜はふんと鼻を鳴らした。

「ギターは葉は山やま先輩にやってもらわないと成り立ちません。そこで、です。由亜と南な雲ぐも先輩とで、葉山先輩でも演奏できてうたえそうな歌というのをリストアップしてきました。この夏はこれを重点的に練習して、本番に臨みましょう」

「おれのいないところで、二人はそんな話をしていたのか」

「由亜と南雲先輩は仲良しですよ。こないだ二人で映画にもいきました」

「なにっ!?　誘えよ、おれも！」

「南雲先輩もそう言ってましたが、あえて誘いませんでした。今、このように葉山先輩に対して優越感を感じるために」

　由亜は、ずびしっと上からおれを指さす。

「そうですか、そうですか。さぞ満足していることでしょうな」

　リストアップされているのはぜんぶで一〇曲だった。

「本番は、何曲やるんだ？」

　訊たずねてみる。正直、おれは一〇曲も覚えられない。

「……えっと、軽音楽部の持ち時間は三〇分だから、四曲くらい、かな」

　嬉うれし野のさんは「THE CLASH」と書かれたＴシャツを着ていた。由亜と同じで制服のスカートをはいている。

　ちなみにおれは、七瀬からお土産でもらった「熊くま出没注意」Ｔシャツとジャージである。裾すそは膝までたくしあげている。

「四曲ってのは、かなり少なめなんですよ。一曲、四分と見積もって、間にＭＣ入れるとして、四曲です」

「四曲だって、おれ的には厳しいね」

　できない自信がある。

「わかってます。なんとか考えましょう。最悪、葉山先輩の一人コントでなんとか時間を稼ごうと思っています」

「本気っぽいから怖いな」

「……えっと、葉山くん。この中でなにかぴんとくる歌、あるかな？」

「おれが選んでいいの？」

「この一〇曲は由亜と南雲先輩とで選んだんです。由亜的にはもっと激しいのがいいのですが、葉は山やま先輩の実力を考慮すれば、このへんで妥協します」

「……みんなの前で演奏して、ぜんぜん知らなそうな曲もはずしておいたよ」

「なるほど」

　リストに目をとおす。知らない曲ばかりの中、

「あ、これ、わかる。『さよなら絶望先生』の歌じゃん」

　大槻ケンヂと絶望少女達たちがうたう「人として軸がぶれている」という歌だ。絶望少女達というのは、アニメの『絶望先生』に登場するヒロインのことで、つまるところは中の声優さんを意味する。

「これ、できるの？　難しそうだけど？」

　おれは不安になった。レベル高すぎる。

「ギターは由ゆ亜あが簡単なものにアレンジします。歌も絶望少女パートでフォローできると踏んだんです。これがいいですか？」

　自分がギター弾ひきながらこの歌をうたっているところを想像する。でも、あんまりうまく思い浮かばなかった。なにせ、おれは歌も演奏も初心者なのだ。

　でも、これができたら、けっこうカッコいいんじゃないか？

　なんて。

「……ほかに、気になった曲はあるかな？」

　嬉うれし野のさんが促す。

「ほかは……」

　まったく知らなかったが、タイトルに惹ひかれた曲があった。

「『弱虫モンブラン』？」

「なるほど、ボカロ曲ですね」と、由亜。

「ボカロ……ボーカロイドか。あのさ、それってなんなの？」

　なんとなーく、響きは知ってるけど、正直に言うとボーカロイドがなんなのか、おれはよく知らない。

「そんなことも知らないとは」

「自慢じゃないが、おれは音楽を避けて生きてきたんだ。普通の人が知っていることを知らないと思ったほうがいい」

「ほんと自慢になんないです」

　由亜は呆あきれたように言う。すると、嬉野さんがボーカロイドについて教えてくれた。

「……えっとね、ボーカロイドっていうのは、もともとはヤマハが開発した音声合成技術のことで、そういうソフトがあるんだよ。サンプリングした声をもとにして歌声を合成することができるの」

「ふーん」

　と返事してみたけど、よくわからなかった。

「自作の曲をボーカロイドにうたわせて映像もくっつけて動画サイトで発表することで、人気がでることって多いんですよ」

　七なな瀬せもネットで話題になったのだ。おそるべし、インターネット社会。

　由ゆ亜あはスマホをいじって、動画サイトにアクセスする。

「てか、おまえ、いつの間にスマートフォンにしたんだよ？」

　いいな、羨うらやましいな。

「由亜は二台持ちです」

「ちっ、セレブリティめ」

「ほら、これです」

　由亜が動画を再生させる。音楽にあわせて、映像と歌詞が表示される。

「DECO*27という人が制作した曲です。ちょっと前の曲ですが、今でも人気があります」

　ポップな曲調で、抽象的な言葉遊びをとりいれた歌だった。それでいて、どこか悲しげでもある。不思議な曲だと思う。

「女の子目線の歌なのかな」

　一人称は「アタシ」だった。

「……男の子が女の子目線の歌をうたうことも、その逆も、わりとよくあるよ？」

「ふーん」

　動画をじっくりと見る。

「うん、好きかも、これ。これにしよう」

　ひとまず、この二曲が決まった。すぐに練習かと思ったら、これから、由亜と嬉うれし野のさんはこの二曲をおれ専用の楽譜に起こすという。聴いただけでわかってしまうのだからすごい。「耳コピ」という技術らしい。耳で聴いて、コピーする。おれは単純に感心するばかりだ。

　でも、その間おれは手て持もち無ぶ沙さ汰たとなってしまう。

「ねえ、葉は山やまくん」

　おとなしくしていた小こ波なみ先生が、不意におれを呼んだ。小波先生は白いポロシャツにジャージをあわせている。

「ヒマなら、先生と一緒にごはんの買いだしにいかない？」

　合宿は三泊四日。その間の食事は自分たちで用意しなければならない。

「そうですね」

　嬉野さんと由亜に断って、小波先生とおれは近所のスーパーに買いだしにいくことにした。やたら暑いので先生のてんとう虫みたいな形の車にのせてもらうことになった。が、車の中もサウナのように蒸し暑い。

「うおーとけるー」

　小こ波なみ先生はクーラーを強風に設定する。最初は生ぬるい空気がでてきたけれど、次第に涼しくなってきた。車はゆっくりと発進する。

「葉は山やまくんもすっかり軽音楽部員って感じだね」

　小波先生のおでこが太陽の光をぺかりと反射していた。

「まあ、いくらかは」

「どう、楽しい？」

　少し返答に迷い、まあ、小波先生にうそついても仕方がないので正直に答えた。

「けっこう、楽しいです。最初は嫌々でしたけど、ちゃんと練習するとその分、ちゃんとうまくなるんですよ。まあ、まだ音痴なんですけど」

　七なな瀬せは前に言ってた。

　うまくなるから楽しいんだ、と。

「でも、変な感じもします。おれがまだ軽音楽部にいて、七瀬がいないなんて」

　七瀬は今ごろスクールでレッスンに明けくれているのだろうか。デビューするってことは芸能人ってのになるわけで、それってどんな感じなのかと想像してみたけど、あんまり現実的なことが思い浮かばなかった。

「七瀬さんは七瀬さんでがんばってると思うよ。あの子は手を抜くことを知らない子だから。今、すごく一生懸命だと思う」

「そうでしょうね」

　七瀬は手を抜かない。いつも全力で体当たりする。自分に課すハードルが高く、それをひとにも押しつけるところがある。七瀬ならそれをクリアすることができる。でも、誰だれもが七瀬のようにできるわけではないのだ。

　そのせいで、軽音楽部から部員は去っていった。

　今いるのは、ある意味精鋭部隊なわけだ。おれ、ついていけるかな。



　スーパーで食材を購入し、学校へ戻る。セミナーハウス内の調理室でカレーをつくり、みんなでわいわいやりながら食べる。

　昼食後は、早速ギターの練習となった。まずは一曲マスターするという方針のもと「弱虫モンブラン」をやっつける。

　Am・Ｆ・Ｃ・Ｇが基本で、これを循環させる。

　由ゆ亜あが見本を見せてくれるので、おれはひたすらその真ま似ねをした。

「ええい、このスカポンタン。指が硬い。もっと優しく柔らかく！」

　個々のコードを押さえることは、なんとかできるのだけど、指を移動させるのが難しいのだ。思いどおりに指が動かず、自分でも腹立たしい。

　由ゆ亜あが怒鳴り散らしている横から、嬉うれし野のさんがフォローしてくれた。

「……強く押さえなくても、さらりと触るだけでちゃんと音、でるから。焦らないで」

　二時間みっちりとギターの練習をし、次は発声練習に移る。それが終わると、実際に課題曲をうたう。由亜がキーボードで主旋律を弾ひいてくれて、嬉野さんがリズムをとってくれた。相変わらず、人前でうたうのは恥ずかしい。まあ、カラオケ大会のときよりはマシか。

　こんな感じで、合宿一日目の練習は終わった。

　夕飯はバーベキューだ。小こ波なみ先生が持参したバーベキューセットを使って、食材を焼いた。いつもの学校で、普段はしないことをする、というのは不思議と楽しかった。

「おい、由亜、シシトウとタマネギ、残すなよ」

「葉は山やま先輩にあげます。はい、あーん」

「あーんじゃないよ、食べろよ。でかくなれないぞ？」

「ぬ……ぬぐぐ」

　小さいことを気にしているらしい由亜は、すごーく、嫌そうな顔でシシトウを口に入れた。「まじゅい」と呟つぶやく。

　おれらがバーベキューをしていると、においをかぎつけたのか、あのお騒がせ猫が顔を覗のぞかせた。「エサあげちゃダメ！」と言う小波先生を襲い、肉を強奪して逃走した。「あ～お肉が～」と小波先生は胸に迫る悲痛な叫びをあげた。

　シャワー室で汗を流し、ジャージに着替える。一応、一〇時半就寝で、それまでは自由時間ということになっていた。この時間に夏休みの宿題をするようにと、小波先生が設定したのだ。おれ的には不自由時間だ。一階の和室、たった一人の男子部屋で数学のプリントと格闘していたが、二階から女子のきゃっきゃっという声がして集中できず、三〇分ほどで飽きた。

　おれはギターを持って、セミナーハウスをでた。



　　　　　◆◇◆◇◆



　日が沈んで、いくらか涼しくなっていた。

　セミナーハウスのすぐ隣がプールだ。おれはフェンスを乗り越えてプールに侵入した。外灯が足もとを照らしてくれる。見あげると、大きな蛾が光に集まっていた。

　生徒会奉仕活動で掃除したプールには、なみなみと水がはられている。中に誰だれも入っていないため、水面は穏やかだ。

　サンダルを脱ぎ、ジャージの裾すそを膝までたくしあげて、プールサイドに腰かけた。裸足はだしのまま、中に足をさし入れる。冷たくて気持ちがいい。

　ギターのソフトケースを開き、中からおれのストラトキャスターをとりだす。美み鈴すず会長からもらったポプリのおかげで、ラベンダーのいい香りがする。

　右のふとももにボディをのせて、ネックは水平からやや高めに構える。エレキはアンプにつながなければ大きな音がでない。シャリシャリとした変な音だ。

　でも、一人で練習するにはこれで十分でもある。

　由ゆ亜あに教わったとおりにコードを押さえ、嬉うれし野のさんから習ったようにうたう。

　ただ、おれの指はすぐにつっかえる。おれの声はたびたびかすれる。

「初心者向きとか言って、十分難しいし」

　おれが呟つぶやくと、

「こらーっ」

　ぎくりとした。

　慌てて、声のほうを見る。と、フェンスの向こうに嬉野さんが立っていた。キャミソールと短パンという格好をしている。

　おれは、プールの中から足をひきぬいて、濡ぬれないところにギターを置いてから、嬉野さんの前に立つ。

　薄うす闇やみの中にホッケーマスクが白く浮かびあがり、そこはかとなく不気味ではある。

「びっくりさせないでくれよ」

「……なにしてるの、葉は山やまくん？」

「宿題とか手につかなかったから、軽く練習。あと、いっぺん誰だれもいないプールを貸し切ってみたかったんだ」

　まんがとかで、たまーに深夜のプールに侵入するとかそういう話があって、憧あこがれていたというのもある。

「……わ、わたしもそっちいって、いい？」

「ああ、うん。フェンスのぼれる？」

「……たぶん」

　嬉野さんもフェンスをよじのぼってきた。

「気をつけてね」

「……う、うん……あっ」

　言ってるそばから、嬉野さんはバランスを崩した。

「あぶない」

　とっさに、受けとめようとしたのだけど、嬉野さんはおれが抱きとめる寸前に、おれの顔面に強烈なエルボーをきめた。

「がふっ」

　そのまま、おれはぶっ倒れた。その上に嬉野さんが落ちる。

「ごぶっ」

　みぞおちが！

「……ご、ごめんなさいっ、葉は山やまくんっ！　つ、ついからだが反応して」

「そ、それより、どいてくれ」

「……ああああ、わたし、重いよね。ごめんなさい、ごめんなさい」

　いや、柔らかいところが当たっていてね……。



　とりあえず落ちついたので、おれと嬉うれし野のさんは並んでプールサイドに腰かけた。

　今の騒ぎで由ゆ亜あや小こ波なみ先生に気づかれたんじゃないかと思ったけど、二人ともセミナーハウスからでてくる様子はなかった。

「あの二人はなにしてんの？」

　嬉野さんに訊きいてみる。

「……ドラマ見てるよ。毎週見てるのがあるんだって」

「早くも就寝時間守れてないな」

　もうそろそろ一〇時半だった。

「……それよりも、葉山くん、けがとかしてない？」

「ああ、べつに平気」

　力こぶをつくって見せる。

「おれ、超合金でできてるから」

　嬉野さんは小さく笑ってくれた。

「……わたし、正直、ちょっと驚いてるかも。葉山くん、一人で練習してるなんて」

　おれはなんとなく照れくさくて、軽くバタ足をする。

「本番で恥かきたくないし。おれ、負けず嫌いなんだ」

「……甘あまるりちゃんに似てるよ、そういうところ」

「あいつもけっこう薄情だよな。メールの返事くらいあってもいいのに」

　七なな瀬せには何通かメールを送っていた。でも、返事は一度もない。

「……あ、あのね。甘るりちゃん、今、外部と連絡しちゃいけないんだって」

「え、なんで？」

　そんなこと、まるで知らなかったので、おれは驚いた。

「……情報が外にでないようにするためじゃないかな」

「なるほど。でも、嬉野さんは知ってるんじゃん」

「……ちょっとだけ。いろいろ大変みたい」

「ふーん」

「……もしかしたら、葉山くんには、弱いとこ、見せたくないのかも」

　なんだそれ、と思った。

　水面がちゃぷちゃぷと揺れる。おれはギターをひき寄せて、Am・Ｆ・Ｃ・Ｇと押さえた。「弱虫モンブラン」はこのくりかえしが基本になっている。

　歌詞は言葉遊びに重点を置いているせいか、まるで『不思議の国のアリス』みたいに意味不明だった。

　由ゆ亜あや、嬉うれし野のさんによると、この歌にはいろんな解釈があるらしい。

　おれはそんなに頭いいわけじゃないし、どんな意味なのか理解するのは難しい。

　ただ、選ばれている言葉に惹ひかれたのかもしれない。

　たぶん、人はそれぞれにひとりぼっちで。

　みんな一人分ずつ孤独だ。

　誰だれでもそういう思いがぜったいにあって、この歌はそこのところをつついてくる。

「嬉野さんはさ、進路とかどうするの？」

　ギターをうしろに置いてから、隣でプールの水を蹴けっている嬉野さんに訊たずねてみる。嬉野さんは薄着なので、今さら、なんかドキドキした。

「……一応、進学のつもり。葉は山やまくんは？」

「おれも進学。ただ、学部とかぼんやりしてる。嬉野さんは決まってる？」

「……教育学部、いこうと思ってる」

「教育学部か。それは理由があるの？」

「……わ、わたし、学校の先生になりたいんだ」

「そうなんだ。すごいね、将来のこと、ちゃんと考えてるんだ」

「……ちゃんとってほどじゃないよ。もしかしたら、この先、ぜんぜん違うことがしたくなるかもしれないし。それに学校の先生って、やっぱり大変そうだし。なにより、わたし、このマスクとらなくちゃ、先生にはなれないだろうし」

「それもそうだ」

　このまま教壇に立つのはやっぱり難しいだろう。これが嬉野さんの個性だとしても。

　ぱしゃぱしゃ、と嬉野さんが水をすくう。

「……わたしも、甘あまるりちゃんが眩まぶしく思えることあるよ」

　不意に嬉野さんは言った。

　リリ、リリ、と夜の虫が鳴いている。

　おれは嬉野さんを見たけど、嬉野さんは前を見たままだった。

　それきり、おれたちはしばらく無言になった。

　ときどき、おれは自分が周回遅れのランナーなんじゃないかって思う。気づいて、無性に焦ることがある。なにかしなくちゃいけないんじゃないかって不安になる。でも、なにをしていいのかわからない。なにをしたいのかさえ、よくわからない。

　考えるのが怖くて、考えないようにして毎日をごまかしてる。

　なのに、七なな瀬せは突っ走る。

　それが羨うらやましい。

　目の前に七瀬の背中が見えても、おれが二周目なのに、七瀬はとっくに三周目かもしれない。

「……ねえ、葉は山やまくん」

　嬉うれし野のさんがおれの名前を呼ぶ。

「……わたしもね、一度やってみたかったんだ」

「なにを？」

　突然、嬉野さんの姿がおれの視界から消えた。

　ざぷんっ、と、波が立つ。

「……プールを貸し切るの」

　服を着たまま、嬉野さんはプールの中を泳ぐ。

「おいおい」

「……わたし、学校のプールで泳ぐの、はじめて」

　嬉野さんは人前でホッケーマスクをはずすことができないから、プールの授業もずっと見学しかできない。レポートをだして単位をもらったのだと、以前話していた。

「……葉山くんもどう？」

「いや、おれは……」

「えいっ」

「うわっ」

　ざぷんっ。

　嬉野さんにひっぱられて、おれもプールの中に落ちた。

「なにすんだよー」

　ジャージはあんまり水を吸わない素材だけど、それでもからだにはりついて重たい。でも、冷たくて気持ちがよかった。おれは水をかいて、嬉野さんにじゃばっとかける。嬉野さんも「きゃっ」と言い、おれに水をかけかえす。

　そうやって、しばらく遊んでいるうちに。

「あっ」

　嬉野さんのホッケーマスクがはずれてしまった。水で濡ぬれてバンドが緩んだのかもしれない。

　嬉野さんはとっさにうしろを向いて顔を隠した。嬉野さんの濡れた髪から水が滴る。

　海水浴イベントで、水着が流されちゃうとかはあるけど、ホッケーマスクって。

　おれは、ぷかぷかと漂うマスクを回収する。

「はい、これ」

　嬉うれし野のさんの背中に声をかけ、そっとホッケーマスクをさしだす。

「……ありがと」

　マスクを受けとった嬉野さんは、しかし、すぐにはかぶらなかった。

　虫が鳴いている。風がそよいで、木々がささめくように揺れた。

「……あのね」

　と、嬉野さんは言った。

「……わたしね、小学三年生のとき、クラスに好きな男の子がいたんだ」

　その告白に、おれはちょっと傷つく。いや、おれが傷つくのって変なんだけど。

「……バレンタインデーのときにね、その子にチョコ、あげたの。手紙と一緒に。好きですって書いて」

「うん」

「……恥ずかしかったから、直接わたせなくて、だから、朝早く登校して、その子のロッカーの中に入れておいたの」

　そこで、嬉野さんは小さく笑う。

　笑ったのだと、思う。

「……わたしの手紙ね、その子の友達に回し読みされちゃって。その子とわたし、クラスでからかわれるようになって、それからね、わたし、その子に嫌われるようになっちゃって……ストーカー女、気持ち悪いって言われて……」

　嬉野さんの言葉は次第に途切れていった。

「そいつの肩持つわけじゃないけど、照れ隠しだったんだと思うよ。女子に好かれて、たぶん戸惑ったんだ。ほかのみんなと違うことになったら、恥ずかしいと思ったんだよ」

「……うん。わたしもそう思う」

　少しためらい、でも、訊たずねる。

「それが原因、だったりするの？」

　こくりと嬉野さんは頷うなずいた。

　そんなの大したことじゃないじゃないか。

　そう言うのは簡単だ。でも、小学三年生の嬉野さんがどれだけ傷ついたか、それは嬉野さんにしかわからない。

　誰だれにも会いたくなくて、息が苦しくなって、安全な家に閉じこもるようになって、夏祭りで偶然かぶったお面が嬉野さんを守った。

「もしも、タイムマシンがあったら、おれはその時代に飛んで、嬉野さんを泣かせたそのガキを思いっきりぶん殴って泣かせてやる」

「……そんなことしたら大問題だよ」

「関係ないね。おれにとって、そのガキはとんでもない大バカ野郎で、嬉うれし野のさんは大切な友達だ。クソガキが泣きわめこうがおれには関係ない」

　ありがとう、と嬉野さんは言った。

「……でも、タイムマシンがあったら、わたしは幼い自分に、チョコわたさないほうがいいよって教えてあげるけど」

「なるほど」

　言って、ちょっと考える。

「悪いけど、その案は却下だ」

「……どうして？」

「嬉野さんはいっぱい苦しんだと思う。それをないことにできたらって思うのはわかるけど、でも、そしたら、おれは今の嬉野さんには会えないかもしれないじゃん。というわけで、おれのわがままだけど、嬉野案は却下とする」

「……なにそれ」

　嬉野さんは笑った。それから、そっとこちらをふりかえる。

　おれは嬉野さんの笑顔にドキッとする。

「わたしが先生になりたいのは、むかしの自分みたいな子がいたら、その子に大丈夫だよって言ってあげたいから」



    

  
    
      



    

  
    
      　マスクなしで微笑ほほえむ嬉うれし野のさんの顔が、明かりに照らされて輝いて見えた。



　　　　　◆◇◆◇◆



　合宿の日程はこんな感じだ。

　六時半起床。その後、二〇分間のウォーキング。

　セミナーハウスに戻り朝食。メニューは「黒ばらパン」の菓子パンとバナナと牛乳。

　柔軟体操後、発声練習をする。

　それから課題曲をうたう。ひたすらうたう。

　その後、昼食。二日目はそばだった。これは小こ波なみ先生がつくってくれた。

　午後は楽器練習。おもに、おれのギターを重点的に練習させられる。指の体操と、コード練習。あとはひたすら課題曲を弾ひく。とにかく弾く。

　休憩を挟み、全員で音あわせをしてみる。その際、小波先生がカメラで撮影する。

　映像を見ながら問題点をあげていく。

　おもにおれの問題点が判明する。

　シャワーで汗を流し、夕飯はみんなで用意する。二日目の夜はうどんだった。しかも、手打ち。長さも太さも不ぞろいだったけど、すごくおいしかった。

　そのあと、おれたちはスイカ割りをした。ほんとは花火とかやりたかったのだけど、校内ではさすがに許可がおりなかった。

「スイカを割るか、葉は山やま先輩の頭を割るか、それが問題だ」

　深刻そうな顔で由ゆ亜あが言って、

「スイカ以外に選択肢はない。シェイクスピアみたいな言い方にするな」

　と、おれはツッコミを入れた。

　三日目も同じような練習をした。

　夜は小波先生がＴＳＵＴＡＹＡで借りてきた『パッチギ！』という映画を見た。小難しい映画なんだろうな、と最初は思ってたけど、めちゃくちゃ笑える映画だった。途中、激しい乱闘シーンとかあって、由亜は「ひいい」と怯おびえていたけど。

　物語の最後のほうで、大友康平が言う。

『どんな理由があろうとな、うたったらアカン歌なんかあるわけないんだ！』

　おれたち三人は、涙で顔をくしゃくしゃにしながら映画を見終えた。

　四日目は朝からセミナーハウスの清掃をして、次の部に引き渡す。午後の練習を終えたら帰宅した。



　合宿が終わっても、おれたちは毎日のように学校に集まり練習をした。学校は地獄のように暑く、練習していると脱水症状で死ぬんじゃないかと不安にもなったが、まあ、今のところ死者はでていない。

　校内には部活動の練習にくる生徒だけではなく、文化祭のための準備をしにくる生徒も多い。毎日、学校には誰だれかしらの姿があった。

「葉は山やま先輩、あ、いえ、飛べないただのブタこと葉山先輩」

「うん、もう、なんでもいいけど」

　暑くてキレるだけの気力もない。扇風機がだらしなく首をふっている。

「葉山先輩も、わりといい感じに弾ひけるようになってきましたね。手がばたつかなくなりました」

「……歌もじょうずになったよ」

「そうかな」

　褒められ慣れてないせいか、おれはちょっと照れた。

　嬉うれし野のさんと由ゆ亜あの飴あめと鞭むちにより、おれは課題の二曲である「人として軸がぶれている」と、「弱虫モンブラン」だけならば、ギターで弾きながらうたえるようになってきていた。まだ完かん璧ぺきには程遠いし、できるのはこの二曲だけで、ほかのをやってみろと言われたら、どんなに簡単な曲でもお手あげ状態なのだけど。

「よし、一度、あわせてみましょう」

　由亜に言われ、おれはマイクの前に立つ。「人として軸がぶれている」は、嬉野さんの激しいドラムからはじまる。遅れずにおれはギターでのっかる。由亜のベースがおれの頼りないギターを支えてくれる。絶望少女のコーラス、そして、おれは腹の底から声をぶつける。

　瞬間、鳥肌がぶわっと立った。

　暑さを一瞬、忘れる。

　やべ、これ、すげえ。

　意識しなくても歌がちゃんと唇からでてくる。今までつっかえまくっていた左の指も、きちんと動く。ベースの音がちゃんと聴こえる。ドラムのリズムがちゃんとわかる。

　おれのギターだって、そんなに悪くない。歌だって、そこまでひどくない。二人の演奏の足をひっぱらず、きちんと歌の一部として機能してる。

　こんなのはじめてだ。

　今までにない一体感。

　額から汗が滴る。

　まだ、終わんな。

　今終わったらもったいない。

　最後は由亜の歌パートでそっと締めくくられる。

　すると、ぱちぱちぱち、と拍手が起こった。

　なんだ、と思って、そっちを見たら、そこには美み鈴すず会長と、水泳部の宮みや村むらさん、それから、その二人のうしろに何人かの生徒が立っていた。

　一瞬、おれは怒られるのかな、と思った。第二視聴覚室の窓は全開だったし、ドアも開けっぱなしにしていた。音はダダ漏れだったろう。夏休みとはいえ、練習中のほかの生徒から苦情があったのかもしれない、と。

　でも、そうじゃなかった。

「驚いたー、葉は山やまくん、めっちゃ上達してんじゃん」

　小麦色の肌に焼けた宮村さんが目をキラキラさせて言った。

「そ、そうかな？」

　宮村さんは「ブレブレブレブレ」って、絶望少女パートを口ずさむ。「この曲、ウケるなー」と言って、白い歯を見せた。

「わたしも驚いたわ」

　この世界にはなに一つ驚くべきことなどない、という口調で美鈴会長も言った。美鈴会長はのっぺらぼうと対面しても、ＵＦＯを発見しても、富士山が噴火しても、この口調だろう。

「……えっと、なにか問題とか、かな？」

　嬉うれし野のさんが、おそるおそるという具合に訊たずねた。嬉野さんも、おれと同じように生徒会奉仕活動のことを思いだしていたに違いない。

「いいえ」

　美鈴会長が首をふる。艶つやのある黒髪が揺れた。

「あなたたちにお客さん」

　そう言って、背後へ目をやった。

「あの」

　男子生徒が一人、前にでてくる。なんとなく見覚えのある生徒だ。

「彼、うちの部で唯一の男子部員」

　宮村さんがおれたちに紹介した。彼はややうつむきがちに話しだす。

「あの、ぼく、村むら山やまって言います。その、軽音部の演奏、練習中よく聴こえてくるんですけど、その、いつもカッコいいなって思ってました。がんばってください。それで、あの、これ、さしいれです」

　村山くんはコンビニで買ってきたらしいジュースのペットボトルを由ゆ亜あに手渡した。

「ぼく、鳳ほう仙せん花かさんのこと、応援してますから。文化祭のライブ、ぜったい見にいきますから！」

　村山くんは由亜のファンらしい。同い年のはずなのに、緊張しているせいか敬語だ。

　由ゆ亜あは村むら山やまくんに、にっこりと笑いかける。

「どうもありがとう」

　村山くんは顔を赤くして、ふにゃふにゃになってる。

　さらに三人、今度は女の子たちが前にでてくる。三人は顔を見あわせ、頷うなずきあった。一人が代表として口を開く。

「あの、うちら柔道部なんですけど。村山くんと同じで、軽音楽部の演奏、練習中によく聴いてます。毎日、だんだんうまくなってるの知ってます。今の演奏もすごかったし。うちらも応援してるんで、がんばってください、嬉うれし野の先輩！」

「……う、うん。ありがと」

　今度は嬉野さんのファンらしい。いつの間に知名度をあげていたんだ。……いや、知名度だけで言えば、最初から高いか。ホッケーマスクのせいで、うちの学校で嬉野南な雲ぐもを知らない生徒はいない。

　てか、おれのファンは？

　いないか。まあ、べつにいいけど。

「甘あまるりはぜんぜんこないの？」

　美み鈴すず会長がおれの横に立つ。甘い花の香りがする。

「ああ、なんの音おと沙さ汰たもなし。山ごもりでもしてんのかね」

　おれは肩をすくめた。冗談めかしてそう言ったけど、七なな瀬せが一生懸命やっているのは知ってる。七瀬は七瀬でがんばってる。だから、おれは七瀬に負けないよう、全力で文化祭ライブに臨み、成功させなければならない。

「そう」

　美鈴会長は平べったく返事をした。

「ライブには三人で立つことになりそう？」

「今のままだとね」

「ふーん」

　美鈴会長はとがったあごに指を添えた。

　そんな美鈴会長におれは訊たずねる。

「どうかした？」

「ねえ、こういうのはどうかしら？」

　美鈴会長が提案したのは――。



    

  
    
      

４章　「おれが歌詞を？」



　さてさて。

　文化祭のライブまであと一カ月となった。

　昼間は照りつける太陽にやられ、夜も熱帯夜がつづいている。お年寄りや幼い子供が熱中症にかかって病院に搬送されるというニュースが連日、放送されている。

　とにかく暑い毎日がつづいていた。嬉うれし野のさんも「蒸れる」と言って、マスクをかぱかぱさせていた。

　この段階で、まだ発表する曲が二曲しかなかった。

　これはけっこうやばい。

　一応、四曲はやろうぜ、という話だったのに、まだ二曲しか持ち歌がないのだ。

　嬉野さんと由ゆ亜あ、それからおれの三人は練習後に、「ナインスゲート」に集まって作戦会議を開くことにした。「ナインスゲート」は「ドブ板通り」という場所にあるレストランで、七なな瀬せのバイト先でもある。

　店長の井上まりあさんという人が美人だ。

「おー、やっとるね、軽音楽部」

　カウンターの向こうから、まりあさんがおれたちに飲み物を配っていく。嬉野さんとおれはコーラ、由亜はオレンジジュースを頼んでいた。

　まりあさんはふわふわの金髪で、肌の色も透きとおるように白い。にやっと笑うとどこか悪魔的な感じがする。連日記録更新中の猛暑の中で汗一つかかないつわものである。

「七瀬っちはどんな感じ？」

「まりあさんも七瀬が今どうしているのか知らないんですか？」

　夏休みに入ってから、おれは一度も七瀬と会っていなかった。

「残念ながらね」

　まりあさんは肩をすくめる。

「ただ、どっから情報漏れてるのか、七瀬っちを一目見ようとやってきた客のおかげで商売繁盛だよ」

　確かにお店の中はけっこう混雑している。わざわざ遠くから足を運んできた客もいるらしい。

「きみらも、うちの売りあげに貢献してくれたまえよ」

「じゃあ、おれ、ネイビーバーガーも追加で」

「まいどありっ」

　この店のおすすめはビーフ一〇〇パーセントのハンバーガーだ。一度味わってしまうとファストフードのハンバーガーでは満足できなくなるくらいうまい。

「で、きみらはなにを相談してるのさ？」

　まりあさんの問いに嬉うれし野のさんが答える。

「……文化祭のライブでは、四曲は演奏するつもりなんですけど、まだ二曲しか決まってなくて」

　嬉野さんにつづいておれも言った。

「一応、グリーン・デイの『マイノリティ』はやろうか、という方向なんですけど」

　グリーン・デイの「マイノリティ」は過去に一度演奏したことがある。あのときは、それはもうひどいものだったけれど、今からやってもとりもどせるのはあれくらいだ。おれも、だいぶ成長したし……したはずだし、できないこともないだろう。

「最後の一曲が決まらないのです」

　由ゆ亜あはオレンジジュースをちゅるちゅるとストローですすった。

「なるへそ」

　なるへそは古いな、とおれは思った。まりあさんは美人だけど、ときどき物言いが古くさい。それがわざとなのか、素なのかわからない。

「たとえばだけど」

　まりあさんは言う。ジュー、とおれが頼んだハンバーガーを焼いている。

「オリジナル曲をつくってみるってのはどうよ？」

　いやいや、おれらにはそんなの無理ですよ。と言おうとしたのだけど、

「「それだ！」」

　由亜と嬉野さんががばっとのりだした。からん、とグラスの中で氷が音を立てる。店内にいるほかの客もこちらを注目していた。

「そうです、どうして今まで思いつかなかったのか」

　由亜は悔しそうに顔を歪ゆがめる。

「本気で言ってるのか、由亜？」

「……そうだよ。オリジナル曲だよ、葉は山やまくん！」

　嬉野さんまでもこぶしを握りしめている。ホッケーマスクが近づいてきて、その威圧感から、おれはちょっとうしろにさがる。

「まじで？　でも、難しいんじゃないの？」

　おれは嬉野さんと由亜の顔を交互に見やる。二人とも大まじっぽい。

「曲をつくること自体は難しくないんです。べつに由亜たちはその曲を一〇〇万人に聴かせようというわけではないのですから」

「……葉山くんでもすぐに弾ひけるようなコード進行で曲を構成して、それで、歌詞は葉山くんが書けばいいんだよ！」

「おれが歌詞を？　無理無理無理。恥ずかしいし」

「冗談は顔だけにしてください、葉は山やま先輩！」

「おれの顔は冗談なんかじゃない」

　由ゆ亜あは腕をクロスし、「Ｘ」をつくっておれののどのあたりに体当たりした。

「ぐはっ」

「いいですか、葉山先輩。三日あげます。三日でとりあえず、ポエムを書いてきやがれです。それをもとにして、みんなで歌詞を考えましょう。いいですね？」

　なんなの、その謎なぞの宿題。



　　　　　◆◇◆◇◆



　家に帰ったおれはひとまずノートを広げた。

　おれの部屋にもクーラーはないので、暑い。

　あぐらをかき、歌詞を考える。

　由亜からは一応、「青春パンクみたいな方向で」というお題だけたまわった。

　口にボールペンをくわえ、腕組みをし、頭をひねる。

　なーんもでてこない。

　三点倒立をしてみる。

　やっぱり、なにもでてこない。

　最初のひと言目がもう、思い浮かばない。

「人として軸がぶれている」は「深夜」からはじまる。

「弱虫モンブラン」は「ありったけの」からはじまる。

　歌詞を考える人って、どっからとっかかるんだ？

　タイトルとかからか？

　タイトルが浮かべば、なにか書けるのか？

「つーか、青春パンクってなんだよ？」

　呟つぶやいて、ごろりと寝転がる。

　グリーン・デイを参考にすればいいのか？

　七なな瀬せなら、どんな歌を書くかな。なにかと闘う歌かな。なにかに逆らう歌かな。

　そのまま畳の上で目を閉じてたら、なんかうとうとして……。



「一いつ樹きっ！」

「うがっ……なんだ、姉さんか。危うくカヲルくんを握りつぶすところだったぜ」

　おれは額の汗を拭ぬぐう。

　いつの間にか寝てたらしい。巨大人型兵器にのって戦う、変な夢を見ていた。

　真ま綾あやがおれの胸ぐらを掴つかんでる。

「なに寝ぼけてんだよ。ちょっと、きなって。急げ急げ」

　ずるずるとテレビの前までひきずられた。

「なんだよ？　はなせよ。シャツが伸びる」

「あ、終わってる！」

「なんなんだよ……」

　テレビで流れているのは健康番組で、今回はダイエット特集らしかった。

「おれに、こんなの見せてどういうつもりだよ？」

「いや、平気だ。これ、録画してるし」

　真綾はリモコンをいじって、録画を途中で停止した。

「いいの？　こんな中途半端なところで録画とめて」

「それどころじゃないんだって」

　真綾は今まで録画していた映像をテレビに表示させる。時間を一気に飛ばして、なぜかＣＭに入ったところで再生させた。

「ほら、見ろ」

　真綾がおれの顔をがしっと固定する。

「見にくいよ」

　しかし、真綾はおれの頭から手をはなしてくれず、仕方がないのでそのままテレビ画面を見つめた。

「は？」

「ほら、これ、甘あまるりちゃんでしょ？」

　真綾が言った。

　そう、テレビに映っているのは、どっからどう見ても七なな瀬せだった。ソックリさんとかじゃない。

　学校の制服をモチーフにしたっぽい、ひらひらした衣装を着ている。四人のバックダンサーを従えて、踊っていた。

　かなり本格的なダンスだった。七瀬のさらさらの髪が揺れる。スカートがはねる。

「甘るりちゃん、めっちゃかわいくない？　妖よう精せいの国のお姫さまみたいじゃん」

　真綾は興奮している。おれの頭をがくがく揺さぶった。

　たぶん、プロのスタイリストとかがついているんだろう。七瀬はおれの知っている七瀬の三割増しでかわいかった。おれも思わず、見み惚とれた。ぱっちりした目、ふっくらした頬ほおととがったあご、形のいい鼻と唇。うしろの四人もかわいいけど、おれには七瀬がダントツに見えた。

　けど……。

　なんだ、この違和感。

　なんか違う。

　どこが違う？

　流れているのはテンポの速い曲で、どことなくラップにも聴こえる。耳に残る独特なフレーズがくりかえされる。最後に「AMARURIデビューシングル。COMING SOON」と表示されて終わった。ごくごく短いテレビＣＭだ。

「すご、甘あまるりちゃん、まじですごいよ」

　テンションの高い真ま綾あやは、がくがくとおれを揺さぶりつづける。

「ね？　すごいよね。やば、サインもらわなきゃ」

「あ、ああ」

　おれは困惑していた。真綾と同じレベルで「すごい」って言えなかった。すごいはすごい。だって、テレビでてるんだぜ。デビューするんだぜ。こんなに早くに、という気もしたし、やっとかよ、という気もした。とにかく、めちゃくちゃすごいことだ。

　でも違う。

　おれが気になったのはそこじゃなくて……。

　ああ、ダメだ。

　おれは今のに、なにを感じた？

　わからない。

　でも、「なにか」を感じはした。

　それってなんだ？

　嫉しつ妬と？

　違う。ぜんぜんそんなのじゃない。

　おれは七なな瀬せを応援してる。

　七瀬がテレビで活躍するんだったら、おれはそれを見たい。

　じゃあ、なんだよ？

　……わからない。

　とにかく、おれはこのもやもやをなんとかしたくて、すぐさま七瀬のケータイに電話をした。でも、七瀬のやつ、でないでやんの。

「くそ、なんなんだよ」

　呟つぶやくと、ケータイが鳴りだした。七瀬からか、と思ったら、表示されているのは由ゆ亜あの番号だった。通話ボタンを押して耳に当てる。

「なんだ、由亜か。どうした？」

　自分の部屋に戻りながら、おれは訊たずねた。

『葉は山やま先輩っ！』

　耳がキーンとした。

「うるさいよ、鼓膜が破れたらどうする」

『葉山先輩、今、テレビ見てましたか？』

「見てたよ。おまえも見たか、七なな瀬せのやつ」

『あれ、やっぱり甘あまるり先輩でしたよね？』

「だな」

『なんなんですか、あれは』

　由ゆ亜あの声はどこか怒りを含んでいた。いつもの毒舌とは違う、本当にいら立っている声だった。

「なにってなにが？」

『なんで甘るり先輩はあんな顔してうたってたんですか』

　ああ、そうか。

　それだ。

　由亜に指摘されてようやく気づいた。

　七瀬のあの笑顔に、おれは違和感を覚えたんだ。

　七瀬のいかにもつくってますっていう、笑顔に。

　あの笑顔。そうだ、あの笑顔、おれは知ってる。おれが軽音楽部をつづける気はないってあいつに言ったときに浮かべた、つくり笑いと同じ種類のやつだ。

　痛い笑顔。

　ニセモノの笑顔。

　なんで、おまえ、そんな顔してんだよ？

　おまえの夢、叶かなってるんじゃなかったのかよ？

『正直、由亜はがっかりしました。ぜんぜんロックじゃないし。あんなの由亜は認めません』

　真ま綾あやが言った「すごい」と、由亜の言う「がっかり」、たぶん、その間のどこかに漂うみたいにして、おれの気持ちはある。

「おまえ、七瀬のこと心配なのか？」

『はあ？　葉山先輩の頭がい骨の中はあんこでもつまってんですか？　ちなみに、つぶあんですか、こしあんですか？　フェイントでカスタードですか？』

「おれはモナカでも、大福でも、人形焼きでもない」

『由亜が甘るり先輩の心配なんてするはずないじゃないですか』

「じゃあ、なんで電話してきたんだよ？」

『それは、あれです。歌詞、書けそうですかって訊きこうと思っただけです。それだけです』

「そうかよ。まあ、わかんないけど、なんとかがんばる」

『痛いポエムを期待してます』

　由ゆ亜あとの通話を終え、おれはテレビの前に戻る。真ま綾あやはパソコンでレコード会社のサイトを覗のぞいている。

　今のテレビＣＭは街頭テレビを一斉ジャックという企画ものだったらしくて、ネットの世界では今、その話題一色に染まっているという。「あの美少女は何者だ？」って具合に。

　不思議な感じだ。おれの日常とはあまりにもかけ離れすぎていて、実感がわかない。真綾がテレビ見てなくて、由亜が電話もしてこなかったら、おれは明日の朝までこのことを知らないままだったろう。

　真綾が調べたところによると、ＣＤ発売にあわせて公開イベントが新宿でおこなわれるらしい。

「甘あまるりちゃん、ほんとすごいよ」

　七なな瀬せがどんどん遠のいていく。

　おれは七瀬を応援していたはずで、だから、七瀬が遠い人になってしまったからと言って、それを寂しく思うのは間違っているのだけど、でも、なんかふわふわする。なにかが違う。でも、なにが違うのか説明してみろよと言われても、それを説明することができない。そのことに、おれは自分で自分が嫌になる。

　おれは、もう一回、七瀬のＣＭを再生した。

　歌のできがどうのってのは、おれにはわからない。

　確かにロックじゃないなあ、と思ったくらい。

　でも、七瀬の笑顔には違和感を覚えた。

　それだけが確かだ。

　テレビを消して、部屋に戻り、なにも書かれていないノートを見つめる。

　さっきまで、なにも書けそうになかった。なにも書きたいことがなかった。

　今はちょっと、なにかが書けそうな気がしていた。

　顔をごしごしと拭ぬぐう。

　ボールペンを握りしめ、ノートに向かう。

　書きだしは。



　　　　　◆◇◆◇◆



　おれたちの曲づくりは順調に進んだ。

　おれが歌詞の原型を書きあげ、由亜や嬉うれし野のさんの意見をとりこみ、さらによいものへと高めていく。切せつ磋さ琢たく磨ま、ってやつだ。おれたちは、文化祭のライブを成功させるという共通の目的を持った仲間で、今ようやく部活として一つにまとまった。

　というのは大うそで、まったくもって順調とは程遠かった。

　第二視聴覚室には常に罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛び交っていた。

「きぃいいい、葉は山やま先輩のへっぽこ。ねこバスにひかれてしまえ！」

「おれは初心者なんだ。もっとわかりやすく説明しろよ！」

「……ふ、二人とも落ちついて。葉山くんだって、ちゃんとやってるよ」

「南な雲ぐも先輩は葉山先輩に優しすぎです。こんな固まっちゃった水彩絵具のチューブみたいな使えないやつ、由ゆ亜あはもう知りません！」

「……由亜ちゃん、それは言いすぎだよ。葉山くんだって、えっと、えーっと、ちょっと思いつかないけど、とにかくがんばってるよ！」

　そんなこんながありながらも、なんとか形にしていった。

　まるで粘土をこねるみたいな地道な作業だ。由亜と嬉うれし野のさんがギターのコード進行を組み立て、そこにメロディをのせていく。おれはそのメロディにあわせて、言葉をはめこんでいった。



　夏休みがあけると、七なな瀬せの出席率はさがった。ぽつりぽつりと授業にでても、すぐに迎えがきて帰ってしまう。一応、期末テストも受けにきたらしいけど、教室では見かけなかったから、保健室かどこかで受けたのだろう。

　学校にいる間に話しかけようとしても、いつもまわりに誰だれかいて、おれにはそのチャンスがなかった。今やすっかり人気者である。

　たまに顔をあわせても、

「おう、元気か？」

「うん、元気。そっちは？」

「元気元気」

　それくらいのやりとりしかしてない。

　にもかかわらず、七瀬を見ない日はなかった。

　テレビＣＭで、雑誌の広告で、いつもどこかに七瀬の顔があった。

　どの七瀬もあの笑みを浮かべていた。

　AMARURIのデビューシングルは、九月の末に発売されることが発表された。



　文化祭の準備も着々と進んだ。

　二年六組は演劇をやる。

　題目は「美女と野獣と白雪姫と」。

　一人多くね、と思ったが、台本を読むと一人どころではなかった。古今東西の昔話の登場人物が豪華共演というか、入り乱れるコメディ仕立てのミステリーになっていた。

　吉よし川かわリナさんが脚本を書きあげた。

　おれも二番目に被害者となるシンドバッド役で出演する。

　放課後は劇の練習と部活の練習とで、かなり忙しい日々がつづいた。

　学校の周辺では、他校の生徒や、ネットで情報を得た野や次じ馬うまが、たまにうろうろしていた。七なな瀬せ目当ての連中だ。今のところ、これといってトラブルは起きていないけれど、注意は促されていた。



　軽音楽部の練習を終えて帰宅する。

　と、どういう風の吹き回しか、真ま綾あやが夕飯をつくっていた。

「やばい、天変地異の前触れだ。明日は雪かもしれん」

「どういう意味だよ」

　げしっとふくらはぎにローキックを食らった。

「だって、姉さん、料理とかやんないじゃん」

「かわいい弟が部活でがんばってるから、この偉大なる姉が夕飯を用意してやったんだ。感謝せよ」

「それ、ちゃんと食えるやつか？」

「失礼だな、きみは。冷凍チャーハンをチンしたんだから食えるに決まってるだろ」

「そりゃ、安心だ」

　真綾がレンタルしてきた海外ドラマを見ながら二人でチャーハンをつつく。冷凍でもうまいものはうまいのである。

「あのさ」

　不意に真綾が言った。グラスに注そそいだ麦茶を飲み干す。

「なんだよ？　今、いいとこなのに」

　間抜けな主人公が、ヒロインを救うため、敵のアジトに侵入するところだった。真綾はテレビを見たまま、おれに言った。

「あんた、けっこう真面目まじめに部活つづけてるよね。軽音部楽しい？」

「今はわりと楽しいよ」

　気持ちの半分はドラマに向いていたせいか、わりとすんなりと答えていた。

「ふーん」

　真綾は曖あい昧まいに頷うなずく。

「……なんだよ？」

　なんか妙だ。おれは真綾のほうへ視線を向けた。

　真綾は大きな口を開けて、チャーハンをもぐもぐ食べる。少ししてからつづけた。

「わたしはさ、一いつ樹きが前の学校でけんかをしてから、ちょっと変わったかなって、思ってたんだ。陸上辞めて、毎日つまらなそうだった。まんがばっかり読んでて。こりゃ、お先は真っ暗だな、と思ってた」

「大きなお世話だし」

「でもさ、ちゃんと一生懸命になれるものに出会えてよかった。うん。これも甘あまるりちゃんのおかげだね」

「なんだよ、気持ち悪いな」

　その七なな瀬せも、今はいないけどな。心の中だけでおれは言う。

　そのとき、ピンポーンというインターフォンの音が部屋の中に響いた。

「なんだ？」

「新聞の勧誘かも。一樹でてよ」

「夕飯どきに？」

「ゴミだしの注意かもしんない」

「注意されるような分別しないでくれ」

「愛ってリサイクルできると思う？」

「なんの話をしているんだ」

　ん？　なんか前もこんなやりとりしたことあったな。いつだっけ？

　まあいいや、と思って立ちあがる。

　ドアを開けると、そこには――。

「やっほー」

「な、七瀬？」

　七瀬甘るりが立っていた。

「おま、なにしてんだよ？」

　いきなりでおれは驚いていた。ずっと音信不通だったし、学校で顔をあわせても、ほとんど話すこともなかったし、今まさに真ま綾あやと七瀬の話をしていたところだったし、驚きの三乗だ。

　えへへ、と七瀬は笑う。

「今、ちょっと平気？」

「あ、うん。いや、えっと」

　頭の回転が追いつかず、しどろもどろしていると、ずびしっと、おれの後頭部にチョップがふりおろされた。真綾である。

「なにすんだよ？」

　ふりかえって抗議する。

「いらっしゃい、甘るりちゃん」

　おれを無視して真ま綾あやは言った。

「すいません、お食事中でしたか？」

「いやいや、食べ終わったとこ。それに、ちょうどコンビニにハーゲンダッツのアイスを買いにいこうと思ってた。甘あまるりちゃんはなに味が好き？」

「そんな、お構いなく」

　七なな瀬せは胸の前で小さく手をふる。

「いいからいいから」

「えっと、じゃあ、ストロベリーを」

「おけ。一いつ樹きはガリガリ君でいいだろ」

「なんだよ、急に」

「すぐ戻るって。より具体的に言うと一〇分から一五分ほどで帰ってくる」

　真綾はおれを押しのけ、サンダルをひっかける。それから、おれのおでこに人差し指をつきつけた。

「わたしを失望さすなよ」



　真綾がいなくなると、部屋の中が静かになり、室温も一度くらいさがった気がする。おれは頭をがしがしとかいた。

「とにかく、あがれよ」

「うん」

　七瀬に座布団をわたす。こうやって話すのは久しぶりだから、変に緊張する。ドラマの主人公は無事にヒロインを助けだしていた。いや、正確には結局ヒロインに助けられていたけど。おれはテレビを消す。七瀬はぺたんと座布団の上に座った。

「えっと、麦茶飲むか？」

「ありがと」

　グラスに麦茶を注そそいで、七瀬にさしだす。そうしながら、ふと思いだした。

「砂糖入れるんだっけ？」

「あ、それ、舞まい子こさんから聞いたの？」

「前にちょっと」

　あれは、七瀬が倒れたときのことだった。そんなに前でもないのに、すごく昔のことのように感じる。

「七瀬家ではそうするんだろ？」

「恥ずかしいなあ。べつになくても平気よ」

　七瀬はグラスに口をつけてこくこくとのどを鳴らした。ぷはっと息つぎをする。

　おれも麦茶をひと口飲んだ。

「お姉さんに気をつかわせちゃったかな」

　七なな瀬せは玄関のほうへ視線をやった。

「気にすんな。あれはだいたいあんなもんだ。それより、すごい久しぶりじゃないか。学校だとあんまり話せないし、メールも電話も返事しないし」

「あー、えっと、実はケータイ没収されちゃって」

「そうなの？」

　七瀬によると、情報の漏えいを防ぐため、ということらしい。業界のこととかおれは知らない。芸能人だからってプライベートがないわけじゃないだろうし。でも、七瀬の場合は外部との接触を好まれていないということだ。

「忙しいんだろ？　今日はどうしたんだよ？」

「舞まい子こさんと一緒にお父さんのお墓参りにいってきたの。お盆はバタバタしちゃっていけなかったから。そのついでに、ちょっと」

「ああ……」

　七瀬の父親は七瀬が小さいころに他界している。

「まあ、でも、勝手なことはできなくて、今も外に会社の人が待ってるけど」

「うわ、なんだそれ。すげえな」

　真ま綾あやが不審者だと思って通報してなきゃいいけど。

　おれは「すごいな、ほんと」と、とくに中身のない言葉をくりかえす。

　いろいろ訊ききたいことはあった。はずだった。でも、なにから訊けばいいのかよくわからなかった。なにを話せばいいのかも、とっさには思い浮かばなかった。

　麦茶をもうひと口含む。

「ねえ、きみ、ちゃんと練習してる？」

「ああ、由ゆ亜あと嬉うれし野のさんに、びしばしとしごかれてる」

「文化祭のライブ、なにやるの？」

「『人として軸がぶれてる』と、『弱虫モンブラン』。知ってる？　それとグリーン・デイの『マイノリティ』」

「おもしろいラインナップね」

「今、絶賛猛特訓中。まあ、なんとか形になってきたってところだ。あと、オリジナルも一曲やる」

「うそ、まじで？」

　七瀬の顔に笑顔が浮かぶ。それはたぶんおれの知ってる七瀬の本物の笑顔だった。それが見れただけで、おれはちょっとほっとする。

「まじまじ。歌詞はおれが書いたんだ」

「なにそれ！　ちょっと聴かせなさいよ！」

「ふっふっふっ、聴いて腰を抜かすがいい」

　おれはストラトキャスターを抱き寄せて、膝の上にのっけた。でも、ちょっと考えて、やっぱりやめた。

「今はダメだ。聴かせられない」

「なんで？」

「まだ完ぺきじゃないし」

「そんなのいいわよ。聴きたいの！」

　七なな瀬せがぐいっと身をのりだしてくる。

　七瀬とおれの距離が一瞬、ぐっと縮まる。

　顔が近い。

　おれは七瀬の長いまつ毛にふちどられた、大きな目を見ながら告げた。

「おまえ、文化祭こいよ。そんとき聴かせるよ。いや、本番だけでもステージあがれよ」

「それは……」

　七瀬はからだをひいた。おれたちの距離はまた開く。

「無理、かな。あたしがいくと、ほら、みんな混乱するでしょ？」

　そうだろうか？　きっと盛りあがると思うのだけど。

「あのさ、ひょっとして学校辞めたりするのか？」

　実はそういう噂うわさも流れていた。今日、おれのとこにきたのは、それを告げるためだったとか。

　しかし、七瀬は首を横にふった。長くてキレイな髪がさらさらと揺れる。

「それはないない。ちゃんと単位もらえるように学校と話したし」

　出席率が低いのは、単に忙しいからというだけではなく、マスコミ対策や、ほかの一般生徒の混乱を避けるため、という面もあるらしい。私立の学校に転校するという話もあったそうだが、それは七瀬が拒否したという。

「でも、文化祭はひとが大勢集まるでしょ？　進行に支障がでるといけないからね」

　文化祭に顔をだせないのも、事務所と学校とでとり決めたことなのだそうだ。七瀬自身も了承していると言った。

「そうなのか、残念だな。おまえ、文化祭、楽しみにしてたのに」

「しょうがないわよ」

　七瀬は一度ぐっと足を伸ばして、それからおれのギターを奪った。弦をピン、ピンと弾はじき、「なによ、チューニング狂ってるじゃない」と言う。

「音程とか難しくて」

　言いわけしてみた。

「こんなので弾ひいてちゃ、いつまでも、音痴、直んないわよ」

　七なな瀬せは勝手にギターのチューニングをすませると、ギターを奏ではじめた。おれはちょっとの間、それに耳をすませる。

「うまいもんだなあ」

　少し弾ひけるようになったことで、七瀬のうまさが前よりもよくわかるようになった。おれの左手はもっと硬い。くらべて七瀬の指の動きは繊細かつ正確だった。

「よくそんなふうに左手動くよな」

　おれは指をうねうねと動かしてみる。コードを押さえるときも、いつも由ゆ亜あに指が硬いと言われてしまう。一つのコードを押さえるのはなんとかできるのだけど、そのせいで、次のコードにうつるときによくミスる。

「指のトレーニングが足りないのよ。ちょっとギター持ちなさいよ」

　七瀬がストラトキャスターをおれに押しつける。ずっしりと重い。

「かまえて」

　言われたとおりにギターをかまえた。

「ピッキングは必要ないわ。まず、一弦の一、二、三、四フレットを押さえて」

　指示に従って弦を押さえる。

「はいよ」

「次は人差し指から順番に二弦に移動させていって。動かす指以外はそのままにしとかないとダメよ」

　やってみる。

「ん、地味にむずいな」

　油断をすると指が浮きそうになった。

「指の力も必要だけど、力みすぎはダメなのよ」

　そう言って、七瀬はおれの肩をぽんぽんと叩たたいた。知らないうちに肩に力が入っていたらしい。七瀬はおれのうしろにまわり、ひょいっとおれの肩にあごをのっけた。

「う……な、なんだよ？」

　ふわっと甘い香りがする。

　こいつ、二人きりだということを忘れてんじゃないだろうな。

「リラ～ックス、リラ～ックス」

「うひっ」

　七瀬が、かくん、かくんとあごを動かすので、力が抜けた。くすぐったい。

「ほら、こんなふうに」

　七瀬はすっと手を伸ばし、見本を見せてくれる。流れるような指の動きは、マジシャンみたいだった。

「あたしもちっちゃいころは、これさえもできなかったわ」

「そんなもんか」

「そうよ。ほら、やってみて」

　ゆっくりと弦を押さえていく。さっきよりも指がスムーズに動いた。

「このまま六弦までいったら、今度は一弦まで戻っていくの。できるようになったら、人差し指、薬指、中指、小指の順番に替えて同じことをする。簡単でしょ？」

「口で言うのはな。やるのはけっこう難しいぞ」

「基礎の基礎よ。これくらいできなきゃ」

　おれはしばらく指のトレーニングをつづけた。真ま綾あやの言った一〇分から一五分ってのは、すぎているんじゃないかな、と思った。

　不意に。

　七なな瀬せがこつりとおれの背中に頭を預けてきた。

「うな」

　そこだけ変に熱をおびる。

「お、おい？」

「ねえ、きみ、今、楽しい？」

　七瀬は言った。

　おれからは、七瀬の表情は見えない。



    

  
    
      



    

  
    
      「まあな」

　と、おれは答えた。

「おまえは？」

　七なな瀬せは口ごもった。今、どんな顔をしているのだろう。

「楽しく、ないのか？」

　おれは七瀬のほうをふりかえった。

　七瀬は口を開きかけ――。

　そのとき、七瀬のケータイが鳴りだした。これは事務所からわたされたやつ、と七瀬はいいわけみたいなことを口にする。外で待ってる人から早く戻れと催促されているらしい。

「ごめん。あたし、戻らないと。お姉さんにアイスごめんなさいって言っといて」

「ああ」

「それとライブがんばってね」

「おう。七瀬もな」

　七瀬がおれの部屋をでていく。遠ざかる七瀬の背中を見送りながら、おれはようやく気づいた。おれは、七瀬のあのニセモノの笑顔を見たときから、ずっと後悔していたのだ。

　おれが七瀬の背中を押した。

　あのときはそれが一番だと思ったから。

　おれは七瀬にカッコいいままでいてほしかったから。

　でも、おれは選択肢を間違えたのだろうか。

　いや、おれが背中を押さなくても、七瀬はチャレンジしていたはずだ。

　これは断言できる。七瀬はぜったい、そうしていた。

　けれど。

　そうだったとしても……。

　七瀬は、わざわざおれのとこまできて、本当はなにを話したかったのだろう？

　なあ、七瀬。

　なんで、おまえ、そんな顔してんだよ？



　　　　　◆◇◆◇◆



　練習、練習の日々がつづいて――。

　そして、ついに文化祭当日がやってきた。

　まだ夏の延長戦って感じで、朝から気温は高かった。ただ、もうそろそろ秋の足音も聞こえてきていて、湿度はそれほどでもなかった。

　どこまでも青空が広がっていた。ゆっくりと雲が流れていた。

　絶好の文化祭日和であった。

　校門にはバルーンで飾られた大きなアーチがつくられ、校舎の窓にはポスターがべたべたとはられていた。近所の子供たちが駆けまわり、在校生の保護者や、他校の学生の姿もあってにぎやかだった。

　二年六組の劇は初日の午前中におこなわれた。出番のギリギリで衣装が破れ、ガムテープと安全ピンで応急処置をしたりなんていうハプニングもあったけど、それ以外の大きな問題はなかった。大爆笑とまではいかなかったけど、それなりに笑いはとったはずだ。

　劇が終わってしまえば、あとはもうヒマだった。劇は当日までの準備が大変だけれど、当日は一発勝負で、終われば解放されるという利点がある。だから、うちのクラスは演劇を選んだのだ。

　軽音楽部のライブは明日だし、今日はじっくり文化祭を楽しめばいい。

　そう思って、おれは一人で校内をぶらぶらすることにした。

　最初は洋よう平へいを誘ってみたのだけど、部活で焼きそば屋をだすので、そちらが忙しいのだそうだ。嬉うれし野のさんと由ゆ亜あも、自分たちのクラスのだしものに参加しなくてはならないから、結果的におれは一人であった。みんな忙しいのだ。べつに、おれに友達がいないとかではないはずだ。

　せっかくだから嬉野さんのとこでも覗のぞいてみるかな、と思っていると、見知ったでこぼこコンビを見かけた。

　というか真ま綾あやと千ち早はやである。

　見つからないように、そっとその場から立ち去ろうと思ったのだけど、

「あっ、お兄ちゃん！」

　目ざとく千早に発見されてしまった。

「お、おう。きてたんだ」

　千早はとことこ走ってきて、おれの腕を掴つかみ、そのままぶらさがる。

「劇見たよ！　お兄ちゃん、カッコよかった！」

　とりあえず、ぜんぜんカッコいい役ではなかったんだがな。ほんとに見てたか？　寝ちゃってたんじゃないのか？

「アホな劇だったな」と、真綾。

「これ以上ないってくらい的確な感想だ。てか、千早。その紙袋はなんだ？」

　千早は謎なぞの紙袋を持っていた。おれのからだに、ばしばしぶつかってるんだけど、痛くはない。

「今は内緒！」

　千早は紙袋をうしろに隠した。がさがさっと音がする。

「そだ、お兄ちゃん。南な雲ぐもさんはどこにいるの？」

　嬉うれし野のさんの二年一組は教室で喫茶店をやっている。

「ちょうどいこうと思ってたところだけど、一緒にいくか？」

「いくいく」

　おれたちは三人で二年一組の教室に向かった。途中、ガチャピンとすれ違った。緑の怪獣的なあれだ。ガチャピンは「三年五組ザ・ムービー　～ムックを埋めたのは誰だれだ～」という謎なぞのプラカードを掲げていた。

　プラカードはともかく、衣装はよくできてるなあ、とおれたちは感心した。

「さすが高校生だね、レベルが高い」

　千ち早はやは腕を組んで、うんうんと頷うなずいている。

「そんなもんか？」

　発想はむしろ中学生的だと思うけど。

　階段をのぼり、二年一組の教室に到着する。

「……い、いらっしゃいませ、あっ！」

　ウェイトレスの制服に身を包んだホッケーマスク少女に出迎えられた。一般客は驚くだろうな。いや、こういうお祭りだから、逆に馴な染じむのかな。

　実際、さっきから変なコスプレしている集団もちらほら見かけるし。

「……あの、葉は山やまくん、劇見たよ。なんて言うか、その、味のある劇だったと思う！　あの死にっぷりと言ったらもう！」

「無理に褒めようとしなくていいって」

　そこで真ま綾あやがずいっとおれたちの間に割って入った。

「ほうほう、この子が噂うわさのホッケーマスク少女か」

　真綾は、無遠慮に嬉野さんを見やる。

「……あ、あの」

「けしからん胸だな」

　嬉野さんがお盆で胸を隠した。

「やめろよ。怖がらせるなよ」

　真綾に注意したあとで、嬉野さんに紹介する。

「ごめんね、嬉野さん。これ、うちの姉」

「いつもうちのバカ弟がお世話になってます。姉の真綾です。よろしくね」

「……あ、はい。わたしも、いつも葉山くんにお世話になってます」

　ぺこりと嬉野さんは頭をさげた。

「ねえねえ、南な雲ぐもさん」

　千早がぴょこんと前にでる。

「かわいいですね、この衣装。手づくりですか？」

「……う、うん。みんなでつくったの」

「やっぱ手芸部的には手づくり衣装って気になるものか？」

　と、おれは千ち早はやに訊たずねてみた。

「そりゃね」

　千早は嬉うれし野のさんのスカートを掴つかんで、じっと眺めている。

「……あ、あの、千早ちゃん、あんまりスカートひっぱられると、その」

　確かに、嬉野さんの白いふとももがあらわになっていた。

「おまえやめろって」

　頭のてっぺんをこねくって、やめさす。

「あうあう……。あ、そだ。これ、約束のぶつ」

　さっきからおれに隠していた紙袋を、嬉野さんにさしだした。嬉野さんはそれを両手で受けとる。

「それ、なんなの、嬉野さん？　千早に訊きいても教えてくれないんだ」

「……これは、えっと、由ゆ亜あちゃんもいるところであけたほうがいいかな」

「由亜がいるとこ？」

　なんなんだ？　わけわからん。

　おれは千早を見おろす。千早はふふんと得意そうに鼻を鳴らした。

「お兄ちゃんもわたしの偉業を目にすれば、きっとわたしに惚ほれ直すよ」

「妹に惚れたらまずいだろ」

「わたしに惚れたら火傷やけどするぜ！」

「テンション高いな、おい」

　嬉野さんが席に案内してくれた。手づくりケーキとジュースをオーダーする。電子レンジで簡単にケーキがつくれるのだそうだ。すごい時代だ。けっこううまかった。

　真ま綾あや＆千早コンビとは、ここでわかれることにした。中庭でミス女装男子コンテストがおこなわれているらしく、二人はそちらにいくのだそうだ。

「一いつ樹きは」「お兄ちゃんは」「「参加しないの？」」

「しねえよ」

　二人を追い払う。

「……あの、葉は山やまくん。このあとヒマ？」

　嬉野さんがそっとおれを見あげてくる。

「一応、由亜のお化け屋敷をひやかしにいこうかなって思ってた」

「……あ、あの、わたしもあと一〇分くらいで終わるから、い、一緒にどうかな？」

　ちょっともじもじしながら嬉野さんは言った。

「いいよ。待ってる」

　おれはそのまま客席で時間を潰した。しばらくすると、嬉うれし野のさんはウェイトレス姿から制服姿に着替えて戻ってきた。

　二人で、由ゆ亜あのクラスに向かう。

　受付で頭に斧おのが突き刺さっている女の子に訊たずねると、由亜は今ちょうど中で働いているところだと説明を受けた。嬉野さんとおれも中に入ることにした。

　高校生のつくるお化け屋敷なんてたかが知れていると思っていたのだが、そこはアイディア勝負だった。

　窓という窓が暗幕や段ボールで隠され、教室の中はやたらと暗い。ついたてのせいで先が見えないというのも不安だ。

「暗いね、気をつけて」

「……う、うん」

　嬉野さんはおれのシャツをそっと掴つかんだ。

　そのとき、ゆら～り、となにかが揺れた。

　嬉野さんがびくんっとなる。

「ようこそ～惨劇の教室へ～」

　額に銃創のある男子生徒が立っていた。顔を下から懐中電灯で照らしているので、やたらと不気味だ。案内係らしい。

「足もと～暗いので～お気をつけ～ください～」

　どうでもいいけど、なんでこいつ、若本規夫口調なんだ。

　順路の矢印だけがぼんやりと光っている。案内係の彼についていくと、ついたてで区切られたスペースに導かれた。イスが置いてある。

「当、惨劇の教室では～音と想像力による～恐怖を味わっていただきます～どうぞヘッドフォンを～おつけ～ください～」

　ヘッドフォンとアイマスクを貸してくれるらしい。音だけで怖がらせるやつだ。アミューズメントパークでたまにある。

　嬉野さんとおれはそれらを装着した。

　なかなかよくできていた。すぐそばに殺人鬼がいるという設定で話が進む。参加者は死んだフリをして殺人鬼をやりすごす。三分ほどだろうか。長すぎないのもいい。

「お帰りは～あちらから～」

　ヘッドフォンとアイマスクを返却し、順路にそってスペースをでようとする。

　と、そのタイミングで、

「わっ！」

　ついたてのうしろに隠れていたモンスターに驚かされた。

「うわっ！」

「きゃっ！」

　おれも嬉うれし野のさんもまんまとやられた。というか、びくんっとなった嬉野さんがおれにヘッドロックをかましていた。

「し、死んでしまふ……」

　顔が胸に押おし潰つぶされてしまう。

「……はっ、ご、ごごご、ごめんなさいっ！」

　けらけらけら、と笑っているモンスターは由ゆ亜あだった。顔を真っ白に塗りたくって、ドクロみたいなメイクをしている。驚かせ係らしい。

「愚民どもめが、ひっかかってやがります」

　なんか悔しいので、由亜のおでこをびしびしと叩たたいておいた。

「このあと、お二人はどうするんですか？」

　おれの手から逃れ、嬉野さんのうしろに隠れた由亜が言う。

「昼飯買って、第二視聴覚室にいくよ」

　と、おれは答えた。ライブの本番は明日だ。最後に音あわせをしておかなければならない。これが最終チェックとなる。

「じゃ、由亜のもてきとうに買っといてください。三〇分くらいで終わります」

「りょーかい」



　校舎から外へでた嬉野さんとおれは、屋台が並んでいる場所に移動した。

　まずは食券を購入するために文化祭実行委員のテントへ向かう。

「吉よし川かわさん、お疲れ」

　吉川さんが食券を売っていた。いつもの「書記」っていう腕章じゃなくて、「文化祭実行委員」って腕章に替わっていた。

「二人とも楽しんでる？」

「まあね」

　と、おれは頷うなずいた。

「ところで美み鈴すずさんは？」

「今は校内を巡回中。そろそろ交代だと思うけど。なにか用事かな？　だったらケータイで呼びだすけど」

「……今は平気。ただ、あの、あとで第二視聴覚室まできてって伝えてくれる？」

　嬉野さんが言った。

「うん、わかった」

　食券を購入し、嬉野さんとおれは屋台を見てまわった。油であげていないドーナツ、かき氷、焼きマシュマロ、ホットドッグ、ジャガバタなどなど。なかなか本格的だ。

「おーい、一いつ樹き。うちの焼きそば買ってってくれよ」

　高たか梨なし洋よう平へいだ。頭にハチマキをしていた。屋台のまわりはコンロを使っているせいか、気温が高い気がする。

「ああ。軟式テニス部か……オリエンテーリング部のほう？」

「合同。いいから買ってけよ」

「んじゃ、とりあえず、三人分頼むわ」

「まいどありっ」

　洋平はなかなか手際よく、焼きそばを盛りつけてくれる。ソースの香ばしい香りが食欲をそそる。

「マヨネーズはいるか？」

「おれはいる。嬉うれし野のさんは？」

「……わ、わたしはいいや。カロリー、高いし」

　嬉野さんもそういうの気にするのか。女子だな。でも、由ゆ亜あは気にしなさそうだな。

「七なな瀬せさんって、今日はきてるのか？」と、洋平。

　三人分の焼きそばと、食券とをひきかえる。

「いや、メールはしたんだけど」

　でも、七瀬のケータイは没収されている。

　なら、おれらのメールも読んではいないんだろう。

「そっか、そりゃ残念。明日の軽音楽部のライブ、おれは見にいくからよ。軟式テニス部とオリエンテーリング部、どっちも時間あるやつは見にいくって言ってるし」

「緊張するな」

　実際問題、何人くらい人がくるかわからない。誰だれもこなくても寂しいし、人がきすぎても恥ずかしい。いや、人がいるのにまったく盛りあがらなかったとしたら、それが一番辛つらいな。

「がっかりさせんなよ？」

「洋平」

「ん？」

「おれ、なんかうまくなってきたby桜木花道」

「ははっ！　天才なんだろ？　by水戸洋平」

　それから洋平は嬉野さんのほうも見た。

「嬉野さんもがんばってね」

「……う、うん！　ありがと」

　ドーナツとホットドッグも購入して、おれたちは第二視聴覚室に向かった。

　しばらくするとメイクを落とした由亜もやってきた。三人で昼ごはんを食べる。

「あ、そういえば、二年六組の演劇見ましたよ。ひどかったですね。ひどいの極みだと思いました」

「自分でもそう思うけど、おまえに言われるとカチンとくるのはなんでだろう？」

「褒め言葉ですよ？」

　おれは、まったく肉の入っていない焼きそばをすすった。

「そういやさ、さっき、由ゆ亜あが揃そろったらどうとか言ってた紙袋、あれなんなの？」

　マスクをずらして、ドーナツをもふもふ食べていた嬉うれし野のさんに訊きく。

「あ、それって、例のあれですか？　千ち早はやちゃんの？」

　由亜が嬉野さんのほうへのりだした。頬ほおに青のりがついていたので、拭ぬぐってやろうかと思ったけど、おもしろいからそのままにしておく。

「おまえ、なんなのか知ってるのか？」

「由亜はなんでも知っているのです。葉は山やま先輩の本棚に入っている国語辞典の中身が入れ替えられていることも」

「バッ、おま、なんで！」

　おれは慌てて、由亜の口を塞ふさぐ。

「嬉野さんの前で変なこと言うなよ」

　声をひそめておれは言った。

「由亜、かき氷が食べたいです」

「買ってやる買ってやる」

　恐ろしいやつだ。

　嬉野さんは「？」という感じに首を傾かしげた。

「なんでもないから、ははは。それより、千早がどうしたんだ？　あの紙袋の中身は？」

「……う、うん。そうだね。それじゃ」

　と言って、嬉野さんは紙袋の中からそれをとりだした。ぱっと広げる。

「あ、それ！」

　嬉野さんが掲げたのは、揃いのパーカーだった。色は黒。カッコいい字体で「CARAMEL UNDEAD」と書いてあって、デフォルメされたドクロのイラストが添えられている。

「……千早ちゃんにね、お願いしておいたの。わたしたちのステージ衣装。千早ちゃん、夏休みにつくってくれたんだって」

　そういや、おれが夏休みに実家に帰ったとき、大作を制作中とか言ってたな。

　なるほど、これのことだったのか。

「やばい、それめちゃくちゃカッコいい」

　おれは早速袖そでをとおしてみた。由亜も嬉野さんもそうしている。

「おお、ぴったりだ」

　肩の幅も、袖そでや丈の長さもちょうどだった。

「……既製品にプリントしたんじゃなくて、それぞれにちょうどいいサイズをつくってくれたんだよ」

「あと、由ゆ亜あもリクエストしといたんですけど」

　パーカーを羽織った由亜が紙袋の底をごそごそと漁あさる。とりだしたのはリストバンドだった。赤地に白い星が一つというシンプルなやつだ。

「これをみんなでつけます」

　おれは右の手首にリストバンドをはめてみた。なんだかそれをつけただけで、急にうまくなったような気さえした。テンションあがってきた。

「それでは最後の練習といきましょう」

　リストバンドをつけた由亜が言った。

「気合い入れていきますよ？」

　嬉うれし野のさんとおれは腕をふりあげ「おお！」と声をあわせる。



　いよいよ、明日が本番だ。



    

  
    
      

５章　「おまえうたえよ」



　興奮して、夜はうまく眠れなかった。三〇分くらい寝て、目が覚めて、また三〇分くらい寝て、目が覚めてのくりかえしだった。これはもう眠れないなと思った。

　だから、久しぶりに走ることにした。

　のっそりとふとんから這はいでる。

　昨夜はまた千ち早はやが泊まっていったのだけど、前回の失敗を踏まえて、今回は真ま綾あやの部屋で一緒に寝てもらっていた。また体調を崩して、本番で病欠とかシャレにならない。

　二人を起こさないように、そっと家をでた。

　青空の青が寝不足の目にやたらと染みた。あくびをこぼすと涙で世界がにじんだ。

　軽くストレッチをしてから、ゆっくりと走りはじめた。

　ちょっと走ってわかったけど、からだがだいぶなまっている。すぐに息があがってしまった。でも、気持ちがいい。からだの中を熱い血液が勢いよくめぐる。いっぱい汗をかいた。一〇分も走っていると感覚が戻ってくる。風が髪をすくいあげる。

　部屋に戻ると、真綾も千早も目を覚ましていた。

「なにしてたの、お兄ちゃん？」

「ちょっと走ってきた」

「なにセーシュンしてんだよ、恥ずかしいやつだな」

　真ま綾あやが爆発頭をわさわさ揺らす。

「うるさいよ」

　冷蔵庫からよく冷えた牛乳をとりだし、コップに注そそいで、一気に飲み干した。

　それから七なな瀬せにメールを打つ。

『件名：‥いよいよ本番！

　本文：‥今日が本番だ。時間は三時ちょうどから。場所は体育館。気が向いたら遊びにこいよ。サプライズ大歓迎！』



　朝食を平らげ、学校へ向かった。体育館使用者は朝七時半集合となっていた。昨日使われた機材は昨日のうちに運びだされていたが、今日使用する機材は朝のうちに運びこまなければならなかった。特に軽音楽部の場合、アンプとかドラムセットがあった。バラしたドラムセットを指定された場所に積みあげた。けっこうな重労働だったけど、つつがなく準備は整い、あとは本番を待つばかりとなった。

　ということで、二日目は朝からぶらぶらして時間をつぶす。嬉うれし野のさんも由ゆ亜あも今日は予定がなく、三人で校内を冷やかすことにした。

　昨日は緊張して眠れなかったほどだけど、嬉野さんや由亜といると不思議とリラックスできる。朝、走ったのも案外よかったのかもしれない。

　まず、水泳部のヨーヨー釣りに挑戦する。

　夏の大会も終わり、プールの水はほとんど抜かれていた。参加者はプールの中に足をつっこんで、水面にぷかぷかと浮かんでいるヨーヨーを釣りあげるのだ。

　子供に大人気らしい。なかなか盛況だ。

　だけど、これがけっこう難しかったりする。

　というのも、自分から近づいていくと、小さな波が生まれてしまうわけで、目当てのヨーヨーが逃げていってしまうのだ。

　水泳部の部長、宮みや村むらさんは監視台の上からみんなを見おろし、

「絶景かな、絶景かな。皆が頭こうべをたれているのは、気分がよい」

　とか言いながらうちわで仰いでいた。

「む、難しいです」

　由亜が口をへの字に曲げた。こよりが濡ぬれて切れてしまったらしい。

「あの、鳳ほう仙せん花かさん」

　そこへ声がかかった。水泳部ただ一人の男子部員、村むら山やまくんだ。

「よければ、ぼくの分使ってください」

「まあ、ありがとう」

　由ゆ亜あはよそいきスマイルで応じた。

　村むら山やまくんはそれでやられてしまい、どぼんと水の中に沈んだ。浅いのに。

「だいじょぶか、村山っ！」

　懸命な救助活動の結果、村山くんは一命をとりとめた。



　プールからあがったおれたちは、つづいて、柔道部のマッサージコーナーに向かうことにした。体育館の下にテントが設営されており、そこでマッサージをしてくれるのだそうだ。

　その途中、昨日も見かけたガチャピンが歩いていた。今日はプラカードを掲げていなかった。なぜかあたりをきょろきょろと見まわしている。

　不意に、おれと目があった。いや、おれの勘違いかな。どこが目かわかんないし。

　子供がガチャピンに寄ってきて、べしべしと叩たたいている。

　ガチャピンは中庭のほうへ逃げていった。子供たちもそれを追いかけていった。

　変なのとおれは思った。

　男のマッサージは男子部員が、女性のマッサージは女子部員がおこなう。

　まあ、そりゃそうか。

「あ、あの。嬉うれし野の先輩。わたしにマッサージさせてください！」

「いえ、わたしが！」

「そんなわたしだって！」

　女子部員が嬉野さんをとりあっている。

「嬉野さん、大人気だね」

「……う、うん」

　嬉野さんは恥ずかしそうに頷うなずいた。

　嬉野さんファンの女の子が言うには、

「嬉野先輩はすごい人なんです。以前、うちらが、他校の男子生徒に無理やり誘われたことがあって、それをとおりすがりの嬉野先輩が助けてくれたんです。あの一本背負いは神がかっていました！」

「そんなことがあったんだ……」

　なんか時代劇にでてくる流れ者のお侍さまみたいだな。

「嬉野先輩、いや、嬉野大先生に、ぜひとも女子柔道部に入部してほしいとお願いしたのですが、嬉野先輩は軽音楽部に専念したいということで、うちらも泣く泣く身をひいたんです。でも、いつでも遊びにきてください！」

「……あ、うん」

　嬉うれし野のさんは照れまくっていた。

「あと、うちら、昨日から軽音楽部のライブのチラシ配ってるんですよ。あ、すいません。勝手にやってて迷惑でしたか？」

「……そ、そんなことないよ」

　嬉野さんはわたわたと手をふった。由ゆ亜あとおれも、そのチラシを見てみた。とてもよくできている。

「マッサージにきたお客さんに興味あったら持っていってくださいって言ってるんですけど、昨日だけですぐに五〇枚なくなっちゃいました。今日は追加で印刷してきたんです。みんな、軽音楽部のライブ楽しみにしてるんですよ！」

　そう言われたらおれたちも、がんばらないわけにはいかない。

　あらためて気合いを入れ直す。

　ちなみに、マッサージはめちゃくちゃ痛かった。思わずのけぞってしまった。

「ギブギブ！　ロープロープ！」

　言ってるのに解放してくれない柔道部員、まじで鬼。



　さて次はどこ見てまわろうか、なんて言っていると、

「なあ、おい軽音部」

　うしろから呼びかけられた。

　なんだろ、と思ってふりかえると、そこにはクソ会いたくないやつらの姿があった。元軽音楽部の連中だ。

「なんだよ？」

　たまに廊下ですれ違っても口をきいたことはない。こうやって言葉をかわすのははじめてかもしれない。

「今日って七なな瀬せ、くんの？」

　慣れ慣れしくてむかつくしゃべり方だ。おれはおまえの友達じゃねえ。

「知らね」

　おれはそっけなく答えた。

「おまえ、六組の葉は山やまだろ？」

「だったらなんだよ？」

「たまに、おまえのへたな歌聴こえてくんだけど、あれ、まじで耳障りなんだよな。おまえら、あんなんでライブとかやんのかよ？」

　そいつらはげらげら笑う。

　おれはぎゅっとこぶしを握りしめていた。頭が熱くなる。こいつの顔面殴りたい。

　でも、おれがなにか言いかえす前に、

「一いつ樹きお兄ちゃんを笑うな！」

　由ゆ亜あが飛びだしていた。そいつの胸ぐらを掴つかもうとする。

「なに、こいつ？」

　そいつは由亜を突き飛ばした。ちっこい由亜は地面にすっ転ぶ。

「おい！」

　おれが一歩前に踏みだすのと、嬉うれし野のさんが前にでるのとは同時だった。ただ、嬉野さんのほうが速い。

　嬉野さんは流れるような動作で、そいつの腕をねじりあげる。

「……女の子に手をだしたりするのよくないと思うな、日下部くさかべくん」

　ああ、こいつが日下部か。

　おれはすぐに由亜を助け起こした。

「大丈夫か、由亜？」

「殺す」

　いつの間にか、由亜はスタンガンを装備していた。

「バカ、それは隠せ」

「いってえな、はなせよ！　そっちが先に手だしてきたんだろ？　知らねえよ」

　日下部は暴れる。嬉野さんはわりとすんなりと日下部を解放した。

　おれたちがトラブってるのを見て、まわりがざわざわしだす。日下部たちもこの場で目立つのは本意ではないのか、舌打ちをするとおれらに背を向けた。

「大丈夫か、どっかけがしてないか？」

　由亜はぱんぱんとお尻しりをはたいた。

「なんともないです」

　憮ぶ然ぜんとした顔で由亜は言った。

　おれはそんな由亜の頭にぽんと手をのせた。

「怒ってくれて、ありがとな」

　由亜の細い髪に太陽の光が当たって、きらきらと光っている。

「べつに」

「久しぶりに一樹お兄ちゃんって呼ばれた」

　由亜はますます憮然とした顔になった。

「口が滑っただけです」

　由亜はおれの手を払いのける。

「嬉野さんもサンキュ。ってか、まじで嬉野さん強すぎ」

「……いや、それほどでも」

　照れてたけど、おれは嬉野さんは敵にまわしちゃいけないな、と心から思った。



　それからおれたちは気分を変えるために校内をまわり、途中で舞まい子こさんに会った。明るい色の髪がきらきらと輝いている。ジーンズにＴシャツという休日スタイルだった。

　舞子さんは、ぞろぞろと、じいさま、ばあさまを引率していた。舞子さんは七なな瀬せの父親の再婚相手で、「あじさいの家」という老人ホームで介護の仕事をしている。

「みんな久しぶり」

　おれたちは揃そろって頭をさげた。そういえば由ゆ亜あは初対面だったか。よそいきっぽい雰囲気をつくってる。猫かぶりめ。

「軽音楽部、なかなか顔だしてくれないから、みんな寂しがってるわよ？」

「すいません」

「今日はみんなで《キャラメルアンデッド》のライブを見にきたの」

　じいさまたちは嬉うれし野のさんの前で「ありがたや、ありがたや」と手をあわせ、ばあさまがたは「お嬢ちゃん、飴あめちゃん食べるかい」と由亜に餌えづけをしている。

　突然、

「ふむ」

　と言って、舞子さんはおれの左手をとった。年上のキレイなお姉さんに手をとられて、おれはドキドキした。舞子さんはおれの手をしげしげと観察する。七瀬と同じことをするんだな、とおれは思った。

「あ、あの……」

「いっぱいギターの練習してるんだ？」

　おれの左の指の皮は、ギターをはじめたときより、硬く厚くなっている。

「一応は。まだ、ぜんぜんへたくそですけど」

「いいじゃん、いいじゃん。パンクっぽくて」

　舞子さんはにっこり笑う。

「ライブ、楽しみにしてる。あ、浅野のおじいちゃん、ダメですよ、その人は奥さんじゃありませんよ。奥さんはもうお亡くなりになってるでしょ」

　舞子さんも大変そうだ。

「あの」

　おれは一度だけ舞子さんを呼びとめる。

「七瀬はどうしてますか？」

　舞子さんは苦い笑みを浮かべるだけでなにも言わなかった。



　そのあと屋台で昼食を買いこんだ。ただ、どうにも人が多く、落ちついて食べる場所がない。おれたちは昨日と同様、第二視聴覚室に移動して、そこで昼ごはんを食べることにした。ドラムセットがなくなった第二視聴覚室は、いつもよりちょっと広く感じる。

　すると、

「すいませーん」

　と、二人組の女子生徒が入ってきた。

「あの、ガチャピンの着ぐるみって、この部屋に紛れちゃってたりしてないかなあ？」

　嬉うれし野のさん、由ゆ亜あ、おれの三人は顔を見あわせた。

「由亜は知りません」

「……わたしも」

　二人組のほうに視線をやる。

「おれは午前中、歩いてるの見ましたけど、なくなっちゃったんですか？」

「そうなんだよね。いつの間にかなくなってて。目撃情報だけはあるんだけど、どうもはっきりしなくて」

　水泳部のヨーヨー釣りのあと、柔道部のマッサージにいく前におれはガチャピンを見ている。眠たげな目でおれを見ていた。その後、失しつ踪そう。なんともミステリーである。

　悪いけど第二視聴覚室には紛れてないと伝える。

「もしも見かけたら三年五組まで連絡よろしく」

　そう言い残して二人組は帰っていった。

「……たぶん、どこかの衣装とかと、まじっちゃったんじゃないか」

　嬉野さんは言い、おれも同意する。

「そんなことより、由亜たちもそろそろ準備して、体育館へ向かいましょう」

「あー、そろそろか。なんか緊張してきた」

　からだがぶるっと震えた。足がなんだか地面から浮いているような変な感覚。何人くらい集まるだろう。歌詞飛んじゃわないかな。ギター間違ったらやばい。

　ふと、視線を感じる。嬉野さんと由亜がおれを見つめていた。

「なんだよ、二人して。そんなに見つめられると照れるぜ」

　由亜がまるめたジャージを投げてきた。

「着替えるからでていってください！」



　体育館は現在、入場・退場で、出入り口がわかれている。また、出演者専用通路も確保されていた。そこをとおって上手袖そでに入る。と、小こ波なみ先生の姿があった。

「あ、みんな」

　小波先生もリストバンドだけおれたちと同じものをつけている。小波先生はどこか慌てた様子でおれたちのほうへつめ寄った。つるりとした形のいいおでこに汗が浮いている。体育館の中は外よりもちょっとだけ暑い。

「どうかしたんですか？」

　おれが訊きくと、「もう大変よ」と、小こ波なみ先生は言った。でもすぐに、

「って、うわ、いいな、いいな、そのパーカー。みんなお揃そろいなのね」

　緊張感の持続しない人だな。

「……大変って、なにが大変なんですか？」

　嬉うれし野のさんが軌道修正して訊たずねる。

「あ、そうそう、大変なの。この分だと軽音楽部の出番にはすごい人が集まると思うわ」

「え、そうなんですか？」

　小波先生がこくりと頷うなずく。

「すでにこの文化祭自体、例年よりも来場者数が多いの」

　言われてみれば、昨日よりも人が多いような気がする。

「それって、もしかして……」

　おれの言葉を小波先生が引き継いだ。

「たぶん、七なな瀬せさん目当てのお客さんだと思う」

「そいつらは、ひょっとしたら七瀬がステージに立つんじゃないかって思ってるんですか？」

「そういう噂うわさがあるみたい。急きょ、パイプいすをしまって、収容人数増やせるようにしたんだけど、混雑するとあぶないから、ステージにあがったら注意も促してほしいの。小さな子供やお年寄りもきているから、けが人はだしたくないもの。放送も流すけど、バンドのほうからもお願いね」

「わかりました」

　神妙に頷いてみせたが、それよりもおれは大勢の人の前で演奏することを意識してしまった。失敗したら恥ずかしいな。

　今はオチ研が落語を披露している。笑い声が聞こえてくる。この次は演劇部による朗読劇があって、軽音楽部はその次である。

　ちょろちょろと動いて、由ゆ亜あが幕の向こうの客席のほうを確認した。

「うわ、すでにすごい人ですよ」

　声がはしゃいでいる。

　おれも由亜の真ま似ねをして覗のぞいてみた。

　人、人、人。

　いったい何人いるんだろう？

「やばい。口から心臓が飛びだしそうだ。歌詞がぶっ飛んだらどうしよう」

　にわかに緊張感が増してくる。

「この客はみんな甘あまるり先輩目当てなんですかね」

　ぽつりと由ゆ亜あがこぼした。

「みんなってことはないだろうけど、期待はしてるかもな」

　だが、残念ながら七なな瀬せは出演しない。つーか連絡とれない。

「七瀬がでないって知ったら、がっかりされるかな」

　この人数がいて、一切盛りあがらなかったらと思うとゾッとしない。白い目で見られたら、さすがに辛つらいな……。

「そこでなんですが」

　不意に由亜が言った。ぴこんと人差し指を立てる。

「由亜に作戦があります」

「なんだよ、作戦て」

　いかにもうさんくさいぞ。

「ライブを成功させる秘策ですよ。いいですか。ちょっと耳を貸してください」

　嬉うれし野のさんとおれは一度顔を見あわせ、それから身をかがめた。揃そろって由亜のほうに耳を寄せる。

　ごにょごにょ、ごにょごにょ……。



　　　　　◆◇◆◇◆



　演劇部の朗読劇が終わる。大きな拍手が送られている。

　おれは大きく息を吸って、ゆっくりと吐きだした。浅い呼吸は冷静さを失わせる、となんかの本に書いてあった。

　由亜は決意あるまなざしで屈伸運動をしている。手をぶらぶらさせ「よっしゃ」と気合いを入れた。

　嬉野さんは……なんかぼんやりしてる。マスクのせいで表情は見えないけど、なんか全体的にふんわりしてしまっていた。大丈夫かな？

　本当なら、ここに七瀬がいるはずだった。

　今さら言ってもしょうがないんだけど、七瀬もここにいればよかった。

　だって、これは七瀬がはじめたことなんだから。

　一度、ケータイを確認したけど、やっぱり七瀬からの返事はなかった。

「それじゃあ、軽音楽部、お願いしまーす」

　実行委員の人に促される。

「せっかくだから円陣組みなよ」

　小こ波なみ先生に言われ、そんなもんかなと思いながら、おれたちは三銃士みたいにまんなかで手をあわせた。一番下が嬉野さん、その上に由亜、さらに上におれ。

「葉は山やま先輩、なんかかけ声お願いします」

「なんでおれが？」

「南な雲ぐも先輩は今のところ正気ではありません」

　シュコー、シュコー、という呼吸音以外、嬉うれし野のさんからの反応はない。ちゃんと手はあわせているのだけど。

「嬉野さん、平気？」

　訊たずねると、一応、こっくりと頷うなずいてくれた。にしても不安だ。

「おい、由ゆ亜あ、ほんとに大丈夫なのか？」

「たぶん」

　頼りない返事だ。おれはため息をついた。

「まあいいか」

　かけ声と言ったら、今はこれしかないだろ。

「んじゃ、いくぜ？」



「《キャラメルアンデッド》ー、ふぁいっ、おおっ！」



　声をあわせて、いざ、ステージにあがる。重ねた手と同じで先頭に嬉野さん、つづいて由亜、最後がおれという順番だ。

　驚いたことに、体育館の中はすしづめ状態だった。大きな拍手で迎えられ、おれは一瞬ひるんだ。

　窓は全開だったけど、ひどく蒸し暑い。まだ一曲もやってないのに汗が額をとおりすぎる。

　一人一人の顔なんて見えやしない……なんてことはなく、どこに誰だれがいるのかよくわかった。おれから見て左の前のほうに真ま綾あやと千ち早はやがいる。千早が手をあげて「お兄ちゃーん」と叫んでいるのもわかった。

　その奥のほうに宮みや村むらさん率いる水泳部の姿もあった。あの由亜ファンの村むら山やまくんの姿もちゃんとあった。デジカメを構えている。その奥に八や雲くもさんの姿も見えた。嬉野さんのお兄さんだ。友人を連れてきている様子だった。

　右のほうに目を転じれば、吉よし川かわさんたち生徒会の面々。柔道部の女の子たち。洋よう平へいが連れてきた軟式テニス部やオリエンテーリング部のみんなの姿もあった。うしろのほうには舞まい子こさんと「あじさいの家」のじいさまばあさま。まりあさんもいる。

　ざわざわ、ざわざわ。

　ざわざわ、ざわざわ。

　人が波のように揺れている。

　おれはギターを担いだ。いつもよりも重く感じた。

　マイクをこつこつと指で叩たたく。

「あー、チェック、チェック」

　ざわざわが少しだけ小さくなる。

「えー、その、本日はお忙しい中、お越しくださいまして、えー、まことにありがとうございます。はじめる前に注意事項です。今、体育館の中はかなり混雑しているので、押したりとかはしないでください。けが人がでたら楽しくないので。よろしくお願いします」

　こんなところでいいのだろうか。おれは舞台袖そでの小こ波なみ先生に視線をやった。小波先生は親指を立てている。

　それからおれは、うしろをふりかえってみた。

　ベースをさげた由ゆ亜あが大きく頷うなずいた。長い髪とリボンが揺れる。

　ドラムスティックを握った嬉うれし野のさんも頷いた。よかった、ステージ上では普通だ、とおれは安あん堵どする。

　それから一つ深呼吸をした。

　準備は万端。

　ざわざわ、ざわざわ。

　ざわざわ、ざわざわ。

　そして、おれたちに遅れて、その人がステージにあがってくる。

　おれたちがスタンバっていたのとは反対の、下手袖のほうから。

　おれたちと同じパーカーに、リストバンド。黒髪はうしろできゅっと結び、背筋をぴんと伸ばして歩く。そのまま、彼女はキーボードを前にして定位置につく。

　会場のざわめきが一層大きくなる。

「会長だ！」

　誰だれかが言った。

「美み鈴すず会長だ！」

　うちの学校の生徒なら、知らないはずがない。《氷の女王》こと、美鈴菫すみれ子こ会長のおでましだ。美鈴会長は切れ長の瞳ひとみで、観客を睥へい睨げいする。

　うおおおおおお、と一部、熱狂的な男子たちが雄お叫たけびをあげた。

　間を置かず、嬉野さんの機銃掃射のような激しいドラムが鳴り響く。

　腹に響く轟ごう音おん。

　一曲目の「人として軸がぶれている」。

　おれと由亜もタイミングばっちりでギターとベースをぶちこむ。

　観客が大きく歓声をあげ、体育館の中が揺れる。

　絶望少女パートを由亜、嬉野さん、美鈴会長が口ずさむ。

　負けじとおれも腹から声をだす。青空の青さをヴァンパイアに教えてやるように。

　夏休み中、練習しまくったおかげで、ちゃんと声がでる。七なな瀬せみたいにうまくはないけど、ギターの指も迷わない。

　由ゆ亜あがベースを弾ひきながら飛び跳ねる。嬉うれし野のさんの重厚感のあるドラムがみんなの心臓をはねあげさせる。美み鈴すず会長のキーボードが美しい旋律を生みだす。

　音響係の生徒が「これ以上はちょっと……」と言っていた音量を「ちょっと」上まわった爆音。

　客席が前へ前へと飛んでいるのがわかった。

　由亜が最後のパートをうたい、一曲目が終了する。

　同時に、割れんばかりの拍手と、大きな歓声があがった。

　はは、うまくいった。

　七瀬がいなくても大丈夫だ。ちゃんとやれる。

　どうだよ、七瀬、おれ、ちゃんとできてるぞ？

　見てるか、おい。

　……見てないか。

　全身から汗がでてくる。心臓の鼓動がちっともおさまらない。こぶしを握りしめる。すぐに手の中が汗でいっぱいになった。

「あらためまして、こんにちは、《キャラメルアンデッド》です」

　おれはマイクに向かって言う。

　すると、観客の拍手がすっと小さくなった。おれの声だけが響く。

「えっと……あー、次はなんだっけ？」

　一曲終えた安あん堵ど感から、いきなり頭の中が真っ白になってしまった。

　客席から笑いが起こる。いや、おれはウケをとりたかったわけじゃないんだ。

　由亜が前にでてきて、おれの耳をひっぱった。

「メンバー紹介です」

「あ、ああ。メンバー紹介だそうです。えっと、まずは」

「いつきー」

　洋よう平へい含むクラスのバカどもが野太い声でおれを呼んだ。

「やめてくれよ」

　マイクがおれの声を拾い、会場でまた笑いが起こる。

　でも、今ので気が少しらくになった。

「まずは、ベース、鳳ほう仙せん花か由亜！」

　由亜が前にでて、べんべんべんとベースを鳴らす。

　すると、「由亜さまー」という、これまた野太い声が客席から響いた。由亜ファンの男子たちだ。由ゆ亜あさまとか呼ばれてるの？

　由亜は優雅な仕草でお辞儀をした。

「つづいて、キーボード、みなさんご存じ、われらが生徒会長の美み鈴すず菫すみれ子こ！」

　美鈴会長はキーボードで難しそうな曲を弾ひいてみせた。

「会長！」「女王さま」「踏んでくれー」変な雄お叫たけびがあとを絶たない。

「美鈴さんの出演は、ほんとは夏休みの段階で決まってました。ただ、シークレットゲストということで、ずっと内緒にしてたんです」

　――ねえ、こういうのはどうかしら？

　美鈴会長の出演は、彼女自身の提案だった。七なな瀬せがでられないのであれば、ステージにあがるのが三人だけになってしまう。由亜のベースと嬉うれし野のさんのドラムはいいけど、シンプルな構成になればなるほど、おれのギターと歌のへたさが際立ってしまう。反論したかったが、まったくそのとおりだったで、なにも言いかえせなかった。

　そこで、キーボードをかぶせる案が浮上した。しかも、演奏者は美鈴会長だ。知名度は抜群だし、人気も高い。これは盛りあがるだろうと踏んだのだ。

　合同練習の数は必ずしも多くとれなかったけれど、うまくいった。

「そして、ドラムス、嬉野南な雲ぐも！」

　嬉野さんがドコドコドコとドラムを鳴らした。

「嬉野せんぱーい、カッコいい！」

　あの柔道部の子たちから声援があがる。

「いいぞ、南雲！」

　これは宮みや村むらさんだ。

「で、おれは葉は山やま一いつ樹きと言います。ボーカルとギターやらせてもらってます。初心者です。生あたたかい目で見守ってください」

　短めで切りあげ、頭をさげる。

「それじゃ、二曲目！　の前に」

　おれはうしろをふりかえる。嬉野さんもおれのほうを見ている。

　美鈴会長の登場が一つ目のサプライズだとしたら、これは二つ目のサプライズだ。

　しかもついさっき、由亜が提案したばかりの、にわか作戦。

　うまくいくんだろうか？

　嬉野さんはすっとその場で立ちあがった。



「……えっ!?　む、無理だよ、無理無理無理無理っ！」

　由亜がそれを提案したとき、嬉野さんは必死な様子で叫んだ。

　でも、おれは由亜のその提案に実は感銘を受けていた。

「それ、可能なら確かにかなりのインパクトだ。おもしろいし、盛りあがると思う」

　なにより嬉うれし野のさんのためになる。ような気がした。

「……無理だよ。ぜ、ぜったい無理！　無理無理無理無理っ！」

　いつになく強固な口調で嬉野さんは「無理」を連発した。

「ありだと思うけどな」

「……なし！　なしなしなしなしっ！」

「まあ、そこまで嫌なら仕方ないな。本人の意向を無視してはできないことだし」

　それに、そのことはやっぱり、かなりデリケートな問題でもあったし。

「いいですか、南な雲ぐも先輩」

「よくないっ！」

「ちっ、この乳牛娘め、この五円玉をよく見なさい」

　由ゆ亜あの暴言に、おれはハラハラした。しかも、五円玉って。

　由亜は五円玉に糸をとおしたものを用意していた。それを嬉野さんの目の前でゆら～ゆら～と揺らしながら、由亜は呪じゆ文もんのように暗示の言葉を吐いた。

「あなたはだんだん眠くなーる。あなたはだんだん眠くなーる」

「うわ、なんてうさんくさい催眠術なんだ」

　呆あきれてそれ以上なにもコメントできなかった。

「ワン・ツー・ジャンゴ！」

　パクリだしな。なんて思っていると、嬉野さんはかくんと力が抜けてしまって。

「「え？」」

　なぜか由亜も驚いていた。

「う、嬉野さん？　大丈夫？」

　嬉野さんは本当に眠っていた。揺すっても起きなかった。

「んなアホな」

「由亜は自分の才能が恐ろしいです」

　そして由亜はもう一度、嬉野さんの耳元で囁ささやいた。新たな暗示の言葉を――。



　立ちあがった嬉野さんをその場にいる全員が注目していた。

　美み鈴すず会長と同じレベルで嬉野さんは有名人だ。なにせ、三六五日、年中無休でホッケーマスクをかぶっているのだから。ジョークとかではなく。

　しかも、誰だれもその素顔を知らない。

　その嬉野さんがゆっくりとマスクに手をかけた。

　会場が一瞬、水を打ったように静まりかえる。

　そして。

　嬉うれし野のさんの素顔が、全校生徒にさらされた。

　一拍置いて、どっと会場が波打つ。

　全員の驚きよう愕がくの声がまざると、これはもう凄すさまじい。

　前のほうの観客はカメラで嬉野さんの素顔を撮影しようとさえしている。

　うしろのほうの観客が嬉野さんの顔をよく見ようと、前へ前へつめ寄せる。

　やばい。ちょっとやりすぎた。

『押さないでください。あぶないので押さないでください』

　放送で注意が流れるが、みんな聞いていない。おれもマイクで注意を促してみたけどダメだった。見かねて美み鈴すず会長もマイクで言う。それでもまだおさまらない。

　群衆というのはまじで怖い。まるでゾンビだ。

　千ち早はやはつぶされてないか？

　最初はどこに誰だれがいたのかちゃんと見えていたけど、今はもうなにがなんだかわからなくなってしまった。どうしよう、収拾つかないぞこれ、と思い、由ゆ亜あと顔を見あわせたそのときだ。

　歌が聴こえた。

　その声は、嬉野さんのもので。

　おれはドラムのほうへ目をやる。

　嬉野さんがうたってる。

「弱虫モンブラン」だ。

　乾いた砂地に冷たい水がしみこむように、会場の揺れがおさまっていく。ただ、嬉野さんの歌声が朗々と響くだけ。

　そこに由亜のベースが重なった。すぐさま、美鈴会長のキーボードがメロディの輪郭を形づくる。おれも慌ててギターのネックを押さえる。

　透きとおった声が、体育館の中を満たす。

　嬉野さんはうたいながら、ドラムを叩たたきはじめた。

　演奏しながら、ふと思う。ひょっとして、嬉野さんは由亜の素人催眠術になんか最初からかかってなかったんじゃないか。ちゃんとぜんぶわかってて、やったことなんじゃないだろうか。なんて。

　歌が終わると、会場は再び大きな歓声と拍手に包まれた。

「なっぐっも！　なっぐっも！」

　南な雲ぐもコールがやまない。うたい終わった嬉野さんは恥ずかしそうにうつむき、そっとホッケーマスクをかぶり直した。

　と、そこで、小こ波なみ先生がとことことステージにあがってくる。

　それはそれで需要があるらしくて、「美み奈な子こちゃーん」という声があちこちから投げられた。たぶん、洋よう平へいの声もあったに違いない。

　小こ波なみ先生はおれに「マイクを貸せ」というジェスチャーをした。おれはマイクスタンドからマイクをはずし、小波先生にわたす。

「美み奈な子こちゃんも一曲うたってー」という声が聞こえてくる。

「美奈子ちゃん言うな！」

　小波先生はこほんと咳せきをする。

「えーと、再度、注意事項です。盛りあがっているのは大変結構ですが、事故を起こして楽しい文化祭を台無しにしたくはありません。ぜったいに押したりしないでください」

　小波先生はなんか先生みたいなことを言ってから、

「でも、ひとに迷惑をかけないなら、あとはなにをしてもオッケー」

　会場が「おおおお」と揺れた。

「たきつけてどうすんですか」

「青春の一コマなんだから最後までやりぬかなきゃダメよ」

「恥ずかしい大人だな。青春とか言ってるし」

　小波先生からマイクをかえされる。小波先生は一礼してステージからおりていった。おれはマイクをスタンドにつけ直す。

「えっと、次はオリジナル曲をやります」

「おお、いいぞー」

　洋平かクラスメイトか、もう怒号に近くて誰だれの声かわからない。

「いや、そんなにいいもんじゃなくて、おれ、初心者なので本当にへたくそなんですよ。それで、弾ひける曲ないかなって考えてたら、まりあさん……えっと、『ナインスゲート』っていうレストランが『ドブ板通り』ってとこにあるんですけど、ハンバーガーがめちゃくちゃうまいです。ぜひ、いってみてください。味は保証します。で、そこの店長の井上まりあさんって人がこれまた美人で、いてっ」

　由ゆ亜あにお尻しりを蹴けられた。

「関係ない話はいりません」

　ですよね。

「すいません。で、まりあさんに、おれでも弾けるオリジナル曲つくってみればいいんじゃないのかって提案されて、それでできた曲です」

　おれはギターを構える。嬉うれし野のさんのドラムスティックがカウントをとった。



「なんですか、これ？」

　はじめて歌詞をみんなに見せたとき、由亜は唇を曲げた。

「歌の中の『きみ』ってのは、甘あまるり先輩のことですか？　っていうか、これ、恋愛ソングなんですか？　生ぬるい！」

　びしばし、とおれの脳天にチョップをかました由ゆ亜あ。

「いて、いて。いや、そういうわけじゃないけど。なんか、こう、ダメな男子が一生懸命にがんばる歌を書いてみたかったんだよ」

「そのダメンズは葉は山やま先輩のことですか？」

「それは……否定できないんだけど」

「……わ、わたしはいいと思うよ」

　嬉うれし野のさんはおれが歌詞を書いたノートを見ながら頷うなずいた。

「……お題の青春パンクの感じもちゃんとでてると思うし。『きみ』を限定しなくてもいいんじゃないか。うん、たとえば『きみ』を男の子と想定すると、ちょっとＢＬっぽいテイストもして、それはそれで……」

「なにを想像しているんだ、嬉野さん？」

「……はっ、なんでもないの。ほんと、なんでもないの！」

　おれの書いた歌詞をもとに、由亜と嬉野さんが曲をつくり、それにあわせて、うたいやすいようにメロディを育てていった。語感が悪いところは修正し、トータル二分一一秒の短い曲が生まれた。

《キャラメルアンデッド》の唯一のオリジナル曲だ。



　　　　きみの奏でるギターの音が

　　　　まだぼくの耳に残ってる

　　　　きれいな音色と歪んだメロディ

　　　　ぼくの心を震わせる

　　　　きみのようにカッコよくなりたいけど

　　　　気持ちばかりでからまわる



　　　　こっちは一方通行

　　　　逆らって進んでみますか



　　　　ぼくの本気を見せてやるぜ

　　　　太陽をひきずりおろしてやるぜ

　　　　でかい花火を打ちあげてやるぜ

　　　　きみが笑ってくれるなら



　　　　ちょっとカッコ悪いぼくは

　　　　足を踏みだすのもためらってしまう

　　　　ちょうどカッコいいきみは

　　　　ぼくを置いていってしまう



　　　　こっちは行き止まり

　　　　もしもきみが迷ってるなら

　　　　ぼくが手を貸そうか？

　　　　この壁の向こう見たくないか？



　　　　ぼくの本気を見せてやるぜ

　　　　太陽をひきずりおろしてやるぜ

　　　　でかい花火を打ちあげてやるぜ

　　　　不発でも笑って許してくれよ

　　　　ぼくの本気を見せてやるぜ

　　　　太陽をひきずりおろしてやるぜ

　　　　でかい花火を打ちあげてやるぜ

　　　　きみに笑っていてほしいから



　おれが本気でうたってるときは、いつも七なな瀬せがいないな、と思った。

　なんかそういう宿命でもあるのだろうか。

　どうだよ？　おれ、けっこううまくなっただろ？　そうでもないかな？

　自分じゃわからないから、ちゃんと教えてくれよ。

　おれの音痴、直してくれるんだろ？

　ギター、教えてくれるんだろ？

　おまえ、今、どこにいるんだよ？

　あのさ。

　ちょっと思ったんだけどさ。

　おれがおまえの背中押したんだけどさ。

　だから、すごい今さらなんだけどさ。

　正直に言うとさ。

　おまえがいなくてさ。

　おれ、すごく寂しいよ。

　おまえと一緒に文化祭でたかったよ。

　そのときだった。

　なにかが飛んでくるのがわかった。

　わかっていたのに、おれは反応が遅れて、それを顔にもろに食らった。

「いてっ」

　キンッとマイクの音が割れた。

　飛んできたのは、中身の入ったペットボトルだった。フタはついてなくて、中身の炭酸飲料を頭からかぶっていた。

　揃そろいのパーカーにしみていく。

　とっさのことで、おれにはなにがなんだかわからなかった。

　演奏が乱れ、会場もゆっくりと静まっていく。

「ざけんなよ！」

　怒鳴り声がした。

　おれは呆ぼう然ぜんとして声のほうを見た。

「へたくそな歌聴かせてんじゃねえよ！」

　ああ、日下部くさかべじゃん、と思った。なんだ、おまえら、いたのかよ。

「おれらのがよっぽどうまいっつーんだよ。なんだよ、今の。一人でやってろよ」

　日下部たちがげらげら笑っている。まわりにいた客が日下部たちのまわりからはなれていって、そこだけぽっかり空洞ができる。

　また、ペットボトルが飛んできた。

　それもおれの胸に当たった。おれはよろけた。

「おまえはさがってろよ、七なな瀬せをだせよ！」

　突然向けられた悪意に、おれはなにもできなかった。なにが起こってるのか、よくわかってないっていうのもあった。ただ、ステージの上に立ちすくんでしまった。

　七瀬？　七瀬ならいないんだ。だから、美み鈴すず会長が助すけっ人とで参加してるんだ。嬉うれし野のさんがホッケーマスクはずしたのも、みんなに喜んでもらうためで……あれ、おれ、なにしてんだろ。

「お兄ちゃんになにすんだ！　訴訟もんだぞ、この野郎！」

　急に声が聞こえ、われにかえった。千ち早はやが叫んでいる。腕をふりあげて怒っているのを真ま綾あやがとめていた。最初にいた位置より、ずいぶんうしろに流されていた。

「あのサルモネラ菌ども、ぶち殺してやります」

　由ゆ亜あの声もした。

　ふり向くと、由亜はベースを釘くぎバットでも持つみたいに肩に担いでいた。おいおい、それで殴ったら死ぬって。

　嬉野さんと美鈴会長も立ちあがっていた。

「……関節、逆に曲げてやる」

「停学処分にしましょう。どんな手を使ってでも」

　なに言ってんの、二人とも。

　おれは日下部くさかべたちを見おろした。

　おれは不思議とあいつらの言ってることがよくわかった。わかってしまった。

　そりゃそうだ。

　みんな、おれを見にきたわけじゃない。

　嬉うれし野のさんや由ゆ亜あ、美み鈴すず会長はとにかく、おれなんてただの邪魔者だ。

　なんで、おれ、こんなとこにいるんだろ？

　おれほど場違いなやつもいないわな。

　おれはほんとは、そっち側で、見あげてるのが相応ふさわしいんだ。

　そうだよな。

　おれ、ひっこんでたほうがいいよな。

　おれが客だったら思うもん。

　七なな瀬せをだせよって。

　おれだって、七瀬のステージが見たい。

　あいつがうたってるところを見たい。

　それなのに……。

　七瀬がいない分もがんばろうとか、おれは、なに思いあがっていたんだろう。

　小こ波なみ先生が再びステージにあがってこようとしている。

　スタッフも混乱している。

　時間の感覚がわからない。

　ひどくゆっくりと流れているようにも思えるし、

　一〇秒が一秒に短縮されてしまったようにも感じる。

　なんでだか急に、誰だれとも会話しなくなったあの教室を思いだす。

　胃がキリキリと痛む。

　ジュースを浴びたせいで手がべたべたした。

　こんなとき、七瀬ならどうすんのかな？

　思った瞬間、

　日下部がふっ飛ばされていた。

「なにすんだよ！」

　床に転がった日下部が叫んだ。

　みんなの視線が日下部と、日下部をぶっ飛ばしたそいつに注そそがれる。

「あたしの名前を言ってみろ」

　そいつはでかい声でそう言った。

　おれは思わず笑いそうになっていた。

　知ってるか、七なな瀬せ。

　それ、古いまんがの悪役のセリフなんだぜ？

　会場がどっとわく。

　誰かが「こいつらつまみだせ！」と言った。

　そのまま日下部くさかべたちは人波に呑のみこまれて、どこかへ消えてしまった。

　七瀬はにこりともしなかった。怒ったような顔でずんずん歩く。モーゼの十戒みたいに人の波が割れた。まっすぐ、ステージまでやってきて、七瀬はよじよじとステージをよじのぼった。

　会場が七瀬の登場をたたえる。

　でも、七瀬はなんの反応もしない。

　そのせいで、会場はまた静まりかえっていく。

　おれの前に立った七瀬はまだおれを睨にらんでる。

　七瀬はパーカーのフードを深くかぶって、変装のつもりかなんなのか、レンズの入ってない黒ぶちのメガネをかけてた。

「なにしてんの？」

　おれは訊たずねた。

　七瀬は、おれの質問には答えず、いきなりおれの頬ほおを両手でぎゅっと押おしつぶした。

「な、なんだよ？」

　ほっぺたを押しつぶされたまま、おれはもごもごと言った。

「なに、ぼけーっとつっ立ってんのよ？　あんな脇役どもになじられて、なんで言いかえさないのよっ！」

「かえす言葉もなくて」

　七瀬はおれの頬をぐにぐにとつぶす。

「一つなにか言われたら、一〇〇の言葉で罵ば倒とうしかえしなさいよ！」

「すごいこと言うな。おれが内閣総理大臣だったら、おまえのその心意気に感動して、国民栄誉賞を贈っていたかもしれない」

　まあ、幸いなことに、おれは内閣総理大臣ではないけど。

　七瀬の手をひきはがしたおれは、滴るジュースをリストバンドで拭ぬぐう。

「それより七瀬」

「なによ？」

　七瀬はおれを睨みかえす。

「実はまだ、一曲残ってるんだ」

　おれがそう言うと、会場がわっと盛りあがった。おれたちの会話はマイクがちゃんと拾ってた。ぜんぶ筒抜けってことだ。

「おれがギター弾ひいてやる。おまえうたえよ。ファンサービスだ」

「アメフラシみたいな顔してるくせに、偉そうに」

　アメフラシってどんな顔だよ、というツッコミは心の中にしまっておく。

「だって、楽しみにしてただろ、文化祭？」

　七なな瀬せはおれを睨にらんだまま。

「おまえがいなきゃはじまらないし――」

　おれは七瀬にマイクスタンドを押しつける。

「――おまえがうたわなきゃ終われない」

　観客がわあああと歓声をあげる。

「だろ？」

　七瀬はぐいっとマイクを掴つかんだ。嬉うれし野のさん、由ゆ亜あ、美み鈴すず会長に視線をやる。それからおれを見て、ふんっと鼻を鳴らした。長い髪をうしろに払い、黒ぶちのメガネを客席に放ほうり投なげる。

　そして七瀬は、集まっている観客に向かって高らかに叫んだ。

「『マイノリティ』！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　　　　　◆◇◆◇◆



　校庭から「オクラホマミキサー」（だっけ？）の軽快なメロディが聴こえてくる。フォークダンスを踊っているに違いない。

　後夜祭がおこなわれているのだ。組みあげられた丸太が赤々と燃えている。火の粉が舞って、夜空をオレンジ色に染めた。

　七なな瀬せとおれは屋上に避難していた。お互い柵さくにもたれかかって、七瀬は体育座りを、おれはあぐらをかいて座っている。

　七瀬は「いいなあ、このパーカー」と言いながら、おれのパーカーの袖そでをひっぱった。

「千ち早はやがつくったんだ。頼めばたぶん、おまえの分もあるぞ」

「まじで？　ほしいほしい」

　屋上のカギなんてもちろん持ってないから、窓から外へでて、壁際のでっぱりをつたって、ここまで逃げてきた。

　由ゆ亜あとか嬉うれし野のさんとか美み鈴すず会長とか洋よう平へいとか吉よし川かわさんとか真ま綾あやとか千早とか、その他大勢から電話及びメールがアホみたいに殺到したが、悪いけどケータイの電源は切らせてもらった。

　さすがにもう諦あきらめただろう。

　それとも、まだおれらのこと、さがしていたりするのだろうか。

　知らん知らん。

　あのあと、七瀬とおれは逃げた。

　なんでかって言うとサンライズ・レコードの人が鬼の形相で七瀬のことを迎えにきて、七瀬が「やべえ、ずらかるぜ」と言ったからだ。

　七瀬一人で逃げればいいものを、なぜか、おれの手首をがっちり握りしめていて、仕方がなく、おれも逃げなければならなくなった。

　しかし今、冷静に考えるとまずいことをしたんじゃないかなとも思う。

「なあ、逃げてよかったのか？　やばいんじゃないのか？」

「やっぱそうかな？」

　七瀬はひきつった笑みを浮かべた。

「まあ、現実逃避ってパンクっぽいし？」

　などと言う。おれはため息を吐きだした。

「つーか、おまえ、いつからいたんだよ？」

「朝から」

「朝から？　よく見つかんなかったな」

「ガチャピンの中に隠れてた」

「犯人はおまえか！」

　こんな身近に窃盗犯がいたとは。確かに、着ぐるみの中にいれば七なな瀬せかどうかなんてわからないけど。

「ってことは、おまえ、おれと目あっただろ？」

「うん。子供たちをふりきるために逃げたけど」

「なにしてんだよ」

　仕方のないやつだ。

「それより、ねえ、あの歌って、タイトルなんて言うの？」

　七瀬は急に話題を変えた。

「あの歌？」

「きみがつくったってやつ」

「ああ……」

　そう言えば、みんなの前で言わなかったかも。

「マイ・ディアレスト・フレンド」

「……なぜ親友なのだ」

　七瀬はぐにっとこぶしを握りしめた。それから、はあ、とため息をつき、体育座りの膝をあごの下にしまう。おれを見あげるようにして、

「ねえ、あの歌の中の『きみ』って、あれ、もしかしてあたしのこと？」

　と、訊きいた。七瀬の瞳ひとみがかすかに揺れる。

「……うぬぼれんな」

　と、おれは答えた。

　それきりお互い黙る。今度は「ロリポップ」（って、吉よし川かわさんが言ってた気がする）の明るい曲が聴こえてきた。

　突然、七瀬が立ちあがる。

「よし、あたしたちも後夜祭をやろう」

　七瀬がおれのほうに、にゅっと手をさしだした。

「おれ、フォークダンスのステップ覚えてないんだけど」

「そんなの教えたげるし。この二カ月近く、毎日レッスンした成果を見せてあげるわ」

　おれは七瀬の手をとって立ちあがる。

「お手柔らかに」

「ほら、うしろにまわって」

　言われたとおりに七瀬のうしろにまわり、そっと手を握る。七瀬の手は温かくて柔らかい。でも、左指のおなかは、ギターの弦を押さえるせいで皮が厚い。

「いい？　ちゃんと曲を聴いてね。いくわよ？　右のステップ。左のステップ」

「ちょ、待て待て」

「ほら、ここでターン。どんくさいわね」

「もっかいだ」

　男子と女子で二重の輪になっていれば、ペアをどんどん交代していくのだけれど、屋上には七なな瀬せとおれの二人しかいない。ターンをして、また手を握る。何度かやっていると、どうにかこうにか慣れてきた。

「あのネットの動画」

　ステップを踏みながら七瀬が口を開く。

「カラオケ大会のやつ。あの動画の再生回数、ちょっとすごいと思わなかった？」

　おれは洋よう平へいに見せられたやつを思いだした。

「あれ、事務所のヤラセなのよ」

「え？」

「あたし、聞いちゃったの。ほら、コメントの中にも妙な噂うわさとかまじってたでしょ？」

「サンライズ・レコードが七瀬をスカウトしてたっていう、あれ？」

「そ。そんなの内部の人間以外、誰だれがわかるってわけ？」

　言われてみればそのとおりだった。

「あたしがネット上で人気がある、という事実を先につくりだしておいて、それからあたしに声をかけたみたい。あたしが断っても損はないし、受けたら、その噂をもっと育てていく」

「なんだよ、それ」

「情報操作みたいなものかな。ネットの力は侮れないわね。ぜんぶ、会社の筋書きどおりだったってわけ。あたしの実力が本当に認められたわけじゃないのよ」

　どこか晴れやかな調子で七瀬は言った。

「そんな……」

　あの日、おれの家にきたのは、七瀬がそれを知ってしまったからなんだろうか。

　いや、そもそも七瀬の顔がニセモノの笑みを浮かべていたのは、そのせいだったりしたのだろうか。

　ふと、七瀬のケータイがとりあげられていたということを思いだす。つまり、そういうことなのかもしれない。

「でも、おまえのファンもいっぱいいるんだろ？」

　あのカラオケ大会のときに、あんなに盛りあがったのは、やっぱり七瀬が魅力的だからだ。七瀬の実力が認められてないわけじゃないはずだ。

「いるよ。ファンレターももらっちゃった」

　えへへ、と七瀬は笑う。

「……男子から？」

「なに、やきもち？」

「おれはきな粉もちが好きだよ」

　げしっと七なな瀬せはおれの足を踏んだ。

「いてっ」

「ギターはじめましたっていう女子中学生とかからもくる。かわいいんだ、そういう子の手紙。一生懸命で」

　ターンをして、また最初に戻る。

「実はね、夏休み中に一度、きみたちが練習してるとこ、見にいったのよ？」

「そうなのか？」

　ぜんぜん気づかなかった。

「うん。ちょっと覗のぞいただけだけど。南な雲ぐもちゃんの勢いのあるドラムと、由ゆ亜あちゃんのゴリゴリしたベース、きみがへたなギター弾ひきながら、めちゃくちゃにうたってた。それ聴いたら、懐なつかしいなって思って、あたし、帰りたくなっちゃった」

　右のステップ、左のステップ。

　軽快な音楽はつづく。

「七瀬は、このあとどうするんだ？」

　このあとというのは、今日これからという意味でもあったし、この先のことを意味してもいた。七瀬はどうするつもりなんだろう？

「未定かな」

　そして、おれのことを見あげながら、じろりと睨にらんでくる。

「なんだよ？」

「って言うか、前々からすごく気になっていたことがあるんだけど」

「なに？」

「きみ、あたしのこといつになったら甘あまるりって呼ぶわけ？」

「あ、バレた？」

「とっくだっつうの！　あたしは、ちょいちょいきみのこと一いつ樹きって呼んでたけど！」

「なんか、はずくて」

　七瀬はむくっと頬ほおを膨らませる。

　曲は「ロリポップ」が終わって、最初の「オクラホマミキサー」に戻った。

　と、

「あっ」

「ちょっと」

　おれはそこで七瀬と足をもつれさせてしまった。

　二人揃そろって無様に転ぶ。

　とっさに手をついたら、七なな瀬せを押し倒すみたいになってしまった。

　七瀬の長い髪が散らばる。アーモンド形の大きな目がおれを見あげている。

「わ、悪い」

「べつに」

　おれは慌ててからだを起こし、七瀬に手をさしだした。

　けれど、七瀬はおれの手をとらずに一人で起きあがった。ぱんぱんと砂ぼこりを払う。風が吹いて、七瀬の髪を揺らした。

「きみがつくった歌、けっこうよかったわよ」

　七瀬はもう一度、その話題をくりかえした。

「きみの一生懸命さがつまってた。あたし、ステージ見あげながら感動したもん」

「そのあとはカッコ悪かったけどな」

「そんなことないわよ」

　七瀬はあの歌を軽く口ずさんだ。一回聴いただけで、よく覚えてるなと感心したけど、へたくそなおれ用の歌なんだから、誰だれでもすぐうたえるものなのかもしれない。

　歌詞はあやふやだったけど、七瀬がうたうと、やっぱりうまいなと思った。

　唐突に歌が途切れる。

「あの歌の中の『きみ』って、やっぱ、あたしでしょ？　白状なさいよ」

　七瀬は肘ひじでおれの脇わき腹ばらをつつく。

「し、知らねえよ」

　おれはあくまでもそう言い張った。

　七瀬は「ふーん」と言った。それからくるくると表情を変える。おれは黙ってそれを眺めてる。七瀬はようやく一つ頷うなずき、挑むみたいな目でおれを見つめた。右手でメロイックサインをつくってつきだす。人差し指と小指を立てて、「キツネ」の顔の部分を潰したような指のサインだ。

　でも、いつもと違って親指も立てていた。

「なんだよ？」

「お、親指も立てると意味が変わるの」

　顔を赤くして七瀬は言った。

「どういう意味に？」

　おれは訊たずねる。

「それは……」

　七瀬はなにかを言おうとして、でも、金魚みたいに口をぱくぱくさせたあと、

「ググれカス」

　と、おれを罵ば倒とうした。

　ひどい話である。

　校庭のほうが騒がしい。曲はまだつづいている。なにか別のイベントもはじまったのかもしれない。

　また涼しい風が吹いた。もうそろそろ秋がやってくる。

「軽音楽部入ってよかったよ」

　おれは言った。今までで一番素直に言えた。

「前より音楽好きになったし、それにおまえと仲よくなれてよかった」

「な、なによ、その死んじゃう前みたいなセリフ」

　七なな瀬せは茶ちや化かすみたいに言ったけど、おれはかまわずにつづけた。

「おまえはカッコいいよ。憧あこがれる。負けたくないなって思うし、手抜きできないなって思わせる。おまえと知りあえてよかった。おれ、おまえのファンなんだ」

「そ、そんなふうに褒められると照れるんだけど」

「おれも今、喀かつ血けつしそうなほど照れてる」

「なによそれ」

　おれは首のうしろを撫なでた。

「おれさ、前の学校でちょっと問題起こしてさ、いや、おれが起こしたんじゃなくて巻きこまれたんだけど、まあ、それはどうでもよくて、おれ、それ以来、なにも本気でやる気がしなかったんだよ。てきとうでいいかなって思ってた」

　真ま綾あやや千ち早はやはそんなおれをけっこう心配していてくれたみたいだ。感謝しないと。

「でも最近ちょっと変わったよ。いろいろやってみたいなって思うようになった。それ、ぜんぶ、おまえのおかげだよ、甘あまるり」

　不意打ちを食らったみたいに七瀬は顔をうつむけた。長い髪に隠れて表情はよく見えない。ただ、なんとなく耳が赤い。かも。

「甘るりみたいに、これが好きなんですって迷いなく言えるようになりたいけど、それって、やっぱりおれには難しいから、好きなものさがしてくよ」

「そ、そう」

「とりあえずさ、歌詞考えるのけっこう楽しかったんだ」

　おれは言った。

「ひょっとしたら、文章考えたり、物語とかつくるの好きかもしれない」

　歌の歌詞を考えてるときにおれの中にあったのは、思っていることをそのまま書くのはすごく難しいということだった。ひと言書いた瞬間にもう、そこからおれの気持ちがこぼれ落ちてしまう。だから、書くということは簡単なことじゃなくて、でも、だから、いい。

　七瀬がちょっとおれを見あげる。

「それにほら、おれ、妄想癖あるし」

「そんなカミングアウトをされても」

　それもそうだ。

「なにがおれに向いてるのかわからないけど、今はちょっと書きたいものがあるんだ。というわけで、おれ、小説に挑戦してみようかと思ってる。あ、べつに軽音楽部辞めるわけじゃなくて、それと並行でって感じ」

「それはまた、わりと一足飛びな感じするけど。きみ、普段から小説なんて読むの？」

「まんがばっかりと思われがちだが、実はおれって文学少年なんだぞ。好きな小説は梶井基次郎の『檸れ檬もん』なんだ」

　本屋にレモンを置いて立ち去る青年が、そのレモンが爆弾だったらいいのに、と想像するという、それだけの小説だ。でも名作だ。

「知らなかった」

「まあ、書き方とか知らないんだけどな。どんくらいで書けるかもわからないんだけど」

「当然、読者一号はあたしよね？」

　七なな瀬せは自分を指さした。

「……恥ずかしいな」

「缶のプルタブみたいな顔してなにを今さら」

「言葉の暴力って知ってるか？」

「で、どんな小説書いてみたいの？」

「それは……」

　ちょっと考える。

「秘密だ」

「なによそれ。教えなさいよ」

「完成してからのお楽しみ。こうご期待！」



　それでも構想がないわけじゃない。

　学校を舞台にした、バカみたいに楽しい話がいい。

　たとえば書きだしはこんなのでどうだろう。



「あ！　じゃあ、冷やし中華はじめました、くらいののりでどうかしら？」



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　こんにちは。

　好きな本ほど何度も読むので、ぼろぼろにしてしまう二に階かい堂どう紘ひろ嗣し（ツンデレ）です。先日、本棚が本の重さで壊れました。まさかの事態に、目が「＠」みたいになりました。大切だからといって、いつまでも手放さずにいると、こういうことも起こるのですね。



　というわけで、二巻から間を置かずしてお届けすることができました、『あまとう！　３　七なな瀬せ甘あまるりは不在につき』でした。

　お手にとっていただき、感謝感謝です。いかがでしたでしょうか？

　今回、葉は山やまくんは七瀬さんから修学旅行のお土産をもらったり、嬉うれし野のさんと深夜のプールに忍びこんだり、鳳ほう仙せん花かさんに看病をしてもらったりします。

　本気で羨うらやましすぎる……。

　読みどころは、ずっと書きたかった熱狂ライブです！

　葉山くんの成長にも注目してやってください。

　ちなみに、作品内に登場するバンドやミュージシャン、楽曲は基本的にすべて実在します。興味がありましたら、一度、聴いてみてくださいませ。

　どれも名曲ですよ。



　では、最後に謝辞をば。

　担当さま、いつもいつもありがとうございます。三カ月ごとのサイクルで発売されるはずが、「三巻の発売、ひと月早めていいスか？」と言われたときは、「死なす気か！」と思いましたが、案外できるものですね。

　▽さんかく先生、イラストかわいすぎです！　ラフが送られてくるのが毎回楽しみでした。おっきな目と、ふにゃっとした口元、健康的なふとももにいつもやられています。

　関係者の皆さま、お世話になりました。皆さまのおかげで本書は完成しました。

　顔をあわせると、いつも熱い感想をくれる金かね原はらゼミ卒業生の松まつ下したくんにも感謝です。

　そして、読者さま。読者さまの応援で二に階かい堂どうは生きています。

　今後も生あたたかい目で見守ってやってください。

　ありがとうございました。

　本書が、あなたの本棚を壊すくらいまで大切にされたら嬉うれしいです。

　ではでは、またどこかで。

二階堂紘ひろ嗣し



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　二階堂紘嗣（にかいどう・ひろし）

　　第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞「佳作」受賞、『ナインの契約書』でデビュー。

　　他著作に『D-breaker』。映画とロックが好き。



　イラスト

　▽（さんかく）

　　さんかくと読む。新進気鋭のイラストレーター。



    

  
    
      あまとう！３

七瀬甘るりは不在につき



著者名……二階堂紘嗣

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/
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